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　福島県薬剤師会は県民
を対象とした放射線の相
談窓口を開設した。窓口
は県内約 260 カ所の薬局
である。もちろん放射線
に関する何の教育もせず

にやみくもに始めているわけではない。放射
線ファーマシスト委員会というものを立ち上
げ、テキストを作成し、相談業務を請け負う
県内の薬剤師に教育を行っている。
　この情報を知ったとき、診療放射線技師で
ある私は、「なぜ、診療放射線技師ではない
の？」という疑問を正直抱いた。しかし、よ
く考えれば、そう思うのは私たち診療放射線
技師だけであって、県民や行政にとってみれ
ば、知識のある人が放射線に関する県民から
の相談を請け負ってくれれば誰が行ってもよ
いと思うはずである。ただし、決して誤解を
していただきたくないのは、私は診療放射線
技師が身近な放射線の専門家として関わって
いくべきだと考えている。
　東日本大震災から 5 年が過ぎた。最近、新
聞でもあの時の出来事が風化しないようにと
当時の特集記事が掲載されている。原子力発
電所の事故が起きた後、しばらく日本診療放
射線技師会を通して各県から診療放射線技師
の人的支援を行っていた。本会からも数名の
役員や会員が福島へ支援に出向いた。その後、
本会では 3 年前から県立高校で放射線に関す

る特別授業を、本会の正式な継続事業として
始めた。しかし、私の中で東日本大震災が過
去の出来事になろうとしていることに大きな
反省をした。福島ではまだ現在進行形なので
ある。
　私はこの事実を知って、急遽、本会におけ
る「過去 5 年間の放射線被ばく相談事業」を
まとめた。そして、「埼玉県民の放射線被ばく
相談は診療放射線技師が請け負います」とい
う請願書を県庁へ提出する予定である。提案
型ビジネスという言葉は、20 年以上前から一
般企業では使われているが、私たちの業界で
は、まだ受け身型ビジネスであることが否め
ない。院内外で放射線科に閉じこもっていて
は、誰も頼りにしないし、存在すら忘れられ
てしまう。自分たちに何ができるのかという
ことをアピールしなければ、誰かの役に立つ
ことはできない。
　本会の役員は、数多くの企画を精力的に発
案し事業を遂行している。いくつかの反省点
はあるものの、多くの会員から比較的高い評
価を受けていると考えている。しかし、それ
だけでは足りない。その事業が県民へどう
フィードバックできるかを行政へアピールし、
行政とタイアップした事業展開を提案するこ
とが必要だ。

　都道府県技師会の役割の一つは「行政へ対
する提案型ビジネス」なのである。

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
会　長　田　中　　　宏

都道府県技師会の提案型ビジネス
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第 5 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会のお知らせ

日　　時：平成 28 年 6 月 18 日（土）
　　　　　　1．総会　　　　　　　　　　　　　　　14：00 〜 15：50
　　　　　　2．休憩　　　　　　　　　　　　　　　15：50 〜 16：00
　　　　　　3．特別講演　　　　　　　　　　　　　16：00 〜 17：00
　　　　　　4．情報交換会　　　　　　　　　　　　17：30 〜
総会会場：仲町川鍋ビル 8階会議室
　　　　　〒330-0845 さいたま市大宮区仲町 2-60　　（TEL） 048-641-5529

　　※委任状（往復はがき）を郵送致します。
　　　欠席されます会員の方は、必ず委任状を返信していただきますようよろしくお願い致します。

特別講演
講師　：青木商事代表取締役社長　青木　和巳　先生
テーマ：組織とリーダーシップ（後編）
略歴　：青木商事代表取締役社長　居酒屋運送屋代表　（有）ラブタウンネットワーク代表取締役社長
　　　　特定非営利法人学びとくらしのネットワーク代表理事　朝霞法人会会員　朝霞倫理法人会会員
　　　　志木市商工会会員
　　　　 大学 2 年（20 歳）の時、5,000 円で物流事業として運送業をスタートし、（有）青木商事を設立。

その後、株式会社へ組織変更。時代の流れを先取りし、居酒屋、IT 関連会社を次々と起業し、
全ての事業で成功を収めている。2009 年の過去最高の倒産件数をだした平成の大不景気時代に
は「儲かる会社ではなく、つぶれない会社」の組織改革に成功し、現在、青木グループ全ての会
社が優良企業である。同じ業種でも倒産する会社もあれば、生き残り、さらに発展する会社もあ
る。それは全て組織づくりであり、これからのリーダーシップについて、昨年に引き続き青木和
巳先生よりご講演をいただく。

情報交換会
総会終了後、情報交換会を準備しております。お時間の許す方はご参加お待ちしております。
情報交換会会場　： オオミヤバル 

〒330-0845 さいたま市大宮区仲町 2-43-1 COMO大宮 1F　（TEL）050-5789-6303
情報交換会参加費：4,000 円

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
会長　田中　宏

第 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会のお知らせ

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

会長 田 中 宏

日 時：平成 年 月 日（土）

総会 ～

休憩 ～

特別講演 ～

情報交換会 ～

総会会場：仲町川鍋ビル 階会議室

〒 さいたま市大宮区仲町

※委任状（往復はがき）を郵送いたします。

欠席されます会員の方は、必ず委任状を返信していただきますようよろしくお願い致します。

特別講演

講師 ：青木商事代表取締役社長 青木 和巳 先生

テーマ：組織とリーダーシップ（後編）

略歴 ：青木商事代表取締役社長 居酒屋運送屋代表 （有）ラブタウンネットワーク代表取締役社長

特定非営利法人学びとくらしのネットワーク代表理事 朝霞法人会会員 朝霞倫理法人会会員

志木市商工会会員

略歴 ：大学 年（ 歳）の時、 円で物流事業として運送業をスタートし、（有）青木商事を設立。

その後、株式会社へ組織変更。時代の流れを先取りし、居酒屋。 関連会社を次々と起業し、全

ての事業で成功を収めている。 年の過去最高の倒産件数をだした平成の大不景気時代には「儲

かる会社ではなく、つぶれない会社」の組織改革に成功し、現在、青木グループ全ての会社が優

良企業である。同じ業種でも倒産する会社もあれば、生き残り、さらに発展する会社もある。そ

れは全て組織作りであり、これからのリーダーシップについて、昨年に引き続き青木和巳先生よ

りご講演を頂く。

情報交換会
総会終了後、情報交換会を準備しております。お時間の許す方はご参加お待ちしております。

情報交換会会場 ：オオミヤバル

〒 さいたま市大宮区仲町 大宮 （ ）

情報交換会参加費： 円

会場案内図
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診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー
－平成 28 年度（第 18 回）SART セミナー－

　新入会員の方を対象として行われている本セミナーは、（公社）日本診療放射線技師会と合同企画とし
て開催します。公益法人としての（公社）日本診療放射線技師会、（公社）埼玉県診療放射線技師会の活
動紹介、および学術関係の基礎的な知識と実習を加え、新入会員の方のみでなく全ての会員を対象とした
講習内容を予定しています。皆さまの受講をお待ちしております。

プログラム（敬称略）

平成 28 年 5 月 29 日（日）
08：30 〜 受付開始
09：00 〜 09：05 開講式・オリエンテーション
09：05 〜 09：30 会長あいさつ・技師会について 田中　宏
09：30 〜 10：00 社会人としてのエチケット・マナー講座 中根　淳
10：00 〜 10：30 患者さんに優しい診療放射線技師 大河原　侑司
10：30 〜 10：40 休息
10：40 〜 12：00 医療安全講座　感染対策講座 佐々木　健
12：00 〜 12：50 昼食（ご用意致します）
12：50 〜 14：10 実際の検査について（20 分× 4）
 CT・肺 城處　洋輔
 MRI 明田川　尚宏
 消化器 今出　克利
 一般撮影 平野　雅弥
14：10 〜 14：20 休息
14：20 〜 15：50 気管支解剖講座 富田　博信
15：50 〜 16：00 入会案内 平野　雅弥
16：00 〜 閉講式

記

日　　時：平成 28 年 5 月 29 日（日）
場　　所：さいたま赤十字病院 5F
受 講 料：無料
受講資格：診療放射線技師であればどなたでも受講できます
定　　員：50 人程度
申込方法：本会Web サイトからお申し込みください
締め切り：平成 28 年 5 月 23 日（月）

主催　（公社）埼玉県診療放射線技師会
（公社）日本診療放射線技師会
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平成 28 年度　第 8 回 CT 認定講習会のお知らせ
〜 入門編 ＆ 認定取得者向け 〜

　CT 認定講習会も本年度で 8 回目を迎えました。本年度も、従来の CT 認定講習会の他に、認定未取得
者を対象とした入門編、認定取得者を対象とした認定取得者向け講習会を開催致します。入門編では CT
認定講習会の講義・実習が長時間のため今まで足を運びにくかった会員の方や、CT 認定講習会のプログ
ラムが難しいと感じていた方を対象とした内容となっております。CT 認定講習会に興味がある方だけで
はなく、CT 経験の浅い方も奮ってご参加ください。また認定取得者向けでは PC を用いた読影セミナー
を企画しました。実際に読影し解説を聴くことで更なる読影力向上を目指し奮ってご参加ください。他に
も性能評価や造影技術における最近のトピックスについても情報提供させていただきます。

CT 認定講習会 入門編　プログラム
18：30 〜 18：50 受付
18：50 〜 18：55 オリエンテーション
18：55 〜 19：25 撮影条件が画像に与える影響 城處　洋輔　　済生会川口総合病院
19：25 〜 19：55 造影理論を理解しよう 中根　淳　　　埼玉医科大学総合医療センター
20：00 〜 21：00 読影の基礎 富田　博信　　済生会川口総合病院

CT 認定講習会 認定取得者向け　プログラム
18：30 〜 18：50 受付
18：50 〜 18：55 オリエンテーション
18：55 〜 19：55 読影セミナー（読影演習と解説） 富田　博信　　済生会川口総合病院
20：00 〜 20：30 性能評価関連の最近のトピックス 城處　洋輔　　済生会川口総合病院
20：30 〜 21：00 造影技術関連の最近のトピックス 中根　淳　　　埼玉医科大学総合医療センター

日 時：平成 28 年 8 月 29 日（月）
場 所：浦和コミュニティーセンター 第 13 集会室（入門編）
 IT 教室（認定取得者向け）
　 　 　 　　※認定取得者向け講習会を受講される方も受付は入門編と同じ第 13 会議室です。
　 　 　 　　（受付後に会場へ移動して頂きます）
参　加　費：会員　　 500 円
　 　 　 　　非会員　1000 円
　 　 　 　　　 非会員の扱いは、埼玉県診療放射線技師会の会員以外であっても、日本診療放射線技師

会か都道府県放射線技師会の会員であれば会員とみなします。
定　　　員：入門編　50 人程度
　 　 　 　　認定取得者向け　30 人（PC台数の都合上、定員で締め切らせて頂きます）
申 込 方 法：（公社）埼玉県診療放射線技師会ホームページ　専用フォーム
申込み期間：7月 19 日（火）〜 8月 22 日（月）
連 絡 先：（公社）埼玉県診療放射線技師会　Tel　048-664-2728　　FAX　048-664-2733
問 い 合 せ：済生会川口総合病院　　　城處　洋輔 TEL　048-253-1551
　 　 　 　 Mail　y-kidokoro@sart.jp

注意事項
・ 認定取得者向け講習会は認定を取得していなくても受講可能ですが、基礎的な内容を習得していること

が前提の講義となりますので、ご了承ください。

主催　（公社）埼玉県診療放射線技師会
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平成 28 年度診療放射線技師基礎技術講習（埼玉県）
乳房撮影講習会のお知らせ

　平成 22 年より、診療放射線技師生涯教育事業として基礎技術講習を全国各地域で開催しております。
本年埼玉県で乳房撮影講習会を開催致します。講習の目的は、診療放射線技師として必要な基礎知識と技
術を身に付け、医療および保険、福祉の向上です。講習カリキュラムは日本診療放射線技師会の学習目標
に沿った内容で行われますので、一定レベルの講習会を受講できる環境が担保されています。お申し込み
は、JART情報システムからとなります。奮ってご参加ください。

記

開 催 日：平成 28 年 7 月 3 日（日）

場　　所：さいたま赤十字病院　講堂
　　　　　〒338-8553
　　　　　埼玉県さいたま市中央区上落合 8-3-33

定　　員：80 人

受 講 料：日本診療放射線技師会会員  3,000 円（非会員 10,000 円）
　　　　　※確認試験料 1,000 円を含む
　　　　　　（確認試験を受験しない場合も受講料に変更はありません）

申込方法：JART情報システムよりお申込みください。
　　　　　※会員・非会員に関わらず、利用登録が必要です。
　　　　　　詳細は JART情報システムをご確認ください。

問合せ先：さいたま赤十字病院　放射線科　岡田 智子
　　　　　TEL　048-852-1111    mail  s-okada@sart.jp

主催　公益社団法人日本診療放射線技師会
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平成 28 年 7 月 3 日（日）
さいたま赤十字病院　講堂
〒338-8553
埼玉県さいたま市中央区上落合 8-3-33

診療放射線技師基礎技術講習

乳房撮影講習会
北関東地域（埼玉県）

JART

公益社団法人日本診療放射線技師会

プログラム

　 時　間 分 科　　目 講　　師

1 8：30 〜 8：50 20 受付

2 8：50 〜 9：00 10 開講式・オリエンテーション

3 9：00 〜 10：00 60 乳がんの臨床
田中　宏
埼玉県病院局（小児医療センター駐在）

4 10：00 〜 10：15 15 休憩

5 10：15 〜 11：15 60 マンモグラフィの基礎と品質管理 土田　拓治
済生会川口総合病院6 11：15 〜 12：00 45 デジタルマンモグラフィ

7 12：00 〜 13：00 60 昼休憩

8 13：00 〜 13：45 45 撮影技術と臨床画像評価基準 新島　正美
埼玉協同病院9 13：45 〜 14：30 45 乳腺超音波

10 14：30 〜 14：45 15 休憩

11 14：45 〜 15：45 60 読影とカテゴリー分類 岡田　智子
さいたま赤十字病院12 15：45 〜 16：30 45 乳腺MRI

13 16：30 〜 16：45 15 休憩

14 16：45 〜 16：50 5 確認テスト説明・問題用紙配布

15 16：50 〜 17：20 30 確認テスト

16 17：20 〜 17：30 10 確認テスト解答回収など

17 17：30 〜 17：45 15 修了式（修了証書授与）

（敬称略）
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第 35 回 SAITAMA MRI Conference 特別講演会のご案内

謹啓
　時下ますますご清祥の段、誠にお慶び申し上げます。
　さて、下記の通り、SMC特別講演会を開催する運びとなりました。
　今回は『乳房 MRI』のテーマで翌日の仕事から生かせるような、フランクな情報交換の場にしたいと
考えておりますので、皆さま方には奮ってご参加くださいますよう、お願い申し上げます。
 謹白

記
　　日　時：平成 28 年 6 月 25 日（土）13：30 〜 16：45
　　場　所：TKP大宮駅西口カンファレンスルーム　ホール 5 A
　　参加費：1,000 円
 13：30 〜

《乳房MRI》〜検査に必要な基礎知識から臨床応用〜
 座長：埼玉医科大学　中央放射線部　平野　雅弥

【製品情報】
『MRI 用造影剤ガドビストについて －発売から約 1年を迎えて－』
 バイエル薬品株式会社　学術担当課長　島村　智幸

【乳房検査法】
『知っておくべき他モダリティUS』
 演者：埼玉協同病院 　放射線画像診断科　新島　正美

『知っておくべき他モダリティMMG』
 演者：さいたま赤十字病院　放射線科　岡田　智子

（10 分休憩）

 座長：さいたま市立病院　放射線科　藤田　功
『良好なMRMを得るための撮像テクニック』
 演者：済生会栗橋病院  放射線技術科   大谷真由美
 15：40 〜

　【特別講演】
　　『しっかり役立つ乳房MRI』

 演者：東京医科歯科大学医学部附属病院　放射線診断科　講師　
　　 久保田　一徳　先生　

共催／ SAITAMA MRI Conference
バイエル薬品株式会社

＊磁気共鳴専門技術者更新のための研究会（5単位）として認定されております。
　（当日、受付にて更新のための個人票に押印致しますので、ご提示ください）
＊日本救急撮影技師機構より 2ポイントとして認定されております。

SMC代表世話人　栗田　幸喜
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第 2 回 Smic
 （Saitama medical information conference）

拝啓
　このたび関係各位のご尽力により、医用画像情報を中心とした医療情報のセミナーを開催する運びとな
りました。皆さまが気軽に参加し、一緒に考えることができるような会を目指しております。
　ご参加、ご協力をお待ちしております。
 敬具

日時　平成 28 年 6 月 25 日　（土）　　14：30 〜　　受付 14：00 〜
場所　独立行政法人地域医療機能推進機構
　　　　埼玉メディカルセンター　　大会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会費　1000 円
14：30 〜

　これからの PACS　　将来を見据えて
　　　GEヘルスケア・ジャパン株式会社
　　　PSP 株式会社
　　　シーメンスヘルスケア株式会社
15：30 〜（予定）

　病院ネットワークの基礎知識
　　　アライドテレシス株式会社ビジネスエンジニアリング本部
　　　　東日本システムエンジニアリング部　北関東支社付 SE課長　　金子　智之
16：45 〜（予定）

　PACS のリプレイスは　本当に大変なのか？！
　　〜想定外を想定内に！　結果は…〜
　　　北里大学病院　放射線部　第Ⅲ診断係　　神宮司　公二

後援　（公社）埼玉県診療放射線技師会　医用画像情報専門技師会
医用画像情報専門技師・医療情報技師ポイント申請中

参加資格は問いません。興味のある方はどなたでもご参加いただけます。

代表世話人　矢崎　一郎
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第 47 回　埼玉 CT Technology Seminar 学術集会のご案内
メインテーマ『3D-CT テクノロジ－を活用しよう！』

日時：平成 28 年 8 月 7 日（日）　9：00 〜 17：30
場所：さいたま赤十字病院　5階　講堂　会費 1,000 円

 代表世話人　済生会川口総合病院　　富田　博信
 当番世話人　羽生総合病院　　　染野　智弘

 総合司会　さいたま市民医療センター　　今出　克利
開会挨拶（9：00 〜 9：05） 羽生総合病院　　染野　智弘
製品紹介（9：05 〜 9：20） 共催メーカー：エーザイ株式会社

 座長：JCHO埼玉メディカルセンター　　八木沢英樹
『実践 3D-CTの現状』 広島大学病院　　石風呂　実

休憩（10：10 〜 10：20）

『実演：3D-CT作成』 座長：さいたま市立病院　　双木　邦博
　　　　〜頭頸部サブトラクション（骨除去）、動静脈分離の実践〜
　　　　1．Ziostation2（ザイオソフト） さいたま赤十字病院　　宮城　正人
　　　　2．VINCENT（富士フィルムメディカル） さいたま市立病院　　野々浦成美
　　　　3．Aquarius iNtuition（TeraRecon） 済生会川口総合病院　　城處　洋輔

休憩（12：30 〜 12：40）

 　座長：埼玉石心会病院　　塩野谷　純
『FFRCTと最新 CT事情』 順天堂大学医学部附属順天堂医院　　木暮　陽介

休憩（13：20 〜 14：00）機器展示など

セッションⅠ　教育講演（9：20 〜 10：10）

セッションⅡ　教育講演（10：20 〜 12：30）

ランチョンセミナー（12：40 〜 13：20）
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 　座長：西狭山病院　　小澤　昌則
『3D-CT応用編：ワンランクアップする撮影技術と Image Processing』

　　　　1．肺動静脈分離 埼玉医科大学総合医療センター　　栗原　良樹
　　　　2．下肢 CTA　Wテストインジェクション 済生会川口総合病院　　富田　博信
　　　　3．Dual-Energy を用いた 3D-CT Colonography 済生会栗橋病院　　内海　将人

休憩（15：00 〜 15：10）

 　座長：羽生総合病院　　染野　智弘
『後日掲載予定』 東京大学医学部附属病院　　井野　賢司

休憩（16：10 〜 16：20）

 　座長：済生会川口総合病院　　富田　博信
『臨床で認められる 3D画像作成のための当院の試みと脳神経 3D』
 札幌医科大学附属病院　　平野　　透

閉会挨拶（17：20 〜 17：30） 次回当番世話人：さいたま市民医療センター　　今出　克利

 共催： 埼玉 CT Technology Seminar 
エーザイ株式会社　　　　　　

 後援：（公社）埼玉県診療放射線技師会
 埼玉 CT Technology Seminar  （htpp：//sctt.sakura.ne.jp/）

※会場にはできるだけ公共交通機関をご利用ください。
　ランチョンセミナーではお弁当をご用意しております。
　数に限りがありますのでご了承ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・日本X線 CT専門技師認定機構ポイント申請中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・肺がんCT検診認定機構ポイント申請中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・日本救急撮影認定機構ポイント申請中

セッションⅢ　教育講演（14：00 〜 15：00）

特別講演Ⅰ　（15：10 〜 16：10）

特別講演Ⅱ （16：20 〜 17：20）
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循環器 CT セミナー 2016 のご案内

拝啓
　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、心臓 CT 検査を中心とした撮影技術の向上を図ることを目的として【循環器 CT セミナー 2016】を開催
する運びになりました。本セミナーは、翌日の仕事から役立つようなフランクな情報交換の場にしたいと考えて
おりますので、皆様方には奮ってご参加下さいますようお願い申し上げます。
 敬具
　　日　時　　 ：　　2016 年 8 月 27 日（土）  10：30 〜 18：00
　　場　所　　 ：　　浦和コルソコミュニティプラザ 7Fホール
　　参加費　　：　　500 円（弁当なし）　1000 円（弁当あり）※弁当は限定 100 個です

10：30 X 線線量情報の一元管理システム〜Radimetrics 〜　　　日本メドラッド株式会社
開会の辞 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会第二支部理事　大西　圭一
【基礎講演】10：50 〜 11：30 座長：三井記念病院　　皆川　利浩

ランチョンセミナー 11：40 〜 12：20 座長：済生会川口総合病院　　豊田　奈規

セッションⅠ 12：30 〜 14：20 座長：神奈川県立がんセンター　　太田陽一郎

セッションⅡ 14：30 〜 15：00 座長：益子病院　　蒲田　淳一

　　　　　　15：10 〜 15：25

【技術講演】15：35 〜 16：35 座長： 上尾中央総合病院　　佐々木　 健

【特別講演】16：45 〜 17：45 座長：石心会川崎幸病院　　石田　和史
 江戸川病院　　　　　佐藤　英幸

閉会の辞 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会第二支部理事　大西　圭一
 共催：埼玉県診療放射線技師会第二支部 / バイエル薬品株式会社

『TECから考える造影CT検査の基礎』
 演者：さいたま赤十字病院　　寺澤　和晶 先生

『心臓CT最新技術報告』（各 10 分）
　　　フィリップスエレクトロ二クスジャパン 守屋　芽実
　　　シーメンス・ヘルスケア株式会社 松浦　孝俊
　　　東芝メディカルシ ステムズ株式会社 天野　清香
　　　GEヘルスケア・ジャパン株式会社 大川　博和

『冠動脈CT教えます！〜基本的な考え方から心電図・検査値まで〜 』 上尾中央総合病院　　舘林　正樹
『心臓CT撮影タイミング補正の基礎とTBT変法の臨床応用について』 深谷赤十字病院　　齋藤　幸夫
『冠動脈 Subtraction CTAの臨床経験』  高瀬クリニック　　高柳　知也

『大動脈弁閉鎖不全における心臓CTの造影法について』
 演者：順天堂大学医学部附属練馬病院　　堂領　和彦

『日本診療放射線技師会の現状と将来構想について』
 日本診療放射線技師会理事　富田　博信

『冠動脈CT検査と放射線被ばく　〜発がんリスクの推定、そして最適化に向けて〜』
 演者：金沢大学保健学系量子医療技術学講座准教授　　松原　孝祐 先生

『心臓CTのエビデンス』
 演者：慶應義塾大学医学部放射線科学教室主任教授　　陣崎　雅弘 先生
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「拡散をもう一度振り返る」

埼玉県済生会川口総合病院
丸　武史

〜今、振り返る基礎 Motion Probing Gradient： MPG 〜

1．拡散強調画像
1-1 はじめに
　拡散強調画像（Diffusion Weighted Image：
DWI）は、現在の MRI 検査において欠かせない
シーケンスとなっている。特に、超急性期または
急性期の脳梗塞診断に有用とされ、救急医療の場
において MRI が必要不可欠となる要因になった
シーケンスともいえる。また救急医療以外の臨床
においても、腫瘍の質的診断や悪性腫瘍の全身検
索などその使用は多岐に及んでいる。
　さらに最近の技術の進歩により、拡散テンソ
ル、DKI（diffusional kurtosis imaging）、QSI

（q-space imaging）と発展を遂げ、その応用はと
どまることを知らないシーケンスである。そのた
め、今一度拡散強調画像の基礎や原理を理解して
おくことは非常に重要である。

1-2 拡散 diffusion
　拡散強調画像は、文字通り「拡散 diffusion」を
強調した画像である。一般に拡散というと「濃度
の分布が非平衡な状態から平衡状態に自然に変
わっていく現象」を指す。ここで、拡散現象の例
を図 1に示す。水が入ったコップにインクを 1滴
たらすところを思い浮かべていただきたい。拡散
とは、垂らしたインクが徐々に水に攪拌され混

ざっていく様子である。しかし、拡散現象は全て
において同一ではない。早く水に溶けて混ざるも
のもあれば、徐々に混ざっていくもの、全く攪拌
されないものなど、拡散する速度はさまざまであ
る。実際、拡散強調画像はその「拡散する速度の
差」を画像化している。

1-3 人体組織の中の拡散現象
　MRI において観察される拡散現象は、主に水
分子の自己拡散（ブラウン運動）である。自己拡
散とは、水分子が動きやすいか動きにくいかとい
うことであり、「動きやすい」＝「拡散しやすい」、

「動きにくい」＝「拡散しにくい」となる。人体
組織において水分子の自己拡散は、粘稠度、細胞
内液、細胞外液のバランス、細胞密度によって差
が生じ、拡散強調画像で捉えることが可能である。

2．Motion Probing Gradient ： MPG
2-1 拡散強調画像のシーケンス
　一般的な拡散強調画像のシーケンスチャートを
図 2 に示す。ここで MPG は 180 度パルスをはさ
む 2 つの傾斜磁場（矢印）のことである。仮に
MPG がなければ T2 強調画像になってしまう。
よって拡散強調画像を得るために MPG は必須で
ある。

図 1．拡散現象の例 図 2．DWI ： SE-EPI のシーケンスチャート
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　一般に、傾斜磁場をかけると共鳴周波数や位相
が変化するが、通常は 3次元の位置情報を得るた
めに用いられている。一方、拡散強調画像では
MPGという 2 つの傾斜磁場によって水分子の拡
散運動を位相の変化として捉えて画像化している。

2-2 MPGが生態に及ぼす影響
　先述のようにMPGは2つの傾斜磁場であるが、
実際は「同じ強度で極性が反対の 2 つの傾斜磁
場」のことを指す。このような特性の傾斜磁場を
双極傾斜磁場という。
　この双極傾斜磁場を用いると、水分子の拡散す
る速度の差を位相差として捉えることができる。
①拡散しにくい水分子を動きにくい「静止核」
②拡散しやすい水分子を動きやすい「移動核」
とみなすと、図 3に示すように「静止核」は動か
ないので、最初の傾斜磁場によって進んだ位相は
2 つめの傾斜磁場（同じ強度で極性が反対）に
よって位相が元に戻る。一方「移動核」は、移動
しているがために最初の傾斜磁場と同じ影響を受
けず、位相が元に戻らない。このようにして「静
止核」と「移動核」とに位相差が生じる。この結
果、得られる合成磁気モーメントは「静止核」で
大きく（位相が元に戻っているため強い信号強度
を示す）、「移動核」で小さく（位相がバラバラな
ので信号強度が低い）なり、コントラストとして
強調される。

　実際の臨床画像を図 4に示した。画像は急性期
脳梗塞の臨床例である。図において、正常な脳組
織の水分子は自由に動けるので「移動核」とみな
すことができ、信号強度は低くなる。一方、脳梗
塞により細胞性浮腫が生じている水分子は動きが
制限されるので「静止核」とみなすことができ、
信号強度が高くなる。このようにして水分子の拡
散運動を画像化することが可能となる。
　ここまでMPGは、双極傾斜磁場のことであり、

「移動核」と「静止核」とに位相差を生じさせ、
水分子の拡散運動を画像化していることを簡単に
示した。次節からは、なぜこのような現象が起き
るのか、MPG の基礎や原理について記述してい
きたいと思う。

3．MPG の原理
3-1 傾斜磁場

　MPG は双極傾斜磁場のことであるが、まずは
傾斜磁場の基礎について記述する。図 5に示した
ように傾斜磁場とは文字通り「磁場の傾き」であ

図 3．MPGが生態に及ぼす影響

図 4．急性期脳梗塞の水分子

図 5．傾斜磁場
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る。図 5a のように座標（ここでは x座標）によっ
て磁場強度（T）に傾きを持たせている。よって
傾斜磁場が強いというのは「磁場の傾きが大きい」
ということである。実際のMRI では、図 5bのよ
うに横軸に時間（t）、縦軸に磁場の傾きで示され
る。これはどの程度の傾きを持った傾斜磁場が、
何秒間かかっているかということを示している。
パルスシーケンスでは図 5bのように表記される。

3-2 位相と共鳴周波数
　位相と共鳴周波数（角周波数）の関係について
図 6に示す。

　位相

る。図 5a のように座標（ここでは𝑥𝑥座標）によっ

て磁場強度(T)に傾きをもたせている。よって傾斜

磁場が強いというのは「磁場の傾きが大きい」と

いうことである。実際の MRI では図 5b のように

横軸に時間（t）、縦軸に磁場の傾きで示される。

これはどの程度の傾きをもった傾斜磁場が何秒間

かかっているかということを示している。パルス

シーケンスでは図 5b のように表記される。 
 
3-2 位相と共鳴周波数 
位相と共鳴周波数（角周波数）の関係について

図 6 に示す。 

図 6 位相と周波数 
 
位相𝜑𝜑と共鳴周波数𝜔𝜔には以下のような関係があ

る。 

𝜑𝜑 = ∫𝜔𝜔(𝑡𝑡)𝑑𝑑𝑡𝑡 

･･･式① 
つまり、位相𝜑𝜑と共鳴周波数𝜔𝜔の時間積分で示され

る。ここで共鳴周波数𝜔𝜔が一定の場合は 

𝜑𝜑 = 𝜔𝜔𝑡𝑡 ・・・式②

となり、位相𝜑𝜑は共鳴周波数𝜔𝜔と時間 t の積という

単純な式となる。これは「位相は時間 t に比例す

る」ことを示している。 
 
3-3 傾斜磁場による共鳴周波数と位相の変化 
3-3-1 ラーモアの式 
一般に傾斜磁場が印加されると共鳴周波数や位相

が変化するが、これを説明するにはラーモアの式

の理解が不可欠である。一般に、静磁場𝛽𝛽0にさら

された水素原子核はラーモアの式に従った周波数

で回転する。 

𝜔𝜔0 = 𝛾𝛾𝛽𝛽0 ・・・式③

γは磁気回転比と呼ばれる各核種に特有な定数で

ある。つまり原子核の周波数は磁場強度(T)に比例

するということである。 
3-3-2 傾斜磁場と共鳴周波数および位相の関係 
傾斜磁場を印加する（ここでは x 座標）とラー

モアの式によって共鳴周波数は以下のように変化

する。 

𝜔𝜔0 = 𝛾𝛾(𝛽𝛽0 + 𝐺𝐺𝑥𝑥) = 𝛾𝛾𝛽𝛽0 + 𝛾𝛾𝐺𝐺𝑥𝑥 ・・・式④

傾斜磁場𝐺𝐺の単位は(T/m)であるが、座標x(m)をか

けることにより𝐺𝐺𝑥𝑥(T)となり磁場強度の単位とな

る。式④より、傾斜磁場を印加すると共鳴周波数

は𝛾𝛾𝐺𝐺𝑥𝑥分だけ変化することがわかる。 
次に位相の変化について考える。先述のように

傾斜磁場を印加したときの共鳴周波数の変化分は 
𝜔𝜔 = 𝛾𝛾𝐺𝐺𝑥𝑥 ・・・式⑤ 

であった。さて、3-1 で記述したように傾斜磁場

はある一定時間(t)印加される。そのため、式⑤の

両辺に t を乗じると 
𝜔𝜔𝑡𝑡 = 𝛾𝛾𝐺𝐺𝑥𝑥𝑡𝑡 ・・・式⑥ 

となり式②の位相と共鳴周波数の関係より 
𝜑𝜑 = 𝜔𝜔𝑡𝑡 = 𝛾𝛾𝐺𝐺𝑥𝑥𝑡𝑡 ・・・式⑦ 

となる。よって傾斜磁場を印加したときの位相は

𝛾𝛾𝐺𝐺𝑥𝑥𝑡𝑡分だけ変化することがわかる。 
 
3-4 双極傾斜磁場 

傾斜磁場𝐺𝐺を印加すると共鳴周波数や位相が変

化することが前節により示されたが、ここで水素

原子核の傾斜磁場印加時の位相を考える。式⑦よ

り傾斜磁場が一定とすると、位相は時間(t)に比例

することがわかる。つまり「位相の変化量は傾斜

磁場の印加時間(𝛿𝛿)に単純比例する」ということで

ある。 
図 7 に示すように、任意の座標𝑥𝑥における位相

は印加時間に比例するので、時間𝛿𝛿後に最大にな

る。ここで、続いて同じ強さで極性が反対の傾斜

と共鳴周波数ωには以下のような関係が
ある。

…式①
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て磁場強度(T)に傾きをもたせている。よって傾斜

磁場が強いというのは「磁場の傾きが大きい」と

いうことである。実際の MRI では図 5b のように

横軸に時間（t）、縦軸に磁場の傾きで示される。

これはどの程度の傾きをもった傾斜磁場が何秒間

かかっているかということを示している。パルス

シーケンスでは図 5b のように表記される。 
 
3-2 位相と共鳴周波数 
位相と共鳴周波数（角周波数）の関係について

図 6 に示す。 
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位相𝜑𝜑と共鳴周波数𝜔𝜔には以下のような関係があ

る。 

𝜑𝜑 = ∫𝜔𝜔(𝑡𝑡)𝑑𝑑𝑡𝑡 

･･･式① 
つまり、位相𝜑𝜑と共鳴周波数𝜔𝜔の時間積分で示され

る。ここで共鳴周波数𝜔𝜔が一定の場合は 

𝜑𝜑 = 𝜔𝜔𝑡𝑡 ・・・式②

となり、位相𝜑𝜑は共鳴周波数𝜔𝜔と時間 t の積という

単純な式となる。これは「位相は時間 t に比例す

る」ことを示している。 
 
3-3 傾斜磁場による共鳴周波数と位相の変化 
3-3-1 ラーモアの式 
一般に傾斜磁場が印加されると共鳴周波数や位相

が変化するが、これを説明するにはラーモアの式

の理解が不可欠である。一般に、静磁場𝛽𝛽0にさら

された水素原子核はラーモアの式に従った周波数

で回転する。 

𝜔𝜔0 = 𝛾𝛾𝛽𝛽0 ・・・式③

γは磁気回転比と呼ばれる各核種に特有な定数で

ある。つまり原子核の周波数は磁場強度(T)に比例

するということである。 
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傾斜磁場を印加する（ここでは x 座標）とラー
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けることにより𝐺𝐺𝑥𝑥(T)となり磁場強度の単位とな

る。式④より、傾斜磁場を印加すると共鳴周波数
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少し、2δ後に最初の位相に戻ることになる。こ
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ある。
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のローブに間隔を設定することがある（図 9）。図

9 正負のローブに間隔があるときの位相 

図 7．双極傾斜磁場を印加したときの位相

図 9．正負のローブに間隔があるときの位相

図 8．移動核の位相
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　この場合にも静止核の位相は最初の状態に戻る
ことができるが、移動核の位相はさらに変化する
ことになる。図 9に示したように、傾斜磁場がか
かっていない間隔（ここでは ∆）にも、核は移動
して次の傾斜磁場がかかったときにより高い（も
しくは低い）磁場にさらされることになるからで
ある。傾斜磁場のかかっていないローブ間隔には
位相は変化ないが、次のローブから始まる位相減
少曲線の角度がより急になる。つまり「傾斜磁場
のかかっていない間隔も移動核の位相変化に寄与
している」ということである。
　このようにして、双極傾斜磁場を印加すること
により原子核の動きを位相差として捉えることが
できる。そしてこのような双極傾斜磁場を MPG

（Motion Probing Gradient）と呼んでいるわけで
ある。

4．拡散をもう一度振り返る
4-1 b 値について

　ここまで DWI の基礎として MPG の原理につ
いて記述してきたが、実際に原理や基礎を知るこ
とで拡散強調画像について理解できることがあ
る。その 1 つが b 値である。b 値とは拡散がどの
程度強調されているかを示す値であり、大きい値
になるほど拡散の強調された画像となる。b値は、
実際は図にもあるように以下の式で表される。

　Gは傾斜磁場強度、δはMPG 印加時間、∆は
MPG間隔である（図 10）が、これらは全てMPG
の因子である。つまり、b 値は MPG の性質その
ものであるといえる。例えばδ（MPG印加時間）
について考えてみると、式⑩に示したように移動
核と静止核の位相差は傾斜磁場の印加時間が長い
ほど大きいため、δが大きいほど拡散を強調した
画像になると予想することは容易である。また
∆は 3-5 で示したように、傾斜磁場のかかってい
ない間隔も移動核の位相変化に寄与しているた
め、拡散の強調程度に寄与していることが予想で
きる。このようにMPGを理解することで、拡散
強調画像についての理解をさらに深めることが可
能となる。

4-2 DWI からの応用・派生シーケンスについて
　拡散強調画像から派生したシーケンスも、
MPG の原理を知ることで理解しやすくなる。そ
の一つに low b imaging が挙げられる。
　Low b imaging は DWI の b 値を通常よりも低
く設定して、血液信号を抑制した（Black Blood）
脂肪抑制 T2 強調画像を取得するシーケンスであ
る。一般に頭部や対幹部において、b 値は 800 〜
1500 に設定されることが多いが、low b imaging
では 10 〜 50 程度の小さい b 値を設定する。つ
まり、MPG を少しだけ印加するということであ
る。DWI のシーケンスは MPG が設定されない
と T2 強調画像になってしまうが、MPG が少し
だけ印加されていることにより、より動く水分子

（移動核）のみに位相差を生じさせている。その
より動く水分子は、体内においては血流に当た
る。よって少しの MPG を印加することにより、
血流信号を抑制した T2 強調画像を取得すること
が可能となる。このシーケンスにおいても、
MPG の特性を知っていれば理解しやすいものと
なる。
　その他、MSDE（Motion Sensitized Driven 
Equilibrium）法や DSDE（Diffusion-sensitized 
Driven Equilibrium）法、PC（Phase Contrast）
法やMRE（MR Elastography）に至るまで、
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MPG について理解することで、シーケンスの理
解がより容易となる。これらのシーケンスについ
ての説明は本稿では割愛するが、MPG を理解し
た後に、ぜひ振り返っていただきたい。

5．さいごに
　何事においても、基礎は非常に重要である。こ
れまで MPG について詳細を記述してきたが、拡
散強調画像を理解するには必須の基礎である。そ
のため、MPG の原理についての正確な理解が重
要となる。今回まとめた内容に関して、理解しや
すいように一部の式や文言が正確ではない表現ま
たは簡略化されたものになってしまっているのを
ご容赦願いたい。詳細についてさらに興味のある
読者は、後述する参考文献を参照していただけれ
ば幸いである。
　本稿でまとめた内容が、これからの業務や理解
の一助になれば幸いである。

参考文献
1 ．拡散MRI
　　ブラウン運動，拡散テンソルから q空間へ
　　荒木力・著　秀潤社
2 ．MRI 応用自在　第 3版　監修：高原太郎
　　MEDICAL VIEW
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「医療被ばく低減施設認定までの軌跡」

埼玉県済生会栗橋病院
鈴木　孝

〜プロジェクト発足から認定まで〜

1．はじめに
　当院は、平成 28 年 3 月に全国 59 番目、埼玉 8
番目の「医療被ばく低減施設」として認定され
た。今回、当施設における医療被ばく低減施設認
定プロジェクト発足から認定までの主な取り組み
を紹介する。

2．医療被ばく低減施設認定プロジェクト発足
　平成 26 年 7 月
◦プロジェクト概要
　医療被ばく低減施設認定プロジェクト
◦目的
　医療被ばく低減について、われわれ診療放射線
技師が責任を持ち、医療被ばくの適正化を実施す
る。また検査に関する内容開示や説明を行うこ
と、相談を受けることは当然であり、それを実践
することにより質の高い医療を提供できることに
なる。
　（公社）日本診療放射線技師会では、医療被ば
く低減を実践している施設に対し認定を与えてい
る。医療被ばく低減施設認定の審査を受審し、医
療被ばく低減施設認定を取得する。
◦プロジェクト最終目標
　平成 27 年 3 月 31 日までに医療被ばく低減施設
認定審査を申し込む。申し込みから訪問審査完了
までに必要な期間は 6ヵ月程度である。
◦プロジェクトの主要スコープ
　被ばく線量および散乱線分布の測定を行い、職
員への啓蒙を行う。機器管理を行うこと。科内ス
タッフの院内外の活動記録（特に市民活動や放射
線関連発表の抄録）
◦スケジュール
　平成 26 年 7 月　プロジェクト発足
　平成 26 年 12 月　被ばく線量測定および散乱線

測定終了
　平成 27 年 3 月　医療被ばく低減施設認定の審
査申し込み
◦プロジェクト組織図
1． マネージャー（管理者）：放射線技術科科長 

プロジェクト全体の進捗管理・意志決定
2． リーダー（先導者）：主任（放射線管理士・放

射線機器管理士） 
結論を導く。各プロセスの実行を指揮する

3． ファシリテータ（促進者）：放射線技術科副科
長 
議論を促進。メンバーの主体性を引き出し、
意見調整する

4． メンバー 
被ばく線量測定および散乱線測定：4人 
組織臓器線量測定：3人 
職員への啓蒙活動、教育訓練および記録：3人 
書類準備：2人 
マニュアル整備：3人

3．施設見学
　平成 26 年 10 月：4ヵ月後
　施設見学は、医療被ばく低減施設認定を取得し
ていた済生会川口総合病院の富田科長にお願いし
た。認定取得までの流れや線量測定、マニュアル
整備、訪問審査時のアドバイスをいただいた。

4．被ばく線量測定および散乱線測定
◦一般撮影における線量測定
　医療被ばく低減施設における入射表面線量は
NDD法やPCXMCなどにより算出可能であるが、
それらの数値との整合性を図るため実測による測
定も加えた。
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　一般撮影の医療被ばくガイドライン（低減目標
値）は入射表面線量で表記されているため、ガイ
ドラインに提示されている部位の体厚に準じたア
クリルファントム厚を設置。臨床の標準撮影条件
を用い、ファントム表面に後方散乱線を加味した
入射表面線量を電離箱線量で測定した。当施設は
小児撮影も行っているが、年齢別の撮影条件が整
備されておらず、今回の測定を機に、ガイドライ
ンに沿った年齢別の小児撮影条件（表 1）を作成
し、視覚評価を加えながら撮影条件を決定した。

◦上部・下部消化管検査における線量測定
　上部および下部消化管X線検査における低減目
標値は、1検査における透視および撮影の総入射
表面線量で示されている。標準体厚のファントム
の入射面に線量計を設置し後方散乱線を含めた透
視線量率、1回の撮影線量を測定。1検査の平均
透視時間、撮影ショット数を乗じて総入射表面線
量とし算出した。また上部・下部消化管検査にお
けるガイドラインは直接撮影、間接撮影、CR 撮
影、DR 撮影ごとに異なるため、自施設の装置に
合わせた線量低減目標値を確認していただきたい。

◦血管撮影における線量測定
　血管撮影は多方向からの照射が用いられるが、
測定は複雑かつ困難となる。医療被ばくガイドラ
インにおける基準線量は、平均的な成人に対する
単位時間当たりの患者入射面における吸収線量を
施設の基準線量と定義している。当施設での幾何

学的配置（図 1）は、IVR基準点（Interventional 
Reference Point）に線量計を設置し、JIS 規格に
準じ 20cmのアクリルファントムを寝台に設置し
SIDは 100cmとした。臨床で使用する透視パル
ス・撮影条件で基準透視線量率・撮影線量を測定
し、消化管検査と同様、1検査当たりの平均線量
として算出した。

◦散乱線における空間線量測定
　放射線業務従事者における被ばくを把握するた
めに、ポータブル・外科用イメージ・透視検査・
血管撮影における空間線量（図 2）を測定した。
　ポータブルは半径 1m、2m の円周上を基準に
各 8 ポイント測定。その他検査については 50cm
ごとの測定ポイントを高さ 100cm・150cm で測
定。その数値を基に室内散乱線量分布図を作成、
従事者の啓蒙にも活用した。

表 1．小児撮影条件

図 2．室内散乱線量分布図

図 1．IVR基準点による幾何学的配置図
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◦ CT検査における被ばく線量評価
　線量評価には、CT 装置コンソール上に表示さ
れ る CTDIvol（mGy） と DLP（mGy・cm） の
推測値を使用した。検査部位別の線量は、診断参
考レベル（DRLs2015）で示されている成人・小
児CTの数値を目標値とした。
　評価方法には被ばく線量シミュレーションツール
である ImPACT CT patient dosimetry calculator

（以下、ImPACT）を使用し、検査部位別の実効線
量（mSv）と臓器別吸収線量（mGy）を推測した

（図 3）。シミュレーションを行うに当たり、使用装
置を選択するデータセットが必要になるため事前
の購入が必要である。

　ImPACT の使用方法は、Scan Calculation の
Scanner Model と Acquisition Parameters に 装
置やパラメータの設定を行い、organ weighted 
scheme を ICRP publication103 にすることで被
ばく線量を推測した。ただし、データセットは近
年更新されておらず当院の使用装置は含まれてい
ないため、ImPACT に表示されている CTDIvol
をコンソール上の推側値に合わせシミュレーショ
ンを行った（図 4）。
　日常における被ばく線量データの管理は、撮影
後に自動作成される患者の Dose report を PACS
により保存している。また保存した線量データを

ImPACT でシミュレーションすることで被ばく
線量の質問に対する回答をしている。

5．組織臓器線量測定
　医療被ばく低減施設認定においては、検査ごと
の臓器別線量は必須である。PCXMC を用いて算
出したものは、一般撮影、透視撮影、血管撮影で
ある（図 5）。
　一般撮影では、各部位ごとに 1部位ルーチン撮
影の各撮影方向に対し計算し合算した（小児に関
しては年齢別）。透視検査を伴う血管撮影などは
透視・撮影を含めた値にて算出した。これらはか
なりの算定量で、多くの時間を費やし修正を幾度
となく行い、実測班との値の照合は重労働だっ
た。またアンダーチューブのアンギュレーション
の入力も慣れが必要だった。今回のPCXMCデー
タを基に被ばく相談などに対応している。

図 5．PCXMCデータ

図 4．ImPACTによるシミュレーション

図 3．検査部位別の実効線量と臓器別吸収線量
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6．職員への啓蒙活動、教育訓練および記録
　啓蒙活動として年に 2回、全職員を対象にした
医療被ばく勉強会を開催した。勉強会では出欠を
取り受講者にはアンケートを実施し、必要な知
識・技術が習得できたかどうかを検証した。なお
出席できなかった職員には、院内イントラネット
を利用し勉強会のスライドを閲覧できるようにし
た。
　また当院では「健康すくえあ」と称した病院祭
りを年 1 回開催している。放射線科ブースでは、
毎年被ばく相談を実施している。

7．マニュアル整備
◦検査マニュアル
　検査室ごとに装置の操作方法や患者間違い、部
位間違いなどの防止対策を規定した検査マニュア
ルを作成した。また定期点検および始業終業点検
マニュアル、被ばく線量、臓器線量、検査ごとの
ガイドラインとの比較、感染対策マニュアルなど
を一冊にまとめた。性腺防護マニュアルは一般撮
影室マニュアルに綴じた。

◦被ばく相談マニュアル
　データ一覧でなく、どのように説明するか明示
したものとした。被ばく相談フローチャート、被
ばく相談心得、被ばくレベル 1・2・3の説明をま
とめた。

◦小児撮影条件設定マニュアル
　一般撮影における撮影条件を撮影部位、年齢別
に一覧表にした。

◦ポケットマニュアル
　大きさは白衣の胸ポケットに入るサイズにした 

（図 6）。
　内容は医療被ばくガイドライン 2006 および
DRL との比較、放射線について、確定的影響・
確率的影響、しきい線量、医療被ばく Q&A など
を記載した （図 7）。

◦レントゲン手帳
　レントゲン手帳による運用は、周辺施設のご理
解を得る必要があると考え、現在運用していない。
患者さんの線量は記録を残し、要望があれば提示
は可能である。質問や相談を受けたときに具体的
な数字を用いて説明できることが重要と考えた。

◦プロテクター管理台帳
　プロテクターは外観を写
真に撮り全てに番号を振り
管理している（図 8）。劣
化による破損を確認するた
めに CT 装置でスカウト画
像を撮影し、破損の有無を
確認している。

図 6．ポケットマニュアル①

図 7．ポケットマニュアル②

図 8．プロテクター
管理台帳
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8．プロジェクトスケジュール延長
　平成 27 年 3 月：9ヵ月後
　プロジェクト最終目標日の平成 27 年 3 月 31 日
を迎えていたが、線量測定、組織臓器線量測定、
マニュアルの整備の遅れがあり、このタイミング
で受審するのは無理であると判断し、プロジェク
トは延長することにした。当初の見通しが甘かっ
たことに気付かされた。

9．認定審査申し込み
　平成 27 年 7 月：1年 1ヵ月後
　新年度になり測定やマニュアル作成が少しずつ
進み何とか形になってきた。またプロジェクト会
議を月一回開き、進捗状況を共有した。平成 27
年 7 月のプロジェクト会議にて一通りの準備はで
きたと判断し、7 月 14 日に認定審査の申し込み、
7月 17 日審査書類が届いた。

10．書面審査
　平成 27 年 8 月：1年 2ヵ月後
　必要事項を記入し 8月 14 日に返送した。
◦現状調査票
　当院で検査が行えるモダリティーの種類の記入
と医療被ばくに関する研究報告・論文の資料を添
付した。
◦自己評価調査票
　プロジェクトメンバー全員でモダリティーごと
に ABC の 3 段階で評価し、C 評価に該当する項
目は改善し、全ての項目がAB評価になるまで検
討を行った。領域ごとに自由回答欄が設けてあり
努力している点、苦労している点、特徴的な点を
記入した。

11．書面審査合格
　平成 27 年 8 月：1年 2ヵ月後
　現状調査票および自己評価調査票提出後、約 2
週間後の 8 月 31 日付けで書面審査「合格」の通
知が届いた。
　訪問審査日については、平成 27 年 11 月から平
成 28 年 1 月の間で、都合のよい日を選ぶとのこ

とだった。9 月 8 日に訪問審査の希望日を FAX
にて返送した。

12．訪問審査日決定
　平成 27 年 11 月：1年 5ヵ月後
　FAX を送ってから約 1 ヵ月半後の 10 月 26 日
付けで、訪問審査日決定の通知が届いた。訪問審
査日時は、11 月 27 日 13 時 30 分から 17 時 00 分
だった。書類内容は、必要書類一覧、訪問サーベ
イヤー氏名、審査スケジュール、訪問審査料

（¥30,000）の振り込み先だった。

13．訪問審査必要書類一覧
1 ． 平成 26 年度分の照射録または放射線検査依

頼書
2． 過去 3年分の病院職員・地域住民を対象とす

る医療被ばくに関する講習会などの回報およ
び結果についての資料

3． 検査における放射線被ばく線量一覧
4． 放射線被ばくの説明マニュアルおよび質問に

対する回答手順マニュアル
5． 放射線検査に関する検査手順マニュアル
6． モダリティー別臓器線量一覧（2部）
7． 放射線管理士・放射線機器管理士の認定証

（認定カード）のコピー
8． 過去 3年間における医療被ばく低減に関する

学会報告の抄録、論文のコピー
9． 医療事故防止対策を規定した医療安全マニュ

アル（撮影マニュアルでも可）
10． 小児・乳幼児の撮影条件決定方法に関する資

料
11． 過去 1 年間の X 線装置および周辺機器の保

守管理台帳、定期点検結果表、修理報告書
12． 病院内における放射線安全対策委員会等の運

営記録および議事録
13． 過去 3 年分の放射線立入り検査（医療監視）

の結果
14． 過去 3年分の作業環境、漏えい線量等測定結

果
15． 放射線作業従事者としての登録状況（一覧　
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氏名・性別・職種・所属部署）
16． 放射線作業従事者の個人線量測定記録
17． 放射線作業従事者以外に一時的に立ち入る者

の個人線量測定記録
18． 個人線量測定において実効線量が多い従事者

一覧（10 人程度）
19． 一時的管理区域の設定記録（一時的な管理区

域を設定している運用の場合に限る）
20． 一時的管理区域の設定標識（一時的な管理区

域を設定している運用の場合に限る）
21． 一時的管理区域に立ち入る者の個人線量測定

記録（一時的な管理区域を設定している運用
の場合に限る）

22． 放射線管理区域を朱書きした平面図ならびに
施設の境界を示した平面図

23． プロテクター管理の記録
24． 医療被ばく相談の記録
25． 照射録
26． 始業・終業点検記録

14．訪問審査シミュレーション
　訪問審査日 1週間前の 11 月 20 日に放射線科内
でシミュレーションを行った。必要書類の最終確
認と説明などの練習をした。

15．訪問審査
　平成 27 年 11 月：1年 5ヵ月後
　11 月 27 日 13 時 30 分に訪問審査のために、
サーベイヤー 3 人、サーベイヤー補 1 人の合計 4
人来院した。
　訪問審査は、管理棟会議室で行われた。出席者
は院長、事務部長、事務副部長、放射線技術科科
長、説明係として被ばく測定班 2人、臓器線量班
1人、資料説明 1人だった。
　初めに院長のあいさつがあり、サーベイヤーの
紹介、医療被ばく低減施設認定事業の説明が行わ
れた。その後、院長らが退室し審査が開始された。
　審査は、必要書類すべてを細かくチェックして
いた。被ばく線量、臓器線量、依頼伝票、照射
録、始業終業点検表、修理報告書、各種マニュア

ル、漏えい線量表、個人線量測定記録、放射線管
理士・放射線機器管理士の関わり方などの質疑応
答だった。会議室での質疑が終わると放射線科に
行き、現場でのマニュアルの活用やプロテクター
の確認などを行った。
　15 時 30 分ごろ、われわれは退室し、サーベイ
ヤーによる審議が始まった。
　16 時 00 分から講評が行われた。

16．講評
　院長らの出席の下サーベイヤーの講評が始まっ
た。
◦賞賛事項
① 再撮影について詳細に集計、解析しており、解

析結果をもとに得られた改善点を勉強会にて周
知することで再撮影防止に努めている。

② 一般撮影の防護基準が明確で、特に股関節正面
撮影の性腺防護に関しては詳細にまとめられて
いる。スタッフの意識統一だけでなく経験の差
を埋めるための工夫が記載されていた。

③ 本会認定資格である放射線管理士・放射線機器
管理士の認定を積極的に育成し、その他の関連
する臨床的な認定資格取得に努めている。

④ 施設職員に対する医療被ばく低減に関する講習
会の開催や「健康すくえあ」での放射線被ばく
相談などが適切に実施されている。

◦アドバイス・改善点
① マニュアルを更新しているところは良いが、更

新者・確認者・何を更新したか詳細がなかっ
た。

② 手術室の一時的管理区域立ち入りを設定し運用
を行った場合には、放射線管理区域の設定に関
する記録が必要になるが、記録に不備があっ
た。また個人被ばく線量に関しても、その都度
完結するのではなく、個人線量の集計管理が望
ましい。

③ 消化管検査の撮影条件と算定された臓器線量の
整合性がとれていない。

④ 一般撮影の照射録の記入もれがあった。
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⑤ 修理報告書、定期点検報告書、放射線機器管理
台帳に放射線機器管理士の確認印がない。

⑥ 放射線診療従事者の被ばく管理は、現在 1個の
ガラスバッジで線量管理しているが、プロテク
ターの外になる頭頸部の線量を測定する必要が
あり、合計 2個の個人線量計を装着することが
望ましい。

　審査結果については、来年 2月の日本診療放射
線技師会理事会で承認を得てからとなる。

17．審査結果
　平成 28 年 3 月：1年 8ヵ月後
　書面審査訪問審査の結果、平成 28 年 3 月 1 日
をもって「医療被ばく低減施設　第 59 号」とし
て、認定することが平成 28 年 2 月 20 日開催の理
事会において承認された。また通知とともに、審
査結果報告書では、訪問審査時の講評について詳
細な説明書があった。
　また「医療被ばく低減施設認定証」および「認
定プレート」は、医療被ばく低減認定施設登録料

（￥20,000）を振り込み確認後送付されるとのこ
とだった。

18．おわりに
　医療被ばく低減施設認定までに 1年 8ヵ月の時
間を要してしまった。プロジェクト発足して間も
なく 3TMRI 導入と血管撮影室増室と重なり、日
常業務に追われ、線量測定やマニュアルの整備に
取り掛ることが難しい時期だった。プロジェクト
終了目標日時点では、職員への啓蒙活動だけが順
調で、被ばく線量測定、散乱線測定、臓器線量測
定やマニュアルの整備は中途半端な状態だった。
年度が新しくなり私自身の身を引き締め、あらた
めてメンバーに活動依頼するとともに、それぞれ
の進捗状況を把握するようにした。すると少しず
つではあったがプロジェクトが進み、認定審査申
し込みまでたどり着いた。そこからの書面審査、
訪問審査はあっという間だった。
　プロジェクト開始当初は放射線管理士 1人、放
射線機器管理士 2人だったが、認定時は放射線管
理士が 1 人増え、被ばく相談員も 2 人取得した。
被ばく相談も数件ではあるが、被ばくデータを基
に、相談者の声を傾聴し相談を受けている。
　今回、医療被ばく低減施設認定に取り組んだこ
とでさまざまな知識が身に付き、受審してよかっ
たと感じた。今後は次世代にバトンを渡し医療被
ばく低減施設を継続してもらいたいと思う。
　今回の医療被ばく低減施設認定に当たり、ご指
導いただきました済生会川口総合病院の富田科
長、土田さま、志藤さまにお礼を申し上げます。
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「MR 信号の成り立ち」

GEヘルスケア・ジャパン株式会社
MR営業推進部　平田　直樹

はじめに
　1980 年代に MR が最初の臨床への適用が行わ
れて以来、MR に関する技術は飛躍的な進歩を遂
げた。今回、MR を理解する上での基礎について
3 回に分けて解説させていただく。第 1 回は、
MR信号の成り立ちについて解説する。

磁場の中のスピン
　原子核はある軸を中心に回転運動を行ってい
る。原子核は電荷を持っているので、この回転運
動はスピンの軸と同じ方向の磁気モーメントを発
生させる。磁気モーメントとは、N 極と S 極を
持った 1本の棒磁石と考えてよい。この磁気モー
メントの強さは原子核の種類によって決まる固有
の性質だが、1H（プロトン）原子核は最も高い磁
気モーメントを持っており、また高い構成比を持っ
ていることから、MRイメージングの対象核種と
して最良の適格性を備えている。プロトン以外に
臨床応用されている核種としてはリン（31P）があ
るが、その構成比はプロトンの約 6%程度である。

磁気回転比
　外部から加えられる磁界が存在していない場合
は、それぞれの磁気モーメントは特定の方向性を
持たない。しかし、外部からの磁界（B0）が作用
すると、これらの磁気モーメントはこの B0 の方
向に向きをそろえる方向を示す。棒磁石が見せる
挙動と同じである。ただし、個々のスピンは B0

に対して正確に同じ方向を向いているわけではな
く、B0 に対してある角度を保持している（図 1）。
磁気モーメントを持つスピンは、B0 中において
この方向を軸とした歳差運動を起こさせるモーメ
ントを生ずる。これは回転している「こま」に例
えることができる。こまが重力に方向を軸として
歳差運動を行うのと同じである。

　次に、個々のスピンがどのくらいの速度で歳差
運動を行っているか考えてみる。この歳差運動
は、ラーモアの式と呼ばれるシンプルな関係に
よって与えられている。

　F ＝ γB0

　F は歳差運動の周波数、B0 は外部磁場の強さ、
γは対象となる原子核のタイプにより決定する磁
気モーメントの強さに関する定数である。この定
数は磁気回転比と呼ばれている。
　水素原子核（プロトン）の磁気回転比は次の値
になる。

　γH ＝ 4257Hz / Gauss

1.5T（＝ 15,000Gauss）とすると、
　4257Hz / Gauss x 15,000 Gauss
＝ 63,855,000 Hz
＝ 63.855MHz

3T の場合には同様に計算して歳差運動のラーモ
ア周波数は 127.71MHz となる。非常に高速で歳
差運動していることが分かる。

図 1．磁気モーメントと歳差運動
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RF パルスとフリップ角
　信号を検出するためには、共鳴（resonance）
の条件が成立する必要がある。「共鳴」という用
語には、エネルギーの相互の吸収と放出の意味が
含まれている。エネルギーの吸収は RF パルスの
送信によって起こされ、エネルギーの放出は緩和
過程（後述）を通して伝播される。外部磁場（B0）
が加わっている状態において、スピンの集団に
ラーモア周波数の RF パルスを照射すると、図 2
におけるXY平面において回転を始める。

　このようにして、正味磁化は縦（Z方向）から
直行面（XY 平面）に向かって、さらに－Z 方向
へと回転する。この角度はフリップ角と呼ばれ、
RF パルスの持続時間と振幅に比例する。ちょう
ど正味磁化がXY平面まで倒れるだけの持続時間、
振りを備えたRFパルスをが 90°パルスである。

緩和：平行状態への復帰
　RF パルスを切ると正味磁化は元の状態に戻ろ
うとするが、この緩和過程には T2* 緩和、T2 緩
和、T1 緩和が存在する。まずは T2* と T2 緩和
について説明する。
　磁化の個々の成分は、わずかではあるが異なる
速度で回転している。これが XY 平面における

「dephasing」として知られている現象である。
MR 信号として記録される信号は横方向の信号の
総和であるため、もし dephasing が十分に行わ
れれば信号はなくなる。この dephasing の主な
原因の一つは、外部磁場（B0）の不均一である。
異なる位置にあるスピンは正確に同一の B0 を受
けているわけではなく、従って感じている磁場の

違いによって異なる歳差運動を行っている。この
ように B0 の不均一は dephasing の要因の一つで
はあるが、仮に B0 が完全に均一であったとして
も dephasing は起こる。原子核やそれを取り巻
く電子は、それぞれ異なるスピンおよび磁気モー
メントを持っているため、共鳴に関わる個々のス
ピンの置かれている磁場環境は、他のスピンと正
確に同じ位置にはなり得ないからである。よって
それぞれのスピンが相互に作用し合うことで、
ゆっくりとした dephasing が起こる。これを T2
緩和、またはスピン－スピン緩和と呼ぶ（図 3参
照）。このスピン－スピン緩和と B0 不均一が一緒
になって観測される現象をT2* 緩和である。
　ここまでXY平面（直交平面）における緩和に
ついて述べてきたが、これとは別に、縦磁化がそ
の平衡状態に回復する過程が存在する。仮に 90°
パルスをかけたとすると、正味磁化はは直交平面
に倒れている。従って、縦磁化の総量は 0 であ
る。RF パルス印可後における縦磁化の値の時間
的変化は、0 から平衡状態まで上昇することが分
かっている。平衡状態の値は対象物のスピンの数
や温度、磁場強度によって異なる。この現象が生
じる過程は T1 緩和、またはスピン－格子緩和と
呼ばれている（図 3参照）。

　T1 緩和と T2 緩和は別々に起こるものではな
く、同時に起こるため、実際にはどちらかのコン
トラストをつけるタイミングで撮像が行われる

（図 4）。

図 2．励起と緩和

図 3．T2 緩和とT1緩和
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スライス選択
　MRI において、必要な部分のみの画像を得る
ためには、信号収集領域を限定する必要がある。
このためには所定のスライス中の組織のみを選択
的に励起（縦磁化を横磁化にする）すればよい。
これは、選んだスライス面に垂直な軸方向に傾斜
磁場を与え、この方向に直線的な共鳴周波数の変
化を起こすことで達せられる。狭い周波数レンジ
で構成されている RF パルスは、この周波数に相
当する共鳴周波数を持つスピンのみを励起する。
RF パルス送信後、スライス選択傾斜磁場も 0 に
戻し、選んだスライスから発せられる信号を検出
する。より薄いスライスを得たい場合には 2通り
の方法がある。1 つは RF パルスのバンド幅を狭
くする（図 5）か、または傾斜磁場の勾配を増す
ことによってより薄いスライスを選択することが
できる。

周波数エンコードと位相エンコード
　次の問題は、励起スライスに対してイメージの
情報を付加することである。2 次元である面から

面内の位置情報を得るために位相エンコード、周
波数エンコードの 2つの手続きが必要となる。
　位相エンコードでは振幅の異なる傾斜磁場が複
数回（例えば 128 回など）繰り返され、それぞれ
のデータが個別に保存される。位相エンコード傾
斜磁場を経たデータは、それぞれ位相が異なった
状態で保存されている。

　これに対し、周波数エンコードでは、位相エン
コードとは別の方向、位相エンコードが平面のY
方向であれば X 方向に加えられる。周波数エン
コードが加えられるタイミングは MR データの
読み出しのタイミングである。これにより読み出
し時の歳差運動に差が生じ、プロトンの位置情報
として利用することができる。なお、先に行った
位相エンコードによる位相の違いはそのまま保持
されているため、平面上の X 方向、Y 方向の位
置情報として利用することができるのである。

　以上、MR 信号の成り立ちについて述べた。次
回はスピンエコー法について解説する。

図 5．傾斜磁場勾配調整によるスライス選択

図 4．RF送信バンド幅調整によるスライス選択

図 6．位相エンコード

図 7．周波数エンコード
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「富士フイルム RI ファーマ株式会社の造影剤」

富士フイルムRI ファーマ株式会社
造影剤グループ　流　俊介

〜 IC タグ（RFID）による安全管理への貢献を目指して〜

　当社は、1968 年の創業以来、診断用放射性医
薬品および治療用放射性医薬品を継続的に研究・
開発・製造・販売を通して核医学診療の発展に寄
与してまいりました。2015 年 9 月には、放射性
医薬品 /神経内分泌腫瘍診断薬であるオクトレオ
スキャン® 静注用セットの製造販売承認を取得
し、同年 11 月の薬価基準収載を経て 2016 年 1 月
より販売開始しております。また心臓疾患診断補
助剤であるアデノシン負荷用静注 60mg シリンジ

「FRI」について、2015 年 8 月に製造販売承認を
取得、同年 12 月の薬価基準収載、発売開始致し
ました。
　造影剤については、2010 年 4 月にバイエル薬
品株式会社より、SPIO 製剤である MRI 用肝臓
造影剤「リゾビスト® 注」を承継、販売開始致し
ました。
　翌 2011 年 1 月には、非イオン性尿路・血管造
影剤造影剤として本邦初となるオーソライズド・
ジェネリック（AG）：イオプロミド注「FRI」の
販売を開始し、本年 2016 年 1 月には発売 5 周年
を迎えております。
　今後も機能診断と形態診断に有用な医療用医薬
品を併せ持つ総合画像診断薬企業として、幅広く
画像診断領域に貢献してまいります。

1． 本邦初のオーソライズド・ジェネリック 
イオプロミド注「FRI」

特徴（特性）
（1） Ultravist® と原薬・添加物・製造方法が同

一のオーソライズド・ジェネリック（AG）
（2）良好な摺動性を示すシリンジ製剤
（3） 根本杏林堂社 CT用自動注入器に適合し、IC

タグ（RFID）を装着（シリンジ製剤）
（4） 本剤は、使用成績調査等の副作用頻度が明確

となる調査を実施していない
　　（参考：海外データ）
・ Palkowitsch Petal.：Acta Radiologica 2012；53：179-186

・ Kopp AF et al.：Acta Radiologica 2008；49：902-911

　後発品は通常、先発品の物質特許消滅後に承認
されれば製造販売可能となります。ただし、先発
医薬品が「再審査」期間中にある場合は、後発医
薬品の承認申請は実質的にはできません。しかし
ながら、医療用医薬品も他の工業製品と同様に複
数の特許権により保護されており、先発医薬品と
同一品質の後発医薬品は限られています。
　（後発医薬品の効果や安全性については、厚生
労働省がその品質について厳格な評価をした上で
承認されております。）
　これに対し、オーソライズド・ジェネリック

（AG）は、先発品メーカーが「物質特許」「製法
特許」「用途特許」などの一連の特許についてそ
の使用を許諾しているため、先発品と同一品質の
製品を提供することが可能となっています。
　またイオプロミド注「FRI」は、直接の容器に
ついても先発品と同一のものを使用しています。
　特にシリンジ製剤については、根本杏林堂社製
CT 用自動注入器との適合を取得しており、医療
機器とのマッチングという側面からも、より安
全・確実な造影検査実施の一助となっていると考
えています。
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【根本杏林堂社製CT用自動注入器接合部】

2．IC タグ（RFID）の装着実現
　2015 年 6月にはイオプロミド注シリンジ「FRI」
への ICタグ（RFID）の装着が実現いたしました。
（RFID： Radio Frequency Identification）
　この中には ICチップと小型のアンテナが埋め込
まれており、そこに記録された情報を電波無線通
信により、非接触で読み取る技術です。身近なと
ころでは、交通系 ICカードシステムや商品物流管
理システムなど、多くの場面で活用されておりま
す。
　造影 CT 検査現場では、根本杏林堂社製 CT 用
自動注入器に、IC タグ付きシリンジ製剤をセッ
ティングすると、造影剤名、1 本当たりのヨード
量、1mL 当たりのヨード量、容量、ロット番号、
使用期限、耐圧が表示されます。また使用済みお
よび使用期限切れアラート表示機能も備わってお
り、多忙な造影 CT 検査現場での製剤取り違いリ
スクなどの低減に寄与することが期待されており
ます。さらに必要に応じてⅠ C タグの固有 ID 番
号（UID）を読み取ることも可能となっておりま
す。
　また CE-Evidence System（根本杏林堂社製）
を導入することで、造影 CT 検査前の患者情報の
確認、造影 CT 検査後の造影剤注入情報を RIS
に反映することで診療情報の充実につなげること
が可能となります。

【根本杏林堂社製CT用自動注入器への取り付け】

　CE-Evidence System 導入のメリットとして
は、次のようなことが考えられています。
①  RIS から患者情報を取得し、以下の造影情報

をRIS に送信
　・注入条件
　・造影剤情報
　・注入結果情報　など
② 造影 CT 検査情報を院内ネットワーク上で閲

覧・管理可能
③ ICタグ情報の自動取得により手入力が可能
④造影CT検査の証拠としてデータ保存が可能
⑤過去の造影条件や副作用情報が参照可能
　（オプション）
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【イオプロミド注シリンジ「FRI」外観】

3．本剤の使用に際しての重要な基本的事項
　本剤の適正使用に関しては「添付文書」をご参
照ください。本稿では「重要な基本的注意とその
理由及び処置方法」について、本剤添付文書の記
載内容に準じて以下に記載致しますので、臨床の
場においてご留意くさい。
1） ショック等の発現に備え、十分な問診をお願
いします。
2）投与量と投与方法の如何にかかわらず過敏反
応を示すことがあります。本剤によるショック等
の重篤な副作用は、ヨード過敏反応によるものと
は限らず、それを確実に予知できる方法はないの
で、投与に際しては必ず救急処置の準備をお願い
します。
3）投与にあたっては、開始時より患者の状態を
観察しながら、過敏反応の発現に注意し、慎重に
投与をお願いします。また、異常が認められた場
合には、直ちに投与を中止し、適切な処置をお願
いします。
4）重篤な遅発性副作用（ショックを含む）等が
あらわれることがあるので、投与中及び投与後
も、患者の状態を十分に観察願います。

【自動的に反映される製剤情報画面の一例】

5）外来患者に使用する場合には、本剤投与開始
より 1時間〜数日後にも遅発性副作用の発現の可
能性があることを患者に説明した上で、発疹、蕁
麻疹、そう痒感、丘疹、悪心、嘔気、嘔吐、頭
痛、発熱などの副作用と思われる症状が発現した
場合には、速やかに主治医に連絡するように指示
するなど適切な対応をお願いします。
6）ヨード造影剤の投与により腎機能の低下があ
らわれるおそれがあるので、適切な水分補給をお
願いします。特に急性膵炎の患者においては、本
剤投与前後にはガイドライン等を参考にして十分
な輸液をお願いします。
7）併用注意薬としてビグアナイド系糖尿病薬

（メトホルミン塩酸塩、ブホルミン塩酸塩等）が
報告されています。特に腎機能が低下している患
者さんに対しては注意が必要です。
　乳酸アシドーシスがあらわれることがあります
ので、本剤を使用する場合は、ビグアナイド系糖
尿病薬の投与を一時的に中止するなど適切な処置
をお願いします。機序・危険因子としてビグアナ
イド系糖尿病薬の腎排泄が減少し、血中濃度が上
昇すると考えられています。
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第 5 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会

次　第

開　会　の　辞
会　長　挨　拶
来　賓　挨　拶
表　　　　　彰
総会運営委員会報告
議　長　選　出
総 会 職 員 任 命
議　　　　　事
報　　　　　　　告

 第 1 号議案　平成 27 年度　事業報告（案）
 第 2 号議案　平成 27 年度　決算報告（案）
 第 3 号議案　平成 27 年度　監査報告
 第 4 号議案　会費規程変更
 第 5 号議案　名誉会員の承認
 第 6 号議案　その他
 平成 27 年度　補正予算　　　　報告
 平成 28 年度　事業計画・予算　報告

閉　会　の　辞

　　　　　　総 会 運 営 委 員
榎本　克希　　　武田　義昭　　　林　　洋希
新井　偉生　　　矢部　　智　　　竹内　信行
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第 5 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
定期総会

平成 27 年度事業報告（案）
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平成 27 年度事業報告（案）
1．総括
　昨年 5 月 30 日に開催された、第 4 回公益社団法人埼玉
県診療放射線技師会定期総会において、役員選挙により一
部役員交代を行い新たな執行部としてスタートを致しまし
た。会員の皆さまのご協力はもちろんのこと、役員全員
一丸となって 1年を乗り切ってきました。心から感謝申し
上げます。
平成 27 年度の主な出来事
（ 1）一般
　①安保関連法案が成立
　②TPP大筋合意
　③安倍首相が戦後 70 年談話発表
　④大村智氏、梶田隆章氏ノーベル賞受賞
　⑤選挙権年齢 18 歳に引き下げ
（ 2）医療
　①胃癌検診に内視鏡を推奨
　②ジェネリックの普及率を 8割に要請
　③ 低線量の長期間放射線被曝で白血病リスク上昇（英医

学誌ランセットヘマトロジー）
　④東北薬科大に 37 年ぶりに医学部新設
　⑤群馬県で検診者にて死亡事故発生
　⑥東芝メディカル、キャノンへ売却検討
（ 3）（公社）埼玉県診療放射線技師会
　①技師会財政健全化計画
　②技師会事務所修繕完了
　③高校特別授業推進
　④被ばく相談データベース化案

公益活動
　例年通り、各支部では各市町村で行われる「健康祭り」
へ積極的な参加を行っており、参加された一般市民はもと
より、行政からも高い評価を受けております。今後は健康
祭りで併設された被ばく相談などの実績のデータベース化
を行い、関係部署に報告を行っていく予定です。
　2 年目となった県立高校での「放射線特別授業」は 4 回
の授業を行いました。県立高校からの依頼により文部科学
省のカリキュラムに沿って授業を担当しているというの
は、非常に意味のあることです。また、委員会を立ち上
げ、この事業に関わる会員の皆さまの研鑽の場となると確
信しております。
　今後は事業を拡大していくために、県教育委員会と協力
体制を作ってまいりたいと思います。

名誉会員の承認
　本会へ多大な貢献があった会員として、新井俊吉氏を名
誉会員に推薦させていただきました。ご承認のほど、よろ
しくお願い申し上げます。

学術活動
　各モダリティーで、認定講習会を開催し、基礎からハイ

レベルまで対応した、きめ細かな内容となっています。時
代の変化に応じて内容の適宜見直しを図り、事業遂行をし
てまいります。

会員の育成
　埼玉では、古くから、講師育成に取り組んでまいりまし
た。埼玉の会員が、他学会、他県技師会などで多くの人材
が活躍をしております。今後も、さらに推進してまいります。

役員の育成
　役員の育成は、県民へ貢献する人材育成という意味でも
大きな社会貢献であります。技師会で学び育った人材が、
各施設でリーダーシップを発揮し、さらに人材育成をして
いただくことは技師会の役目でもあります。多種多様な人
材を育てるために定期的な人事を行い、互いが助け合う良
き仲間としての技師会を目指しています。

技師会事務所修繕
　平成 8 年に（社）埼玉県放射線技師会センター（現：

（公社）埼玉県診療放射線技師会事務所）が完成して以来、
大きな修繕をしておりませんでした。平成 27 年度では、
内装、外装、屋根、トイレなどの大きな修繕を行いまし
た。

1）総務
　入会促進事業の一つであるフレッシャーズセミナーでは
県内外から参加者 58 人あり、会員入会促進事業として毎
年継続したいと考えています。
　役員研修会では、講師として日本診療放射線技師会常務
理事の橋本薫氏を迎え、これからの高齢化社会において増
加するであろう認知症について、医療職としどのように関
わっていけばよいか講演していただきました。
　永年勤続表彰事業については、日本診療放射線技師会の
委託で、埼玉県会員の対象者を抽出し返信のあった方を日
本診療放射線技師会に推薦し、京都府で行われた学術大会
にて表彰されました。埼玉県診療放射線技師会の永年勤続
表彰は、対象者を抽出し、返信のあった方を表彰委員会に
推薦し、総会で表彰されました。
　新春の集いは、会員、賛助会員、新入会員が一堂に会
し、例年同様和やかに開催されました。
いずれの事業においても、今後継続の必要があると考えて
います。

2）学術
　学術活動において、会員が参加したいイベントが、身近
に開催されることが大切と考えています。また最新の話題
だけでなく、診療放射線技師として、基本的な内容を掘り
下げていくことも本会の役割と思っています。本会におい
ては 10 年以上前から読影に関して、セミナーを通じて教
育のカリキュラムに取り込んでまいりました。平成 22 年
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4 月、厚生労働省医政局通知にもあったように、診療放射
線技師の読影が社会的に重要視されるようになったこと
は、本会としても教育指針に関して、整合性が取れている
と考えています。本年度学術事業の方向性に関しては、昨
年と同様に考え進めてまいりました。近年、外部環境は各
種認定制度や専門技師制度が確立されつつあり、周囲の状
況を踏まえ、各セミナーや、講習会を開催しました。本年
認定講習会は、胸部認定講習会・上部消化管認定講習会・
CT 検査認定講習会を開催しました。胸部認定講習会にお
いては、診療放射線技師の読影やデジタル画像における撮
影線量の最適化の講義を充実させました。上部消化管認定
講習会・CT 検査認定講習会においては、それぞれの認定
機構や地域研究会との整合性を図り開催しました。また、
内容に関しても充実し、実践的な教育をしてまいりまし
た。その他、Freed セミナー、MRI 講習会、DR 計測セミ
ナー、乳腺画像セミナー、救急撮影ケーススタディーを開
催しました。

3）編集・情報
　埼玉放射線 Vol.63No.2・3・4、Vol.64.No.1 の計 4 号を発
刊しました。編集・情報活動は、本会活動の中でも重要な
事業と考えています。
　会誌「埼玉放射線」は、平成 26 年から発行回数が年 4
回となりましたが、その分、内容をさらに充実させること
へ力を注ぎました。
　Web サイトについては、診療放射線技師向け情報提供
や講習会などの申し込みの他、「診療放射線技師として必
要な情報はなるべく掲載する」という方針の下、多岐にわ
たる情報を発信しました。また県民の方が閲覧しても有益
になるよう、医療被ばくについての解説や放射線検査の紹
介など、放射線診療に関する正確な情報を専門家の立場か
ら分かりやすく提供しました。
　これら Web サイトのほか、定期的に会員向けメールマ
ガジンの配信を行いました。Web サイトやメルマガは即
時性の高い情報提供手段と考えています。

4）公益
　平成 27 年度本会公益活動として
・ 埼玉県各支部の医療画像展でのパネルを使用した放射線
検査や治療などの説明とパンフレットの配布

・各支部医療画像展での超音波式骨密度の無料測定
・ホームページからの被ばく相談（実績 1件）
・ がん患者支援チャリティ・イベントとして RFLJ 川越へ
参加

・ 放射線特別授業（埼玉県内の高校へ放射線関連の授業を
行う） を 4 施設 4回実施

を行ってきました。
　公益活動は「不特定かつ多数のものの利益」と考えられ
がちですが、内閣府の公益認定等委員会では、公益活動は
対象が特定又は少数であることが問題なのではなく、その
活動が「求められているか」と受益の機会が「開かれてい
るか」という 2点をポイントとしています。この二点から
27 年度公益活動を振り返り、地域住民ひいては県民とわ
れわれ診療放射線技師をつなぐ懸け橋としてだけでなく、

医療に携わる者として、意識向上とチーム医療推進のため
に医療関係職種との交流を持った活動を展開していく所存
であります。

2．事業遂行評価
1．職業人としての質の向上

（1）学術大会・認定講習会・セミナーの定期開催
　ア．胸部撮影認定講習会 ○
　イ．上部消化管検査認定講習会 ○
　ウ．フレッシャーズセミナー ○
　エ．放射線技術部門マネジメント・セミナー ○
　　　（医療安全、接遇・クレーム、医療経営、人材育成）
　オ．CT認定講習会 ○
　カ．MRI 基礎講習会 ○
　キ．救急セミナー ○
　　　（日本救急撮影技師認定機構との共催）
　ク．読影力向上のための講習会 ○
　　　（支部開催セミナー）

（2）会員講師の育成と体制づくり ○
（3）他県放射線技師会や他団体との合同講習会企画推進
　ア．関東甲信越診療放射線技師学術大会へ協力 ○
　イ．埼玉県医師会主催事業への支援 ○
　ウ．埼玉臨床画像研究会への協力 ○
　エ．日本放射線技術学会と合同企画 △
　オ．日本診療放射線技師会と合同開催企画 ○
　カ．各認定機構と合同企画（埼玉開催など） ×

2．組織運営に関わる事業
（1）行政との連携 ○
（2）入会促進事業の強化 ○

3．公益目的事業
（1）学術情報の提供　刊行誌「埼玉放射線」の発刊 ○
（2）市民公開講座の開催 ○
（3）地域自治体主催事業への参画 ○
（4）医療画像展の開催と支援 ○
（5）県民向けホームページの充実 ○
（6）医療被ばく相談の迅速な対応 ○
（7）公立学校における放射線教育の担務 ○
（8）技師会事務所近隣住民に対する公益事業 ×

4．編集・情報
（1）本会会誌「埼玉放射線」の充実 ○
（2）診療放射線技師向けホームページの充実 ○
　ア．各講習会、イベントなどの迅速な広報 ○
　イ．学術資料などのデータベース化を推進 ○

（3）メールマガジンの有効利用 ○

5　その他
（1）他職種の職能団体との連携 ○
（2）技師会事務所長期修繕計画の立案 ○
（3）JARTおよび他県技師会への協力 ○
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平成 27 年度各事業報告
1．総務事項報告

（ 1 ）平成 27 年度役員は次の通りである。

（ 2 ）会議開催状況
ア．総会
　平成 26 年度第 4 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師
会総会を、平成 27 年 5 月 30 日土曜日、埼玉会館 3C 会議
室において会員 43 人出席、委任状提出 775 人、合計 818
人にて開催しました。総会では平成 26 年度事業報告案、
平成 26 年度決算報告案、平成 26 年度監査報告、定款変
更、名誉会員の承認について審議し決議しました。
イ． 理事会は下記の通り 8回開催し、重要案件について審

議し決議しました。
理事会開催状況

ウ． 常務理事会は下記の通り5回開催し、理事会への提案
議題の審議ならびに決定事項について処理しました。

常務理事会開催状況

エ．その他
　役員研修会、連絡会議ならびに予算会議を開催、会務の
重要事項について審議立案し、必要事項を調整しこれを処
理しました。
役員研修会

連絡会議

予算会議

北関東地域会長会議

（ 3 ）各委員会開催状況
　各委員会開催状況は別表の通りです。

役 職 名 氏　　名 担　　　　当
会　　　 長 田中　　宏
副 会 長 堀江　好一

富田　博信
監　　 事 橋本　里見

鈴木　正人
常 務 理 事 平野　雅弥 総　務

結城　朋子 総　務
潮田　陽一 財　務
今出　克利 学　術
八木沢英樹 編　集・情　報
佐々木　健 公　益

理　　 事 双木　邦博 総　務・第一支部
大西　圭一 総　務・第二支部
渡部　進一 総　務・第三支部
齋藤　幸夫 総　務・第四支部
矢崎　一郎 総　務・第五支部
高嶋　　豊 総　務・第六支部
栗田　幸喜 学　術
城處　洋輔 学　術
岡田　智子 学　術
清水　邦昭 編　集・情　報
芦葉　弘志 公　益

年　月　日 開　催　場　所
1 27．05．14 技師会事務所
2 27．05．30 埼玉会館 3C会議室
3 27．06．04 技師会事務所
4 27．07．02 同
5 27．09．03 同
6 27．11．05 同
7 28．01．07 同
8 28．03．03 同

年　月　日 開　催　場　所
1 27．04．02 技師会事務所
2 27．08．06 同
3 27．10．01 同
4 27．12．03 同
5 28．02．04 同

年　月　日 開　催　場　所

1 28．02．10 With You さいたま埼玉県
男女共同参画推進センター

年　月　日 開　催　場　所
1 27．05．07 技師会事務所
2 27．06．25 同
3 27．08．27 同
4 27．10．29 同
5 28．02．25 同

年　月　日 開　催　場　所
1 27．11．16 技師会事務所
2 28．02．25 同

年　月　日 開　催　場　所
1 27．06．20 市川市文化会館
2 27．11．28 大宮ソニック

委　　員　　会　　名 開　催　年　月　日
総 務・ 財 務 委 員 会 28．03．03
総 会 運 営 委 員 会 27．05．30
編 集・ 情 報 委 員 会 27．08．26

27．09．08
27．11．10
27．12．08

学　 術　 委　 員　 会 27．06．11
27．06．17
27．08．17
27．09．17
27．10．21
27．12．08
28．02．03
28．02．29
28．03．14

公　 益　 委　 員　 会 27．06．18
27．12．17

放射線特別授業運営委員会 27．06．16
28．01．28
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表彰委員会

（ 4 ）各種委員会名簿
ア．表彰委員会

イ．医療画像展実行委員会（秩父会場）

ウ．医療画像展実行委員会（浦和会場）

エ．医療画像展実行委員会（川越会場）

オ．医療画像展実行委員会（越谷市会場）

カ．医療画像展実行委員会（深谷会場）

キ．医療画像展実行委員会（行田会場）

ク．編集・情報委員会

ケ．学術委員会

コ．公益委員会

サ．総務・財務委員会

年　月　日 開　催　場　所
1 27．04．07 技師会事務所
2 27．09．30 同
3 28．03．04 同

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 藤間　英雄　　　　　　　　
委 　 員 小島　精一　　　渡辺　　弘

鈴木　正人　　　田中　　宏
堀江　好一　　　富田　博信
平野　雅弥　　　結城　朋子

役　職　名 氏　　　名
実 行 委 員 長 横田　文克　　　　　　　　
副実行委員長 齋藤　幸夫　　　　　　　　
実 行 委 員 清水　浩和　　　萩原　貴之

新井　偉生　　　大野　　渉
高井　太市　　　関根　茂夫

　玉川　　敏　　勅使河原真由美
近藤　和彦　　　新井紀美子

役　職　名 氏　　　名
実 行 委 員 長 双木　邦博　　　　　　　　
実 行 委 員 榎本　克希　　　岡田　翔太

小野塚悠帆　　　梶　　功治
川島早紀子　　　佐藤　吉海
西田　衣里　　　福田　　栞
三橋　則行　　　森　　一也
八木沢英樹　　　安本　佳章
山浦　良太　　　　　　　　

役　職　名 氏　　　名
実 行 委 員 長 渡部　進一　　　　　　　　
実 行 委 員 吉岡　正樹　　　守谷　文貴

市川　賢一　　　大野　哲治
寺西　　潤　　　小林　祐介
藤田　彩乃　　　中村　美紀
若林真千子　　　　　　　　

役　職　名 氏　　　名
実 行 委 員 長 矢崎　一郎　　　　　　　　
実 行 委 員 岩井　悠二　　　櫻井　　均

鈴木　　孝　　　栗田　幸喜
金子　初穂　　　中嶋　幸孝
眞壁　耕平　　　　　　　　

役　職　名 氏　　　名
実 行 委 員 長 齋藤　幸夫　　　　　　　　
副実行委員長 清水　浩和　　　　　　　　
実 行 委 員 新井　偉生　　　横田　文克

高井　太市　　　萩原　貴之
柏瀬　義倫　　　登坂　崇史
坂本　里紗　　　小島　　萌

役　職　名 氏　　　名
実 行 委 員 長 萩原　貴之　　　　　　　　
副実行委員長 齋藤　幸夫　　　　　　　　
実 行 委 員 清水　浩和　　　大野　　渉

横田　文克　　　高井　太市
遠藤　　勇　　　白石　雄一

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 八木沢英樹　　　　　　　　
副 委 員 長 清水　邦昭　　　　　　　　
委 員 肥沼　武司　　　栗田　幸喜

菅野　方仁　　　潮田　陽一
宮崎　雄二　　　豊留　章裕
吉田　　敦　　　大友　哲也

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 今出　克利　　　　　　　　
副 委 員 長 栗田　幸喜　　　城處　洋輔

岡田　智子　　　　　　　　
委 員 尾形　智幸　　　大森　正司

中根　　淳　　　志田　智樹
土田　拓治　　　近藤　敦之
滝口　泰徳　　　伊藤　寿哉
柴　　俊幸　　　富田　博信
佐々木　健　　　　　　　　

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 佐々木　健　　　　　　　　
副 委 員 長 芦葉　弘志　　　　　　　　
委 員 志藤　正和　　　矢島　慧介

市浦　京子　　　眞壁　耕平
小山　　恵　　　内海　将人
西山　史朗　　　　　　　　

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 平野　雅弥　　　　　　　　
副 委 員 長 結城　朋子　　　潮田　陽一
委 員 堀江　好一　　　富田　博信

双木　邦博　　　大西　圭一
渡部　進一　　　齋藤　幸夫
矢崎　一郎　　　高嶋　　豊
田中　達也　　　矢部　　智
佐々木　剛　　　　　　　　
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シ．総会運営委員会

ス．総会実行委員会

セ．選挙管理委員会

ソ．放射線特別授業運営委員会

（ 5 ）表　彰
叙勲瑞宝双光章受賞（敬称略）
　新井　俊吉
公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰（敬称略）
　堀江　好一
保健衛生知事表彰（敬称略）
　角田　喜彦
公衆衛生事業功労者（財）日本公衆衛生協会会長表彰（敬
称略）
　濱守　誠、結城　朋子
（公社）日本診療放射線技師会表彰
永年 50 年勤続者表彰　対象者なし
永年 30 年勤続者表彰（6人、敬称略）
　森田　　寿、中村　正之、宇田　暢樹、岩田　雅巳、
　藤田　　功、堀　　克世
（公社）埼玉県診療放射線技師会表彰
永年 40 年勤続者表彰（2人、敬称略）
　小松　政文、濱守　　誠
永年 20 年勤続者表彰（9人、敬称略）
　新井　偉生、小澤　昌則、加藤　浩之、新堀　隆男、
　中村　禎志、中村　　誠、萩原　貴之、原澤　俊明、
　三橋　則行

（ 6 ）物故者
　なし

（ 7 ）会員の動向（平成 27 年 3 月 31 日現在）

（ 8 ）平成 27 年度賛助会員　22 社（順不同）
シーメンス・ジャパン株式会社
GEヘルスケア・ジャパン株式会社
東芝メディカルシステムズ株式会社
株式会社三田屋製作所
株式会社日立メディコ
株式会社メディカル・サービスT&K
コニカミノルタヘルスケア株式会社
第一三共株式会社
カイゲンファーマ株式会社
富士フイルムメディカル株式会社
日本メジフィジックス株式会社
株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン
エーザイ株式会社
東洋メディック株式会社
株式会社ケーアイシーメディカルシステム
バイエル薬品株式会社
富士フイルムRI ファーマ株式会社
日本放射線防禦株式会社
株式会社ドクタ―ネット
キャノンライフケアソリューションズ株式会社
ケアストリームヘルス株式会社
株式会社サイカンシステム

2．学術教育活動
（ 1）第 14 回胸部認定講習会
　講　　師： 佐々木健、清水達也、土田拓治、滝口泰徳、 

染野智弘
　開催日時：平成 27 年 12 月 6 日（日）
　場　　所：上尾中央総合病院
　参 加 者：34 人

（ 2）第 14 回上部消化管検査認定講習会
　講　　師： 志田智樹、遠藤亜矢子、工藤安幸、 

竹内修平、今出克利、大森正司、入口陽介
　開催日時：平成 28 年 1 月 17 日（日）
　場　　所：さいたま赤十字病院
　参 加 者：19 人

（ 3）第 2回 CT認定講習会〜入門編〜
　講　　師：富田博信、中根淳、城處洋輔
　開催日時：平成 27 年 8 月 31 日（月）
　場　　所：浦和コミュニティセンター　第 13 集会室
　参 加 者：43 人

（ 4）第 2回取得者向けCT認定講習会
　講　　師：富田博信、中根淳、城處洋輔
　開催日時：平成 27 年 8 月 31 日（月）
　場　　所：浦和コミュニティーセンター　IT教室
　参 加 者：10 人

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 岡本　康正　　　　　　　　
委 員 石田　貴志　　　小田島明子

高井　太市　　　岩井　悠治
竹内　信行　　　　　　　　

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 田中　　宏　　　　　　　　
副 委 員 長 堀江　好一　　　富田　博信
委 員 平野　雅弥　　　結城　朋子

潮田　陽一　　　今出　克利
八木沢英樹　　　佐々木　健

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 尾形　智幸　　　　　　　　
委 員 小田　雄太　　　柴　　俊幸

野田　健一　　　山崎由紀敏
中嶋　幸孝　　　　　　　　

役　職　名 氏　　　名
委 員 長 芦葉　弘志　　　　　　　　
副 委 員 長 佐々木　健　　　　　　　　
委 員 工藤　安幸　　　内海　将人

成田　麻美　　　横山　　寛
矢島　慧介　　　　　　　　

項　　　　目 会　員　数
平成 26 年度末　　会員数 1,178 人
平成 27 年度　　　新入会者数 59 人
　　　　　　　　再入会者数 5人
　　　　　　　　転入者数 8人
　　　　　　　　転出者数 7人
　　　　　　　　退会者数 38 人
平成 27 年度末　　会員数 1,205 人
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（ 5）第 7回 CT認定講習会
　講　　師： 富田博信、八木沢英樹、染野智弘、中根淳、 

佐々木健、志藤正和、城處洋輔、柴俊幸
　開催日時：平成 28 年 1 月 24 日（日）
　場　　所：済生会川口総合病院
　参 加 者：26 人
（ 6）平成 27 年度胸部・上部消化管・CT検査認定試験
　開催日時：平成 28 年 3 月 13 日（日）
　場　　所：さいたま赤十字病院
　参 加 者：胸部 20 人　上部消化管 4人　CT 4 人
（ 7）平成 27 年度胸部認定者
　指 導 員：該当者なし
　準指導員：鈴木　友理（済生会川口総合病院）
　　　　　　柴　　俊幸（所沢ハートセンター）
　　　　　　伊藤　玲香（上尾中央総合病院）
　　　　　　佐々木　学（上尾中央総合病院）
（ 8）平成 27 年度上部消化管検査認定者
　指 導 員：該当者なし
　準指導員：小濱　大（埼玉医科大学総合医療センター）
（ 9）平成 25 年度 CT認定者
　指 導 員：該当者なし
　準指導員：武田　守市（中島病院）
　　　　　　田中　水悠（上尾中央総合病院）
　　　　　　佐々木　学（上尾中央総合病院）
　　　　　　渡辺　悠紀（熊谷総合病院）
（10）MRI 講習会
　講　　師：丸武史、近藤敦之、宿谷俊郎
　開催日時：平成 27 年 11 月 8 日（日）
　場　　所：さいたま赤十字病院
　参 加 者：17 人
（11）第 4回 Freed セミナー
　講　　師：河野泰久
　開催日時：平成 28 年 2 月 13 日（土）
　場　　所：上尾中央総合病院
　参 加 者：20 人
（12）DR計測セミナー
　講　　師：土田拓治、滝口泰徳、森一也、大柿護
　開催日時：平成 28 年 2 月 28 日（日）
　場　　所：済生会川口総合病院
　参 加 者：17 人
（13）乳腺画像セミナー
　講　　師：土田拓治、新島正美、辻村明日香、岡田智子
　開催日時：平成 28 年 2 月 7 日（日）
　場　　所：さいたま赤十字病院
　参 加 者：41 人
（14）救急撮影ケーススタディー
　講　　師：滝口泰徳、伊藤寿哉、茂木雅和
　開催日時：平成 28 年 3 月 30 日（水）
　場　　所：上尾中央総合病院
　参 加 者：23 人

3．編集・情報活動報告
（ 1）編集活動報告
　平成 27年度の編集活動として、会誌「埼玉放射線」を第
63 巻第 240 号から第 64 巻第 243 号まで、計 4回発刊いた
しました。特に、第 63 巻第 240・241 号には学術大会発表
後抄録、第 63巻 242 号には学術特集「日本放射線カウンセ
リング学会」「第 35 回埼玉 CT Technology Seminar 学術

集会」、第 63 巻第 243 号寄稿「放射線安全教教育の必要性
と今後の課題」学術特集「平成 27 年度合同勉強会 in 熊谷
〜読影力を磨いてスキルアップ〜」を収載しました。また
前年度に続き、協賛企業の方々に「技術解説」をご執筆い
ただき、多くの方から内容について好評を頂きました。
　平成 28 年度関東診療放射線技師学術大会 HP の作成を
行いました。

（ 2）情報活動報告
　ア「会員向けHP」
　　1）学術案内（44 件）
　　2）巻頭言（3件）242 号まで
　　3）会誌（4件）239 号まで
　　4）お知らせ（19 件）
　　5）学術データーベース（40 件）
　　6）平成 28年度関東甲信越診療放射線技師学術大会HP
　イ「一般向けHP」
　　1）「会誌・バックナンバー」239 号まで
　ウ「メールマガジン配信」
　　1）6件　no.72 まで

4．新春の集い
　開催日時：平成 28 年 1 月 8 日（金）　19：00 〜 21：00
　会　　場：大宮サンパレス GLANZ 「ストーリア」
　参 加 者： 会員 41 人、賛助会員 35 人、新入会員 15 人、

合計 91 人

5．役員・委員研修会
　開催日時：平成 28 年 2 月 10 日（水）
　場　　所： With You さいたま埼玉県男女共同参画推進

センター　セミナー室 1
　参 加 者：27 人

6．財務報告
　決算関係報告は総会にて行います。

7．公益活動
（ 1）医療画像展（第 18 回　秩父市保健センターまつり）
　開催日時：平成 27 年 6 月 7 日（日）
　場　　所：秩父市保健センター

（ 2）リレー・フォー・ライフ川越
　開催日時：平成 27 年 9 月 19 日（土）〜 20 日（日）
　場　　所：川越水上公園

（ 3）医療画像展　（越谷市民祭り）
　開催日時：平成 27 年 10 月 25 日（日）
　場　　所：越谷市役所庁舎

（ 4）医療画像展（深谷市福祉健康まつり）
　開催日時：平成 27 年 10 月 25 日（日）
　場　　所：深谷市総合体育館

（ 5）医療画像展（浦和区健康祭り）
　開催日時：平成 27 年 11 月 1 日（日）
　場　　所：コムナーレ浦和

（ 6）彩の国いきいきフェスティバル
　開催日時：平成 27 年 11 月 15 日（日）
　場　　所：埼玉県県民活動センター

（ 7）医療画像展（第 29 回 川越市健康まつり）
　開催日時：平成 27 年 11 月 1 日（日）
　場　　所：ウェスタ川越

（ 8）医療画像展（行田市健康フォーラム 2015）
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　開催日時：平成 27 年 12 月 20 日（日）
　場　　所：行田市「みらい」ホール
（ 9）被ばく相談
　① 各支部医療画像展、リレー・フォー・ライフ川越で開

催
　②ホームページにて 1件

8．支部報告
第一支部
　支部理事　　双木　邦博
　監　　事　　宮澤　浩治
　役　　員　　八木沢英樹　　三橋　則行
　　　　　　　佐藤　吉海　　梶　　功治
　　　　　　　土田　拓治　　森　　一也
　　　　　　　工藤　政文　　五十嵐　浩
　　　　　　　鎌田　靖男　　田村　智將
　　　　　　　大塚　忠義　　川島　慶太
　　　　　　　酒井　利幸　　北原　弘治
（ 1）第 1回　支部勉強会
　開催日時：平成 27 年 6 月 24 日（水）19：00 〜
　場　　所：JCHOさいたまメディカルセンター
　参加人数：51 人
　内　　容：
　　ア、メーカー最新技術講演
　　（ア）『富士フィルムFPD最新動向について』
　　　富士フィルムメディカル株式会社　浅野　省二
　　（イ）『ワイヤレス型FPDを用いた最新製品のご紹介』
　　　　 コニカミノルタヘルスケア株式会社北関東支社　

販売推進部デジタルシステム担当　沼崎　明
　　（ウ）『超低線量X線診断装置
　　　　sterEOS イメージングシステムの臨床的有用性』
　　　　（株）メディテックファーイーストEOS Imaging 社
　　　　営業技術部　アントアン　ムニエ
　　イ、教育講演
　　（ア） 『診療放射線技師法改正・業務拡大に伴う統一講

習会実施について』
　　　　日本診療放射線技師会　常務理事　富田　博信
（ 2）第 1回　支部役員会
　開催日時：平成 27 年 7 月 29 日（水）19：00 〜
　場　　所：JCHO埼玉メディカルセンター
　参 加 者：13 人
（ 3）浦和区健康まつり
　開催日時：平成 27 年 11 月 1 日（水）10：00 〜
　場　　所：浦和コミュニティセンター
　参加事業：超音波式骨密度測定
　　　　　　医療画像展
　　　　　　放射線検査の啓発・説明
　測定人数：560 人
（ 4）第 2回　支部勉強会
　開催日時：平成 28 年 1 月 13 日（水）19：00 〜
　場　　所：JCHO埼玉メディカルセンター
　参加人数：54 人
　内　　容：
　　ア、メーカー講演
　　　『心電図の基礎』
　　　　日本光電　安全管理担当　秋村裕彦
　　イ、教育講演
　　　『乳腺画像カンファレンス』

　　　　埼玉協同病院　新島正美
　　ウ、支部調査報告
　　　 『埼玉県第一支部における一般撮影被ばく線量調査

とDRL比較』
　　　　済生会川口総合病院　瀬尾光広

（ 5）支部決算報告
　開催日時：平成 28 年 3 月 25 日（金）19：00 〜
　開催場所：浦和コミュニティセンター
　参加人数：25 人
　内　　容：平成 27 年度第一支部決算報告
　　　　　　第一支部理事　双木邦博

（ 6）第 3回　支部勉強会
　開催日時：平成 28 年 3 月 25 日（金）19：00 〜
　場　　所：浦和コミュニティセンター
　参加人数：25 人
　内　　容：
　　ア、一般演題
　　　『MRI における頭部白質病変の定量評価
 〜大学院での研究成果と、そこで得たこと〜』
　　　　さいたま市立病院　佐藤吉海
　　イ、使用経験
　　　 『SIEMENS 社製 MAGNETOM Aera 1.5T 使用経

験〜 resolve, SEMAC〜』
　　　　東川口病院　鎌田靖男
　　　　SIEMENS MR事業部　石川啓介

第二支部
　会　長（支部理事）　　　大西　圭一
　副会長・会計　　　　　　柴　　俊幸
　会　計　　　　　　　　　小田島明子
　監　事　　　　　　　　　園部　明彦
　　　　　　　　　　　　　肥沼　武司
　役　員　　栗原　　真　　瀧澤　　誠
　　　　　　山下　隆行　　矢幅　俊一
　　　　　　近藤　忠晴　　塩野谷　純
　　　　　　小沢　利行
　協力員　　武田　義昭　　千葉　雅恭　　仲埜　智文

（ 1）第 1回勉強会
　日　　時：平成 27 年 4 月 23 日（木）18：30 〜
　場　　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　参 加 者：59 人
　内　　容：
　　ア、製品紹介
　　　 「フィリップス社製デジタルマンモグラフィ Micro 

Dose SI フォトンカウンティングによる最新技術の
ご紹介」

 株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン
 坂口　裕一
　　イ、一般研究発表
　　　 「脊椎領域における STIR 法の撮像条件検討 〜当院

での至適条件検討〜」
 大宮中央総合病院　　川久保　彰人
　　　 「128DAS-CT における高速撮影が画質に与える影

響について」
 越谷市立病院　　関根　貢
　　　「スペクトラルイメージングの臨床応用について」
 株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン
 坂口　裕一
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　　ウ、「より良い検査を求めて 〜小児検査〜」
 座長　きたもと脳神経外科クリニック　　横山　寛
　　　1）「撮影条件最適化について〜一般撮影〜」
 済生会川口総合病院　　森　一也
　　　2）「読影について〜一般撮影〜」
 埼玉県立小児医療センター　　田中　宏
　　　3）「撮影条件最適化について〜CT〜」
 済生会川口総合病院　　豊田　奈規
　　　4）「 読影について〜CT〜」
 埼玉県立小児医療センター　　春日　沙織
（ 2）第 2回勉強会
　日　　時：平成 27 年 5 月 28 日（木）18：30 〜
　場　　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　参加人数：48 人
　内　　容：
　　ア、製品紹介
　　　 「Aquilion ONE - 次 バ ー ジ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア

“Functional Suite”のご紹介」
 東芝メディカルシステムズ株式会社関東支社
 営業推進部 CT 担当　　大西　輝法
　　イ、一般研究発表
　　　 「Zoom DWI の臨床利用の可能性 〜乳腺 DWI の歪

みの基礎検討〜」
 防衛医科大学校病院　　近藤　忠晴
　　　「全脊椎撮影における乳腺被ばく線量低減の試み」
 上尾中央総合病院　　小川　智久
　　　「逐次近似再構成について」
 東芝メディカルシステムズ株式会社関東支社営業推進部
 CT アプリケーション担当　　佐川　美奈
　　ウ、 「各施設・各メーカーにおけるルーチン検査〜婦

人科領域〜」
 座長　東京医科大学病院　　岡本　淳一
　　　1）東芝ユーザー
 イムス富士見総合病院　　吉田　晋吾
　　　2）Philips ユーザー
 済生会川口総合病院　　丸　　武史
　　　3）SIEMENS ユーザー
 埼玉医科大学病院　　荒木　智一
　　　4）GEユーザー
 上尾中央総合病院　　石川　応樹

（ 3）第 3回勉強会
　日　　時：平成 27 年 6 月 25 日（木）18：30 〜
　場　　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　参 加 者：43 人
　内　　容：
　　ア、製品紹介
　　　「MMG トレンド情報」
　　　　シーメンス・ジャパン株式会社
 XPビジネスマネージメント部　　山田　恭子
　　イ、一般研究発表
　　　「当院における乳腺MRI の分解能の検討」
　　　　埼玉石心会病院  坂口 功亮
　　　 「透視検査における術者被ばくの低減に向けた取り

組み」
 上尾中央総合病院　　藤巻　武義
　　　「SIEMENS MAMMO 技術特集」
　　　　シーメンス・ジャパン株式会社
 XPビジネスマネージメント部　　山田　恭子

　　ウ、「急性腹症CT 〜機械的イレウスの原因を探る〜」
　　　座長　小川赤十字病院　　田中　達也
　　　1）上尾中央総合病院　　滝口　泰徳
　　　2）済生会川口総合病院　富田　博信

（ 4） 循環器 CT セミナー 2015（第 2 支部・バイエル薬品
共催）

　日　　時：平成 27 年 9 月 12 日（土）
　場　　所：OLS ビル（大宮法科大学院大学） 2F 講堂
　参加人数：193 人
　内　　容：
　　ア、セッションⅠ「心臓CT最新技術報告」
　　　座長　上尾中央総合病院　　舘林　正樹
　　　講師　株式会社フィリップス
 エレクトロニクスジャパン　　守谷　芽実
 シーメンス・ジャパン株式会社　　松浦　孝俊
 東芝メディカルシステムズ株式会社　　新井　信夫
 Eヘルスケア・ジャパン株式会社　　大川　博和
　　イ、セッションⅡ
　　　座長　　　八重洲クリニック　吉田　諭史
　　　講師　「基礎からわかる時間分解能」
　　　　　　済生会川口総合病院　豊田　奈規
　　　　　　「明日から使えるハーフ再構成とフル再構成」
　　　　　　高瀬クリニック　　　高柳　知也
　　　　　　「手術に必要なCT画像構築の基本のキホン」
　　　　　　東京ベイ浦安市川医療センター小島　基揮
　　ウ、セッションⅢ
　　　 「冠動脈動態解析アルゴリズムの効果と臨床的意義

について」
　　　座長　益子病院　　蒲田　淳一
　　　講師　江戸川病院　佐藤　英幸
　　エ、セッションⅣ
　　　 「低電圧冠動脈 CT に造影技術を活用するためのヒ

ント」
　　　座長　三井記念病院　皆川　利浩
　　　講師　埼玉医科大学総合医療センター 中根　　淳
　　オ、技術講演
　　　「医工連携で開発した画像フィルターと臨床評価
　　　　－学位取得と臨床研究の両立について－」
　　　座長　石心会川崎幸病院　石田　和史
　　　講師　日本海総合病院　　渋谷　幸喜
　　カ、特別講演
　　　 「CT と MRI での心筋 Perfusion（両者の比較を含

めて）」
　　　座長　東京女子医科大学病院　飯村　　浩
　　　　　　埼玉医科大学際医療センター　妹尾　大樹
　　　講師　北海道大学　真鍋　徳子

（ 5）第 4回勉強会
　日　　時：平成 27 年 9 月 24 日（木）18：30 〜
　場　　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　参加人数：43 人
　内　　容：
　　ア、製品紹介
　　　「Non Helical Volume Scan が開く、4次元の世界」
 東芝メディカルシステムズ　　新井　信夫
　　イ、「整形外科領域の撮影技術向上を目指して」
　　　1）一般撮影
　　　　 「教科書に載っていない実践撮影のコツと X 線所

見のとり方〜踵骨編〜」
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　　　　座長　防衛医科大学校病院　　野瀬　英雄
　　　　講師　上尾中央総合病院　　　内田　瑛基
　　　2）CT
　　　　 「整形外科領域の X 線 CT の標準化 〜正確な

MPR切り出し〜について」
　　　　座長　越谷市立病院　　関根　貢
　　　　講師　彩の国東大宮メディカルセンター
 田上　陽菜
　　　3）MRI
　　　　「上肢MRI の基礎」
　　　　座長　トワーム小江戸病院　　菅野　　勝
　　　　演者　草加市立病院　　　　　佐藤　広崇
（ 6）第 5回勉強会
　日　　時：平成 27 年 10 月 22 日（木）18：30 〜
　場　　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　参 加 者：43 人
　内　　容：
　　ア、製品紹介
　　　「シーメンスMRI の最新技術情報」
　　　シーメンス・ジャパン株式会社
 MRビジネスマネージメント部　　諸井　　貴
　　イ、一般研究発表
　　　「FPDにおける幾何学的不鋭が画像に及ぼす影響」
 済生会川口総合病院　　森　　一也
　　　「当院におけるマンモグラフィCADの検討」
 丸山記念総合病院　　木村　浩明
　　　「腹部MRI 撮像における新しいアプローチ」
　　　シーメンス・ジャパン株式会社
 MRビジネスマネージメント部　　諸井　　貴
　　ウ、 「CT － AEC の基礎と応用技術　〜ハイスペック

CTユーザーから見た今までとこれから〜」
　　　座長：済生会川口総合病院　　志藤　正和
　　　　　　所沢ハートセンター　　柴　　俊幸
　　　講師：さいたま赤十字病院　　渡部　伸樹
　　　　　　済生会川口総合病院　　豊田　奈規
　　　　　　埼玉石心会病院　　　　伊藤　寿哉
　　　　　　済生会栗橋病院　　　　内海　将人
（ 7）第 2・3・4・6支部合同勉強会
　日　　時：平成 27 年 11 月 14 日（土）15：00 〜 18：00
　場　　所：森林公園　四季の湯温泉　ホテル・へリテイジ
　参加人数：101 人
　内　　容：
　　ア、「読影力を磨いてスキルアップ！」
　　　コメンテーター　上尾中央総合病院 舘林　正樹
　　　座長　　　　　　所沢ハートセンター 柴　　俊幸
　　　　　　　　　　　埼玉医科大学病院 戸矢　雅人
　　　　　　　　　　　熊谷総合病院 吉田　　敦
　　　　　　　　　　　指扇病院 石川　直哉
　　　1）四肢領域（第三支部）
 埼玉医科大学病院　　高橋　　忍
　　　2）頭頸部領域（第六支部）
 上尾中央総合病院　　金野　元樹
　　　3）胸部領域（第四支部）
 小川赤十字病院　　高井　太市
　　　4）腹部領域（第二支部）
 イムス三芳総合病院　　小田島明子
 　　イ、「みんなで創ろう！『やりがいのある仕事』
　　　　〜チーム医療と診療放射線技師の役割〜」

　　　座長　埼玉医科大学総合医療センター　市川　賢一
　　　講師　上尾中央総合病院　佐々木　健

（ 8）第 6回勉強会
　日　　時：平成 27 年 11 月 26 日（木）18：30 〜
　場　　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　参加人数：49 人
　内　　容：
　　ア、製品紹介
　　　「シーメンスMRI の最新技術情報」
　　　 シーメンス・ジャパン株式会社 MR ビジネスマ

ネージメント 石川　啓介
　　イ、「アルツハイマー型認知症治療における現状と展望」
　　　座長　防衛医科大学校病院　新井 眞二
　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　河原　剛
　　　1）アリセプト
　　　　　　エーザイ株式会社 猪俣　　亨
　　　2）リバスタッチパッチ
　　　　　　小野薬品工業株式会社 鈴木　　隆
　　　3）メマリー
　　　　　　第一三共株式会社 原田　芳幸
　　ウ、「認知症における画像診断の役割について」
　　　座長：埼玉医科大学総合医療センター　河原　　剛
　　　1）CT
　　　　　小川赤十字病院 寺内ゆかり
　　　2）MRI
　　　　埼玉医科大学病院 小川真理子
　　　　3）SPECT
　　　　　済生会川口総合病院 城處　洋輔
　　　4）PET
　　　　　東京ベイ先端医療・幕張クリニック 三本　拓也

第三支部
　支部理事　渡部　進一
　役　　員　市川　賢一　　大野　哲治
　　　　　　吉岡　正樹　　寺西　　潤　　小林　祐介
　会計幹事　守谷　文貴
　会計監査　今井　昇

（ 1）第 1回 第三支部勉強会を開催
　ア．開催日時： 平成 27 年 6月19日（金）19：00〜 21：00
　イ．開催会場：ウェスタ川越　生涯学習施設　2F会議室1
　ウ．参加人数：57 人
　エ．内　　容：
　　メーカー講演
　　（ア） 「MRI 撮影における各種撮影シーケンスの技術解

説・E11バージョンソフトウェアの最新機能紹介」
 シーメンス・ジャパン株式会社　　石川　啓介氏
　　技師講演
　　（イ）「知っておきたい社会人のメールマナー講座」
 埼玉医科大学総合医療センター　　半澤　一輝
　　（ウ） 「超急性期の脳梗塞治療における CT 画像の見

方・考え方」
 埼玉医科大学総合医療センター　　栗原　良樹

（ 2）第 1回 3地区役員会
　ア．開催日時： 平成 27 年 6月19日（金）21：00〜 21：30
　イ．開催会場：ウェスタ川越　生涯学習施設　2F会議室 1
　ウ．参加人数：7人
　エ．内　　容：川越健康まつり、納涼会など

（ 3）第 29 回 川越市健康まつり実行委員会
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　ア．開催日時：平成 27年 6月29日（月）13：30〜 15：00
　イ．開催会場：川越市総合保健センター 会議室
　ウ．参加人数：25 人
　エ．内　　容：開催場所、タイムスケジュールなど
（ 4）第 2・3支部合同 納涼会
　ア．開催日時：平成 27年 7月18日（土）19：00〜 21：00
　イ．開催会場：ベニーノ　チェッロ（西武本川越ペペ 3F）
　ウ．参加人数：37 人
　エ．内　　容：施設間での親睦を深める
（ 5）第 2回 3 地区役員会
　ア．開催日時：平成 27年 7月13日（月）19：00〜 20：00
　イ．開催会場：埼玉医科大学病院　会議室
　ウ．内　　容：支部合同勉強会、ボウリング大会、
　　健康まつり、リレー・フォー・ライフ
（ 6）第 29 回 川越市健康まつり　第 3回実行委員会
　ア．開催日時：平成 27年 7月29日（水）13：30〜 15：00
　イ．開催会場：川越市総合保健センター 会議室
　ウ．内　　容：催し物企画、前日準備などの説明
（ 7）リレー・フォー・ライフ in 川越
　ア．開催日時：平成 27 年 9 月 19 日（土）13：00 〜
　　　　　　　　20 日（日）13：00
　イ．開催会場：川越市水上公園
　ウ．参加人数：46 人（第三地区会員）
　エ．内　　容：リレー・フォー・ライフにボランティア協力
（ 8）第 29 回 川越市健康まつり　第 4回実行委員会
　ア．開催日時：平成 27年 9月30日（水）13：30〜 15：00
　イ．開催会場：川越市総合保健センター 会議室
　ウ．内　　容：催し物企画、前日準備などの説明
（ 9）第三地区ボウリング大会
　ア．開催日時：平成 27年 10月2日（金）19：00〜 21：00
　イ．開催会場：川越ボウリングセンター
　ウ．参加人数：34 人
　エ．内　　容：会員の親睦を深める
（10）第 3回 3 地区役員会
　ア．開催日時：平成 27年 10月2日（金）21：00〜 21：30
　イ．開催会場：川越ボウリングセンター内 会議室
　ウ．参加人数：6人
　エ．内　　容：支部合同勉強会、健康まつりについて
（11）第 29 回 川越市健康まつり　第 5回実行委員会
　ア．開催日時：平成 27年 10月19日（月）13：30〜15：00
　イ．開催会場：川越市総合保健センター 会議室
　ウ．内　　容：催し物企画、前日準備などの説明
（12）第 2・3・4・6支部合同勉強会実行委員会
　ア．開催日時：平成 27 年 10 月 23 日（金）19：30 〜
　イ．開催会場：エーザイ株式会社
　　　　　　　　大宮コミュニケーションオフィス
　ウ．内　　容：予演会、準備など
（13）第 29 回 川越市健康まつり
　ア．開催日時：平成 27年 11月1日（日）10：00〜 15：00
　イ．開催会場：ウェスタ川越
　ウ．参加人数：10 人（地区会員含む）
　エ．内　　容：医療画像展の開催（来場者 350 人）
（14）第 2・3・4・6支部合同勉強会催
　ア．開催日時：平成 27 年 11 月 14 日（土）13：00 〜
　イ．開催会場：ホテルヘリテイジ
　ウ．参加人数：勉強会（101 人）
　エ．内容：研究発表、講演、懇親会
　　（ア）支部合同症例会「読影力を磨いてスキルアップ！」

　　　四肢領域・・（第三支部）埼玉医科大学病院
 高橋　　忍
　　　頭頸部領域・（第六支部）上尾中央総合病院
 金野　元樹
　　　胸部領域・・（第四支部）小川赤十字病院
 高井　太市
　　　腹部領域・・（第二支部）イムス三芳総合病院
 小田島明子
　　（イ）特別講演
　　　「みんなで創ろう！『やりがいのある仕事』
　　　　〜チーム医療と診療放射線技師の役割〜」
　　　講　師　　　上尾中央総合病院　　佐々木　健

（15）第 4回 3 地区役員会
　ア．開催日時：平成 27年 12月21日（月）18：30〜19：30
　イ．開催会場：埼玉医科大学病院　会議室
　ウ．参加人数：6人
　エ．内　　容：新年会、勉強会、地区総会について

（16）第三地区新年会
　ア．開催日時：平成 28 年 1月9日（土）19：00〜 21：00
　イ．開催会場：創作料理彩々（サイサイ）
　　　　　　　　埼玉県川越市脇田町 11-3 筋野ビル 2F
　ウ．参加人数：41 人
　エ．内　　容：会員の親睦を深める

（17）第 5回 3 地区役員会
　ア．開催日時：平成 28 年 3 月 1 日（火）
　イ．開催会場：埼玉医科大学病院　会議室
　ウ．参加人数：9人
　エ．内　　容： 次年度事業計画、勉強会、地区総会につ

いて
（18）第 3回 第三支部勉強会を開催
　ア．開催日時：平成 28年 3月18日（金）19：00〜 20：00
　イ．開催会場：ウェスタ川越　第 1会議室
　ウ．参加人数：40 人
　エ．内　　容：技師講演
　　（ア） 「当院のステレオガイド下乳房生検における

EnCor バイオプシープローブの使用経験」
 埼玉医科大学国際医療センター　宮崎　千晶
　　（イ） 「東芝 320 列 CT　Aquilion ONE Vision Edition

使用経験」
 埼玉医科大学国際医療センター　池野　裕介

（19）平成 27 年度 第三支部・地区定期総会
　ア．開催日時：平成 28 年 3月18日（金）20：00〜 20：40
　イ．開催会場：ウェスタ川越　第 1会議室
　ウ．参加人数：17 人
　　　（委任状提出 163 人：議長一任 163 人）
　本総会出席 17 人と委任状数 163 人、合計が 180 人とな
り第三支部会員数 234 人の過半数を超えており、埼放技三
地区会会則第 9条により本総会は成立。
　エ．内容：定期総会審議事項
審議 -1：平成 26 度事業報＿審議の結果承認
審議 -2：平成 26 年度決算報告＿審議の結果承認
審議 -3：平成 27 年度事業計画案＿審議の結果承認
　　（ア）勉強会
　　　1）第 1 回勉強会（平成 28 年 6 月 17 日 予定）
　　　2）支部合同勉強会（第2回）（平成28年 11月予定）
　　　3）第 3回勉強会（平成 29 年 3 月予定）
　　（イ）親睦会行事
　　　1）納涼会 （平成 28 年 7 月予定）
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　　　2）ボウリング大会 （平成 28 年 10 月予定）
　　　3）新年会 （平成 28 年 1 月予定）
　　（ウ）公益
　　　1）リレーフォーライフ川越 （平成 28 年 9 月予定）
　　　2）川越市健康まつり（平成28 年 12 月 11日 予定）
　　（エ）役員会・定期総会
　　　1）第 1回役員会　　　平成 28 年 6 月
　　　2）第 2回役員会　　　平成 28 年 9 月
　　　3）第 3回役員会　　　平成 28 年 12 月
　　　4）第 4回役員会　　　平成 29 年 3 月
　　　5）第三支部・地区定期総会平成 29 年 3 月
審議 -4：平成 28 年度予算案について＿審議の結果承認
審議 -5：平成 28 年度役員改選＿審議の結果承認
　　　・代表幹事　　：渡部　進一
　　　・副代表幹事　：吉岡　正樹
　　　・会計幹事　　：守谷　文貴
　　　・会計監査　　：今井　　昇
　　　・幹事　　　　：佐藤　正彦
　　　・幹事　　　　：佐藤　正康
　　　・幹事　　　　：小林　祐介
　　　・幹事　　　　：中田　智仁

第四支部
　会　長（支部理事）齋藤　幸夫
　副会長　　　　　　清水　浩和
　会　計　　　　　　大野　　渉
　役　員　　　　　　萩原　貴之　　新井　偉生
　　　　　　　　　　横田　文克　　高井　太市
　監　事　　　　　　山田　伸司　　関根　茂夫
（ 1）第 1回　支部役員会
　開催日時：平成 27 年 4 月 23 日（木）18：30 〜 20：00
　場　　所：深谷赤十字病院
　参 加 者：5人
（ 2）医療画像展（秩父保健センターまつり）
　開催日時：平成 27 年 6 月 7 日（日）10：00 〜 14：00
　場　　所：秩父市保健センター
　内　　容：骨密度測定、エコー、パネル展示、風船釣り等
　実行委員：12 人
　骨密度測定：352 人
　パネル展示：50 人
　スーパーボール釣り：200 人
（ 3）地域医療連携講演会
　開催日時：平成 27 年 6 月 22 日（木）18：50 〜 20：30
　場　　所：深谷赤十字病院　1F　多目的ホール
　講演内容：
　開会挨拶：深谷赤十字病院　院長　　　伊藤　博　先生
　座　　長：深谷赤十字病院　放射線科部長
　　　　　　湯浅　昌之　先生
　一般演題：「機器更新に伴う各モダリティーの紹介」
 深谷赤十字病院　放射線科部
　特別講演：
　　 「3 テスラMRI Discovery MR750wの使用経験－体幹

部領域を中心に－」
 大阪大学大学院医学系研究科
 放射線医学講座　堀　雅敏　先生
　閉会挨拶：深谷市・大里郡医師会
 副会長　谷口　章　先生
　参 加 者：94 人

（ 4）第 1回　支部勉強会
　開催日時：平成 27 年 6 月 25 日（木）18：30 〜 21：30
　場　　所：さくらめいと　第 1会議室
　講義内容：
　　「FUJIFILM最新ソリューション」
　　　富士フィルムメディカル株式会社
 MS部　東日本MSセンター　浅野　省二　氏
　　「FUJIFILM3Dワークステーションご紹介」
　　　富士フィルムメディカル株式会社
 3D営業技術グループ　長谷川　由香　氏
　　 「3D ワークステーション VINCENT によるアプリ実

践検証」当日展示予定機器：FPD（CALNEO Smart、
C/VG画像用 2M2面 /VINCENT）

　参 加 者：45 人
（ 5）第 2回　支部役員会
　開催日時：平成 27 年 6 月 25 日（木）21：30 〜 22：00
　場　　所：さくらめいと　第 1会議室
　参 加 者：7人

（ 6）山中隆二氏日本公衆衛生功労協会長表彰祝賀会
　開催日時：平成 27 年 6 月 27 日（土）19：00 〜
　場　　所：秩父市大宮 5911-1
　　　　　　ナチュラルファームシティ農園ホテル
　参 加 者：72 人

（ 7）平成 27 年度　第四支部　納涼会
　開催日時：平成 27 年 7 月 31 日（金）19：00 〜
　場　　所：旬彩ダイニング　浪漫　熊谷市宮前町 2-95
　参 加 者：58 人

（ 8）第 3回　支部役員会
　開催日時：平成 27 年 9 月 4 日（金）19：00 〜 19：30
　場　　所：深谷赤十字病院
　参 加 者：7人

（ 9）医療画像展（深谷市福祉健康まつり）
　開催日時：平成 27 年 10 月 25 日（日）10：00 〜 15：00
　場　　所：深谷ビックタートル・深谷市総合体育館
　内　　容：骨密度測定、パネル展示、風船釣りなど
　実行委員：10 人
　骨密度測定、パネル展示、モニター展示：402 人
　スーパーボール釣り：100 人

（10）第 2・3・4・6支部合同勉強会
　　　（第 2回　支部勉強会）
　開催日時：平成 27 年 11 月 14 日（土）15：00 〜
　場　　所：森林公園　四季の湯温泉ホテル・へリテイジ
　講演内容：
　　開会挨拶　所沢ハートセンター　大西　圭一
　　支部合同症例検討会
　　コメンテーター
 上尾中央総合病院　舘林　正樹
　　支部座長
 所沢ハートセンター　柴　　俊幸
 埼玉医科大学病院　　戸矢　雅人
 熊谷総合病院　　　　吉田　　敦
 指扇病院　　　　　　石川　直哉
　　「読影力を磨いてスキルアップ！」
　　四肢領域
　　　第三支部　　埼玉医科大学病院 高橋　　忍
　　頭頸部領域
　　　第六支部　　上尾中央総合病院 金野　元樹
　　胸部領域
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　　　第四支部　　小川赤十字病院 高井　太市
　　腹部領域
　　　第二支部　イムス三芳総合病院 小田島明子
　　チーム医療 座長
　　　埼玉医科大学総合医療センター 市川　賢一
　　「みんなで創ろう！『やりがいのある仕事』
 〜チーム医療と診療放射線技師の役割〜」
 上尾中央総合病院　佐々木　健
　　閉会挨拶 深谷赤十字病院　齋藤　幸夫
　　合同勉強会懇親会 司会進行　渡部　進一
　参 加 者：101 人
（11）平成 27 年度　第四支部　忘年会
　開催日時：平成 27 年 11 月 27 日（金）19：00 〜
　場　　所：キングアンバサダー熊谷
　参 加 者：73 人
（12）医療画像展（行田市健康フォーラム 2015）
　開催日時：平成 27 年 12 月 20 日（日）10：30 〜 16：00
　場　　所：行田市「みらい」ホール
　内　　容：骨密度測定、パネル展示など
　実行委員：8人
　骨密度測定、パネル展示、モニター展示：150 人
（13）第 3回　支部勉強会
　開催日時：平成 28 年 1 月 27 日（水）18：30 〜 21：00
　場　　所：さくらめいと 第 1 会議室
　講演内容：「東芝CT装置の最新情報
　　 〜 RSNA2015 で全米デビューを果たした Aquilion 

ONE ViSION FIRST Edition 〜」
　　東芝メディカルシステムズ株式会社
 関東支社　営業推進部　大西　輝法　氏
　　「当直中に撮影したCT症例報告Ver2」
 羽生総合病院　岡田　拓司
　　「読影の補助力UP講座
　　〜当直医とディスカッションできるようになろう〜」
 羽生総合病院　大野　　渉
　参 加 者：59 人
（14）第 4回　支部役員会
　開催日時：平成 28 年 1 月 27 日（水）21：00 〜 21：30
　場　　所：さくらめいと 第 1 会議室
　参 加 者：7人
（15）角田喜彦氏埼玉県保健衛生知事表彰祝賀会
　開催日時：平成 28 年 2 月 6 日（土）18：00 〜
　場　　所：熊谷市銀座 1-64
　　　　　　マロウドイン熊谷「飛天」
　参 加 者：92 人
（16）平成 27 年度　第四支部　監査会
　開催日時：平成 28 年 2 月 26 日（金）18：30 〜
　場　　所：熊谷総合病院
　参 加 者：8人
（17）第 4回支部勉強会・平成 27 年度第四支部総会
　開催日時：平成 28 年 3 月 24 日（木）18：30 〜 20：00
　場　　所：さくらめいと　第 1会議室
　講演内容：「胸部領域」
　　〜冠動脈CT検査で PTEが発見された症例〜
 小川赤十字病院　　高井　太市
　内　　容：定期総会
　参 加 者：53 人

第五支部
支部理事　矢崎　一郎
支部役員
　　　　　鈴木　　孝　　中村　禎二
　　　　　中村　正之　　岩井　悠二
　　　　　矢部　　智　　西山　史朗
　　　　　金子　初穂　　中嶋　幸孝
　　　　　眞壁　耕平　　矢作　悠馬

（ 1）支部情報交換会
　開催日時：平成 27 年 4 月 30 日（木）
　場　　所：草加市立病院 心臓血管センター 5F 講堂
　内　　容：
　　「心臓CTの基礎」
　　　船橋市立医療センター 医療技術部 放射線技術科
 石塚　瞬一
　　「心臓MRI の基礎」
　　　草加市立病院 放射線科 佐藤　広崇

（ 2）支部情報交換会
　開催日時：平成 27 年 5 月 28 日（木）
　場　　所：春日部市市民活動センター
　内　　容：
　　①もう当直業務は怖くない !! 〜基礎から学ぶCT検査〜
 越谷市立病院　放射線科
 関根　　貢
　　②頭部CT検査の基礎
 越谷市立病院　放射線科
 國井　琢矢
　　③TBT法を用いた 3DCT-Angio の使用経験
 越谷市立病院　放射線科
 矢部　　智
　　④ SIEMENS 社製MRI 装置Aera の初期使用経験
 越谷市立病院　放射線科
 高村　明宏

（ 3）支部情報交換会
　開催日時：平成 27 年 6 月 25 日（木）
　場　　所：春日部市市民活動センター
　内　　容：放射線技師に必要な ITの基礎
 春日部市立病院　放射線科
 矢崎　一郎

（ 4）支部情報交換会
　開催日時　：平成 27 年 7 月 31 日（木）
　場　　所：春日部市市民活動センター
　内　　容：『CTにおける金属アーチファクト』
 獨協医科大学越谷病院 放射線部
 郷久　将樹
　『磁化率アーチファクト ZEROを目指して』
 獨協医科大学越谷病院　放射線部
 大橋　一範

（ 5）支部情報交換会
　開催日時：平成 27 年 8 月 27 日（木）
　場　　所：春日部市市民活動センター
　内　容：「デジタルマンモグラフィ装置の技術情報」
 シーメンスジャパン株式会社
 大塚　恭一　氏

（ 6）支部情報交換会
　開催日時：　平成 27 年 10 月 1 日（木）
　場　　所：春日部市市民活動センター
　内　　容：
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　　①当院の救急科における急性腹症
 草加市立病院　放射線科
 丹野　　亮
　　②急性腹症のMRI
 草加市立病院　放射線科
 佐藤　広崇
　　③ Parallel Imaging の基礎
 草加市立病院　放射線科
 加藤　広一
（ 7）支部情報交換会
　開催日時：平成 27 年 11 月 26 日（木）
　場　　所：春日部市市民活動センター
　内　　容：
　　①当院における術前頭部 3D-CTAの現状
 越谷市立病院　放射線科
　 村本　圭祐
　　②肺動脈血栓塞栓症の CT撮影法と当院の工夫
 越谷市立病院　放射線科
 関根　　貢
　　③  CT検査の被ばく線量推定（WAZA-ARI v2 の使用

経験）
 越谷市立病院　放射線科
 矢部　　智
（ 8）越谷市民祭り
　開催日時：平成 27 年 11 月 6 日
　場　　所：越谷市役所庁舎内
（ 9）支部情報交換会
　開催日時：平成 28 年 1 月 28 日（木）
　場　　所：春日部市市民活動センター
　内　　容： 「新しい 1.5T-MRI装置【MAGNETOM 

Amira】のご紹介」
 シーメンスヘルスケア株式会社
 石川　啓介　氏
（10）支部情報交換会
　開催日時：日時：平成 28 年 3 月 24 日（木）
　場　　所：春日部市市民活動センター
　内　　容：「最新の PET-CT情報と読影環境」
 シーメンスヘルスケア株式会社 分子イメージング事業部
 寺田　泰陽　氏

第六支部
　会　長　（支部理事）　高嶋　　豊
　副会長　山口　　明
　監　事　濱守　　誠　　尾形　智幸
　学　術　川久保彰人　　藤巻　武義
　　　　　館林　正樹　　茂木　雅和
　広　報　仙波　　亮
　編　集　辻村明日香
　総　務　竹内　信行　　金原　幸二
　会　計　松田　繁尚　　徳田　光希
（ 1）地区役員会
　開催日時：平成 27 年 4 月 7 日（木）
　場　　所：さいたま赤十字病院
　参 加 者：11 人
（ 2）平成 27 年　第六支部第 1回定期講習会
　開催日時：平成 27 年 5 月 14 日（木）19：00 〜
　場　　所：指扇病院
　内　　容：

　　ア、『メーカー講演〜シーメンスCT』
　　イ、『一般撮影〜撮影のポイント』
　　　①頬骨撮影法
　　　　講　　師：丸山記念総合病院　高嶋　　豊
　　　②教科書に載っていない膝関節撮影法
　　　　講　　師：上尾中央総合病院　仲西　一真
　　　③小児一般撮影
　　　　講　　師：埼玉県立小児医療センター
 北井亜梨沙　　　
　参 加 者：45 人

（ 3）BLS 実技講習会
　開催日時：平成 27 年 6 月 19 日（金）19：00 〜
　場　　所：上尾中央総合病院看護研究センター 1F
　講師インストラクター：9人
　　上尾中央総合病院　藤井　紀明
　　上尾中央総合病院　中山　勝雅
　　上尾中央総合病院　岡村　聡志
　　上尾中央総合病院　吉村　和広
　　上尾中央総合病院　佐々木　健
　　上尾中央総合病院　矢島　慧介
　　上尾中央総合病院　舘林　正樹
　　上尾中央総合病院　藤巻　武義
　　埼玉医科大学総合医療センター　大根田　純
　参 加 者：27 人

（ 4）納涼会
　開催日時：平成 27 年 7 月 16 日（木）
　場　　所：カインドハウスKin 魚
　参 加 者：35 人

（ 5）地区役員会
　開催日時：平成 27 年 9 月 1 日（火）
　場　　所：さいたま赤十字病院
　参 加 者：11 人

（ 6）平成 27 年度　第六支部第 2回定期講習会
　開催日時：平 27 年 10 月 22 日（木）19：00 〜
　場　　所：丸山記念総合病院
　内　　容：
　　ア、『各施設の教育紹介』
　　　講　　師：8人
　　　　埼玉県立がんセンター 平野　幸夫
　　　　埼玉県立小児医療センター 金原　幸二
　　　　さいたま赤十字病院 鈴木　裕之
　　　　上尾中央総合病院 矢島　慧介
　　　　さいたま北部医療センター 竹内　信行
　　　　彩の国東大宮メディカルセンター 中村　哲子
　　　　指扇病院 仙波　　亮
　　　　丸山記念総合病院 高嶋　　豊
　参 加 者：45 人

（ 7）支部合同勉強会（2.3.4.6 支部）
　開催日時：11 月 14 日（土）
　場　　所：ホテルヘリテイジ熊谷
　参 加 者：100 人

（ 8）彩の国いきいきフェスティバル
　開催日時：平成 27 年 11 月 15 日（日）
　場　　所：埼玉県県民活動総合センター
　　　　　　〜放射線展〜パネル展示
　　　　　　被ばく相談 5人　骨密度測定 200 人
　実行委員：12 人
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（ 9）忘年会
　開催日時：平成 27 年 11 月 26 日（木）　19：00 〜
　場　　所：コリアンダイニングクオンズ
　参 加 者：30 人
（10）地区役員会
　開催日時：平成 28 年 1 月 14 日（木）
　場　　所：さいたま赤十字病院
　参 加 者：11 人
（11） 埼玉県診療放射線技師会第六支部・第六地区定期総会

及び第六支部第 3回定期講習会
　開催日時：平成 28 年 3 月 10 日（木）19：00 〜
　場　　所：埼玉県立がんセンター 4F講堂
　内　　容：
　①定期総会
　②第六支部第 3回定期講習会
　　ア、『製品紹介〜富士製薬工業株式会社』
　　イ、特別講演 『造影剤のリスクマネージメント』
　　講　　師：群馬大学大学院医学研究科放射線診断学
　　　　　　　核医学分野　教授　対馬義人先生
　参 加 者：50 人

9．研究会活動
（ 1）埼玉医用乳房画像研究会活動報告
　ア、画像の向こうの患者を診よう
　　1）第 40 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 27 年 4 月 21 日（火）
　　　参 加 者：31 人
　　2）第 41 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 27 年 5 月 19 日（火）
　　　参 加 者：29 人
　　3）第 42 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 27 年 6 月 16 日（火）
　　　参 加 者：35 人
　　4）第 43 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 27 年 7 月 21 日（火）
　　　参 加 者：39 人
　　5）第 44 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 27 年 8 月 18 日（火）
　　　参 加 者：23 人
　　　懇親会開催　参加者：22 人
　　6）第 45 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 27 年 9 月 15 日（火）
　　　参 加 者：18 人
　　7）第 46 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 27 年 10 月 27 日（火）
　　　参 加 者：30 人
　　8）第 47 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 27 年 11 月 17 日（火）
　　　参 加 者：26 人
　　9）第 48 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 28 年 1 月 19 日（火）
　　　参 加 者：19 人
　　　懇親会開催　参加者：16 人
　　10）第 49 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 28 年 2 月 23 日（火）
　　　参 加 者：24 人
　　11）第 50 回　症例検討会
　　　開催日時：平成 28 年 3 月 22 日（火）

　　　参 加 者：21 人
　イ、乳腺画像セミナー
　　開催日時：平成 28 年 2 月 7 日（日）
　　場　　所：さいたま赤十字病院　本館 5階　講堂
　　参 加 者：41 人
　ウ、第 23 回東京埼玉医用乳房画像研究会
　　開催日時：平成 27 年 9 月 27 日（日）
　　場　　所：さいたま赤十字病院
　　参 加 者：31 人
　エ、第 24 回東京埼玉医用乳房画像研究会
　　開催日時：平成 28 年 2 月 21 日（日）
　　場　　所：慶應義塾大学病院
　　参 加 者：15 人

（ 2）埼玉消化管撮影研究会活動報告
　ア、第 45 回　埼玉消化管撮影研究会
　　講　　師：柴田太、三浦洋敬、田中修二、今出克利
　　開催日時：平成 27 年 6 月 26 日（金）
　　場　　所：さいたま赤十字病院 5F 第 3 会議室
　　内　　容：ITEM　X線透視装置　最新情報、
　　　　　　　 動画を用いて症例の紹介、読影の abc　〜

上級者編〜
　　参 加 者：38 人
　イ、第 46 回　埼玉消化管撮影研究会
　　講　　師：西村正生、大森正司
　　開催日時：平成 27 年 11 月 12 日（木）
　　場　　所：さいたま赤十字病院 第 3 会議室
　　内　　容： 胃 X 線検査による 線検査による H.Pylori 

H.Pylori H.Pylori 感染診断アトラス 、さ
いたま赤十字病院の消化管動画マニュアル

　　参 加 者：44 人
　ウ、第 47 回　埼玉消化管撮影研究会
　　講　　師：入口陽介、今出克利、大森正司
　　開催日時：平成 28 年 1 月 17 日（日）
　　場　　所：さいたま赤十字病院　本館 5階　講堂
　　内　　容： 上部消化管の読影と病理、上部消化管撮影

技術、精密検査法およびレポート作成
　　参 加 者：45 人
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平成 27 年度（公社）埼玉県診療放射線技師会理事会審議事項

1 ．平成 26 年度事業報告について審議し総会に提出することを承認した。（議案書番号：理 -1）（承認）
2．鈴木正人埼玉県議会議員候補推薦状の発行について審議し承認した。（議案書番号：理 -2）（承認）
3．鈴木聖二埼玉県議会議員候補推薦状の発行について審議し承認した。（議案書番号：理 -3）（承認）
4． 叙勲、関係団体表彰推薦者及び埼玉県診療放射線技師会永年勤続表彰者、功労賞表彰者について審議し承認

した。（議案書番号：理 -4）（承認）
5．新入会員について審議し承認した。（議案書番号：理 -5）（承認）
6．平成 26 年度決算書について審議し総会に提出することを承認した。（議案書番号：理 -6）（承認）
7．平成 26 年度補正予算（案）について審議し承認した。（議案書番号：理 -7）（承認）
8． 平成 27,28 年度　会長、副会長、常務理事の選任について審議し承認した。（議案書番号：理 -8）（承認）
9． 深谷市福祉健康まつりへの参画およびのぼり貸出について審議し承認した。（議案書番号：理 -9）（承認）
10．新入会員について審議し承認した。（議案書番号：理 -10）（承認）
11． 第 7 回 CT 認定講習会入門編および取得者向け講習会の開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -11）

（承認）
12． 第 24 回参議院議員選挙における畦元将吾氏への推薦状の発行について審議し承認した。（議案書番号：理

-12）（承認）
13． 第 41 回越谷市民祭りへの参画およびパネル貸出について審議し承認した。（議案書番号：理 -13）（承認）
14． 浦和区健康まつりへ参画および骨密度装置・のぼりの貸出について審議し承認した。（議案書番号：理 -14）

（承認）
15．第 29 回川越市健康まつりへの参画について審議し承認した。（議案書番号：理 -15）（承認）
16． リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2015 川越への参画およびパネル・のぼり等の貸出について審議し承認し

た。（議案書番号：理 -16）（承認）
17．「記者バンドブック」購入について審議し承認した。（議案書番号：理 -17）（承認）
18．第 2回 DR計測セミナー開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -18）（承認）
19．乳腺画像セミナー開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -19）（承認）
20．第 4回 Freed セミナー開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -20）（承認）
21．救急ケーススタディ開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -21）（承認）
22．胸部認定講習会開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -22）（承認）
23．平成 27 年度MRI 基礎講習会開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -23）（承認）
24． 平成 27 年度第 15 回上部消化管認定講習会の開催について審議し承認した（議案書番号：理 -24）（承認）
25．第 7回 CT認定講習会開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -25）（承認）
26．新入会員について審議し承認した（議案書番号：理 -26）（承認）
27． 行田市市民フォーラム 2015 への参画およびパネル・骨密度装置の貸出について審議し承認した。（議案書番

号：理 -27）（承認）
28． 彩の国いきいきフェスティバルへ参画およびパネル・骨密度装置の貸出について審議し承認した。（議案書番

号：理 -28）（承認）
29． リレー・フォー・ライフ・ジャパンでの被ばく相談・医用画像展の追加開催および追加予算について審議し

承認した。（議案書番号：理 -29）（承認）
30． 平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会での抄録集およびポスター依頼会社について審議し承認し

た。（議案書番号：理 -30）（承認）
31．会員施設への医用画像展パネルの貸出について審議し承認した。（議案書番号：理 -31）（承認）
32． 埼玉放射線へのホームページ二次元バーコード記載に関して審議し承認した。（議案書番号：理 -32）（承認）
33．新入会員について審議し承認した。（議案書番号：理 -33）（承認）
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34． 技師会事務所・倉庫の修繕及びリフォームに関し、内容と予算について審議し承認した。（議案書番号：理
-34）

35．平成 27 年度役員研修会の平成 28 年 2 月開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -35）（承認）
36．新入会員について審議し承認した（議案書番号：理 -36）（承認）
37．新井俊吉氏の名誉会員への推薦について審議し承認した。（議案書番号：理 -37）（承認）
38．技師会事務所の修繕について審議し承認した。（議案書番号：理 -38）（承認）
39． 第 19 回秩父市保健センターまつりでの医療画像展開催に関して、予算および骨密度装置、展示パネル等の貸

出について審議し承認した。（議案書番号：理 -39）（承認）
40． 第 5 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -40）

（承認）
41．新入会員について審議し承認した（議案書番号：理 -41）（承認）
42．会費規程変更について審議し承認した。（議案書番号：理 -42）（承認）
43． 平成 28 年度埼玉県診療放射線技師会収支予算について審議し承認した。（議案書番号：理 -43）（承認）
44．平成 28 年度事業計画案について審議し承認した。（議案書番号：理 -44）（承認）
45．フレッシャーズセミナー開催について審議し承認した。（議案書番号：理 -45）（承認）
46．編集情報企画班設置について審議し承認した（議案書番号：理 -46）（承認）
47．技師会事務所配管修繕実施について審議し承認した。（議案書番号：理 -47）
48．新入会の承認について審議し承認した。（議案書番号：理 -48）
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平成 28 年度事業計画（案）
画像診療のコーディネーター

　平成 22 年 4 月 30 日、各都道府県知事宛に厚生
労働省医政局長から医療スタッフの協働・連携に
よるチーム医療の推進についての通達があったこ
とはご承知の通りである。診療放射線技師に関す
る項目は 2つであり①画像診断における読影の補
助を行うこと。②放射線検査等に関する説明を行
うことである。
　この通達が出されてからすでに 6 年が経過し
た。今から 4 年後の 2020 年東京オリンピックが
開催される年には 10 年経過する。つまり「読影
の補助」は過去のものであり、次に何を目標とし
ていくのかを考えなくてはならない。
　ビジネス形態には、「受け身型ビジネス」と

「提案型ビジネス」がある。受け身型ビジネスと
はその名の通り、顧客から依頼された仕事をこな
すのみのビジネススタイルである。例えば、客が
パソコンを購入するとしよう。一人の店員は、客
に言われた通りのパソコンを提供したとする。し
かし、客は購入した後で、自分の要望とパソコン
のスペックが異なっており、別途パーツを買い後
付けしたという話は時々聞く。それに対し、もう
一人の店員は顧客のニーズと予算を聞き、客に必
要なパソコンのスペックを提案したとする。客に
とって、どちらの店員を信頼するかは明らかであ
る。さらに付け加えれば、数年先まで考え、松竹
梅の 3 種類程度の提案ができれば申し分がない。
受け身型ビジネスと提案型ビジネスでのスタイル
の違いにより、店員と客の関係が大きく異なるこ
とが分かる。前者は店員と客の間に上下関係が生
まれ、後者は対等な立場となり、客からすれば店
員はパソコンを購入する際の大切なパートナーな
のである。
　では、この 2人の店員には違いが 3つある。一
つは仕事を依頼してくれた人に喜んでもらいたい
という思いである。二つ目はパソコンにおける知

識量である。この知識は技術だけでなく、客が利
用する場面まで落とし込める知識量ということに
なる。いくら知識があっても客のパソコン使用状
況が快適にならなければ意味がない。三つ目は対
話力である。客の要望を聞き提案をする際、押し
つけがましい提案や上から目線の提案では逆効果
になる。
　私たち診療放射線技師は診療科からの検査依頼
を受け、情報量の多い画像を提供するのが仕事で
ある。診療科の医師にとって必要な情報とは質的
診断を目的としているのか、質的診断は他院で済
んでおり、治療方針の決定のためなのか、また経
過観察のためなのか。原因そのものが不明で病名
を絞るためなのか。目的により検査の方法や検査
範囲はおのずと異なってくる。さらには、患者の
年齢や生活状況によっても異なる場合もある。ま
た病棟や外来の事情により、異なることもあるだ
ろう。それらの全てを考慮し、私たちが必要に応
じ、検査の提案をしていくスキルが必要なのであ
る。
　では、検査の提案は誰にするのか。それは検査
の依頼医であり、患者であり、同じ病院のメディ
カルスタッフである。診療放射線技師の「提案型
ビジネス」を実現させるためには、多くの知識と
経験、人間性が求められる。そして医療の主役で
ある患者に必要とされる診療放射線技師になるた
めには、提案型ビジネスとして画像診療のコー
ディネイトができる人材が求められている。
　そのために必要な知識とは、装置の管理、物理特
性の理解、検査精度の管理、読影力、臨床的な知
識、患者および家族の心理、人生経験などである。

　読影の補助とは、すでに過去のモノであり、本
来の目的である画像診療のコーディネーターを目
指さすことが求められている。
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1．職業人としての質の向上

　（ 1 ） 学術大会・認定講習会・セミナーの定期
開催

　　ア．埼玉県診療放射線技師学術大会
　　イ．胸部撮影認定講習会
　　ウ．上部消化管検査認定講習会
　　エ． フレッシャーズセミナー（SART セミ

ナー）
　　オ．放射線技術部門マネジメント・セミナー
　　　　 （医療安全、接遇・クレーム、医療経営、

人材育成）
　　カ．CT認定講習会
　　キ．MRI 基礎講習会
　　ク．乳腺セミナー
　　ケ．DR計測セミナー
　　コ．救急撮影ケーススタディー
　　　　（日本救急撮影技師認定機構との共催）
　　サ．読影力向上のための講習会
　　　　（支部開催セミナー）
　　シ．業務拡大に伴う統一講習会
　（ 2 ）会員講師の育成と体制づくり
　（ 3 ） 他県診療放射線技師会や他団体との合同

講習会企画推進
　　ア． 関東甲信越診療放射線技師学術大会への

協力
　　イ． 埼玉県医師会主催事業への支援
　　ウ． 埼玉臨床画像研究会への協力
　　エ． 日本放射線技術学会関東部会との合同企画
　　オ． 日本診療放射線技師会との合同開催企画
　　カ． 各認定機構との合同企画（埼玉開催の推

進）

2．組織運営に関わる事業

　（ 1）行政との連携
　（ 2）入会促進事業の強化

3．公益目的事業

　（ 1） 学術情報の提供　刊行誌「埼玉放射線」
の発刊

　（ 2）市民公開講座の開催
　（ 3）地域自治体主催事業への参画
　（ 4）医療画像展の開催と支援
　（ 5）県民向けホームページの充実
　（ 6）医療被ばく相談の迅速な対応
　（ 7）公立学校における放射線教育の担務
　（ 8）技師会事務所近隣住民に対する公益事業

4．編集・情報

　（ 1）本会会誌「埼玉放射線」の充実
　（ 2）診療放射線技師向けホームページの充実
　　ア． 各講習会、セミナー、イベントなどの迅

速な広報
　　イ． 学術データベースの充実
　（ 3）メールマガジンの有効利用

5　その他

　（ 1）他職種の職能団体との連携
　（ 2）技師会事務所長期修繕計画の立案
　（ 3） 日本診療放射線技師会・他県技師会への

協力
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　このたび、平成 27 年度公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰を拝受致しました。
　平成 28 年 3 月 8 日、ビシッとスーツを着込んで職場へと向かい、14 時からの式典に備えておりました。
12 時を過ぎたころ電話があり、緩和ケア病棟に入院中の義父が息を引き取ったことを知らされました。1
年前まで一緒にゴルフをしていたくらい元気だった義父の命日と、表彰式が重なるという、忘れることの
できない日となりました。
　表彰式を欠席し、この原稿を書いている今も表彰状が手元にないので写真を載せることもできません
が、厚労省の Press Release には「多年にわたり公衆衛生事業のために献身的活動を続け、その功績が特
に顕著であり、その事業に携わる者の模範となる者を表彰するものである」と書かれています。診療放射
線技師として 31 年間働き、技師会の理事も長くやっておりますが、診療放射線技師の模範といえるかと
問われたら、そんな自信は全くありません。昨年、義父に Stage Ⅳの大腸がんが見つかり、その後の治療
について相談されましたが、自分は病気のことや治療のこと、チーム医療のことも意外と知らないことを
痛感しました。病気を患っている人を多く見てはいますが、治療の甲斐なく亡くなっていく人を見届ける
ということはほとんどありません。そんな中、緩和ケア病棟の看護師の方々の献身的な対応には頭が下が
る思いでした。自分がうわべだけの医療スタッフに思えてくるほどでした。今回の受賞は、これを機に
もっともっと知識を深めなさいという義父からのメッセージのように思えてきました。
　最後に、表彰に当たりご推薦いただいた本会、田中会長はじめ、理事、表彰委員の方々に深く感謝申し
上げます。

公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰を受賞して

JCHOさいたま北部医療センター
堀江　好一
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　このたび、平成 28 年 3 月 8 日大手町サンケイプラザホールにて、一般財団法人日本公衆衛生協会会長
表彰を受賞させていただきました。この名誉ある表彰を受賞するに当たり、公益社団法人埼玉県診療放射
線技師会の役員・会員の皆さま、そして職場のスタッフに深く感謝申し上げます。受賞に当たり、芦葉理
事より話を聞き辞退を伝えましたところ、田中会長より直接電話がありました。しかし、私以上に受賞に
ふさわしい諸先輩方がいるのではと辞退を申し入れましたが、表彰委員会の強い推薦であるとのことで、
名誉ある受賞を頂くことに致しました。
　しかし、技師生活 40 年、受賞に値する仕事をしてきたかと今でも思い起こす次第です。受賞功績とし
て『診療放射線業務を通じて地域住民の健康維持に尽力』とありますが、間接的に尽くしたのかなと思っ
ています。また『診療放射線技師の育成指導に尽力』とありますが、特別に育成指導を行ったとは思って
いません。当院の今までのスタッフに恵まれ、歴代の技師会役員の方々や会員の方々に多少なりにも名前
を覚えてもらったのが、私の財産であり、受賞に結びついたものと思っております。ありがとうございま
す。
　最後に、公益社団法人埼玉県診療放射線技師会のますますのご発展と会員皆さまのご活躍、ご健勝をご
祈念申し上げます。

公衆衛生協会会長表彰を受賞して

丸山記念総合病院
濱守　誠
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　表彰式は平成 28 年 3 月 8 日、大手町サンケイプラザにて「公衆衛生事業功労者厚生労働大臣賞」、「公
衆衛生事業功労者一般財団法人日本公衆衛生協会会長賞」「地区衛生組織活動功労者一般財団法人日本環
境保健活動団体連合会会長賞」と 3つ合同で行われ、それぞれの賞一人一人が紹介された後、代表者に表
彰状と記念品が手渡されました。表彰式には、主に看護職の年配の方が多く参加されていました。このよ
うな中、診療放射線技師でまだまだ若輩ものの私が、頂いてもいいものかとも思いました。この年齢まで
長く診療放射線技師として仕事を続けてこられたこと、また技師会活動を続けることができたこと、全て
において家族、同僚、技師会役員の皆さまのご理解とお力添えがあって受賞できたものと感謝の念に堪え
ません。これからも診療放射線技師の一人として、今回の受賞に恥じないよう日々の仕事に、技師会活動
に従事していきたいと思います。
　最後になりましたが、本賞受賞に当たり公益社団法人埼玉県診療放射線技師会会長さまにおきまして
は、ご推薦いただき誠にありがとうございました。この場をお借りしてお礼申し上げます。

公衆衛生協会会長表彰を受賞して

埼玉県済生会川口総合病院
結城　朋子
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「県立高校放射線特別授業」

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　会長　田中　宏

　平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災に伴う原子
力発電所の事故をきっかけに、文部科学省から放
射線に関する副読本が各学校へ配布された。連日
聞きなれない言葉がマスコミで飛び交い、その分
かりにくい専門用語が国民へ大小の不安を与え
た。これまで、放射線に関する知識を学ぶ機会が
ほとんどなかったことが原因であり、現在は多く
の学校で放射線に関する副読本を使用し、学校ご
とで放射線に関する授業を行っている。
　学校教育の現場では、主に理科の教員が対応を
しているが、学校によっては外部からの講師を招
聘しており、その放射線特別授業を請け負う団体
や組織は多数存在する。
　埼玉県診療放射線技師会は職能団体であり、法
人の目的は埼玉県民のためにある。これまで県民
に対する放射線啓蒙活動として学術大会における
市民公開講演、各市町村や医師会で開催される健
康祭りへの参加、各市民団体による放射線に関す
る講演、これらに伴う被ばく相談などを行ってき
た。今回、埼玉県診療放射線技師会が放射線特別
授業に参加することは、学校の正式な授業の一環
として、診療放射線技師が教壇に立ち、放射線に
関する最も身近な専門家として教鞭を持つこと
は、学生にとっても有効だと考えている。
　この事業計画を進めるに当たり、学校へ直接依
頼をする方法と教育委員会へ依頼をする方法があ
るが、本会では後者の方法を選択した。その理由
は、教育委員会へ直接訪問し、本会の事業説明や
放射線特別授業へ参加する趣旨、内容を説明し理
解をしていただいた。放射線はデリケートな分野
であり、政治的な意図がないということを理解し
ていただくことが大切である。学校側も埼玉県診
療放射線技師会が教育委員会で説明を行っている
ということが、埼玉県診療放射線技師会に対して

の信頼へつながる。
　この事業は公益事業ということで、埼玉県から
は無料で受けている。講師は本会会員で委員会を
設置し、その中で必要な知識、講義の方法を習得
した診療放射線技師から講師選出規程に基づいて
派遣される。一般の方々への放射線の説明は、学
会や研究会での講義の内容とは大きく変わる。そ
して患者、一般市民、また学生への講義ではそれ
ぞれ説明に使う用語や方法は異なる。また授業の
講義を受け持つには、質問や疑問の範囲は多岐に
わたるため、幅広い時事問題や一般常識も必要に
なる。これまで本会から数多くの講師にご協力い
ただいているが、診療放射線技師としてだけでは
なく、社会人として勉強になったというコメント
を頂いている。
　本事業は平日に学校で講義する必要があり、特
定の講師に負担がかからないよう、数多くの会員
に講師として参加していただき、事業を拡大して
いきたいと考えている。現在は県立高校だけに
限っているが、今後、講師が増えれば、将来は中
学校や小学校にも拡大していきたいと考えてい
る。
　興味を持たれた会員の方がおりましたら、お近
くの役員や埼玉県診療放射線技師会へお問い合わ
せをいただければ幸いである。
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「放射線について考える」特別授業の講師を担当して

東松山市立市民病院　工藤　安幸

1．はじめに
　今回の「特別授業」について振り返ると、公益
社団法人埼玉県診療放射線技師会の小川清前会長
から、すでに抱いていたその構想の話をされたこ
とに始まる。確か平成 24 年度の埼玉県診療放射
線技師学術大会の時に協力を依頼され、とても有
意義で大切な活動だと共感したことを覚えている。
　私事ではあるが、原発事故が起きた平成 23 年
3 月以降、特別授業を行うまでの間に、自治体職
員、地域健康推進員、病院職員、小学校 PTA、
保育士、地域医療職の研修会や県民公開講座の場
で、「わかりやすい放射線・放射能の話」の講演
の経験があった。
　この時期、自治医科大学 RI センターの菊地透
氏は、医療防護連絡協議会発行の医療放射線防護

（No.71，31-38，2015）の中で、「医療関係者に対
する放射線防護に関する教育訓練」と題し、「わ
が国の放射線教育は、義務教育の小学校・中学校、
さらに高校・大学教育においても、長い期間実施
されていない。 また医療関係者への放射線防護の
教育訓練に対してもほとんど実施されていない。
今回の福島原発事故災害を契機に、最近、義務教
育・高等教育課程においての放射線教育が勧めら
れている。しかし、現状では放射線教育を行う教
師の人材不足が課題となっている」と述べていた。
　また当時、東京電力（株）の HP 上で示されて
いた資料（平成 25 年 6 月 27 日付）によると、

〔福島第一原子力発電所 1 〜 4 号機の廃炉措置等
に向けた中長期ロードマップ〕として、「廃炉作
業は、使用済燃料貯蔵プールの燃料や原子炉内部
に溶け落ちた燃料を回収してから進められること
になり、作業完了までは 30 〜 40 年かかると考え
られています」とあった。
　これらのことから、近い将来の社会を担う高校
生に、放射線に関する正しい知識を身に付けても

らうために、高校生を対象に分かりやすい出前授
業「放射線について考えよう」を行うことが、田
中宏会長の下決定された。
　平成 26 年に特別授業運営委員会が結成され、
そのメンバーとなった私は、第 2 回目として、6
月 10 日に、埼玉県立川越西高校の授業を担当し
た。

2．授業報告
　この高校に伺って、複数台の放射線測定機器を
所有していたのに驚かされた。実は放射線を実感
として捉えてもらうために、GM サーベイメータ
を持参していたからである。担当教諭は放射線に
詳しい先生で、原発事故後、雨どいの排水溝付近
の線量測定を行っていたという。一部の生徒はも
ともと、比較的理解度が高く、私が例え話を交え
て丁寧に解説した講義は、むしろ物足りなさを感
じさせてしまったようであった。
　これまで講演などで、関心のある人たちの前で
話をする機会が多かった私には、今回の授業とい
う場面では、関心や理解度の違う生徒たちに、限
られた時間内に分かりやすく説明しなければなら
ず、率直に学校教育の難しさも感じられた。ただ
知識を吸収する年齢の真っただ中にいる高校生た
ちに、説明した内容を素直に受け入れてもらえた
ことは、私にとってとても貴重な経験になった。
　授業後に行ったアンケートで、感想のコメント
の中からいくつかを以下に示した。

○今回の授業はとても良く、勉強になりました。
もう少し時間を多く取れれば、もっと多くのこと
を学べると思います。
○最初は放射線は恐ろしいイメージが大きかった
が、今回の話を聞いて、放射線全てが恐いわけで
はない、ということが分かったので安心です。
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○放射線の話は例えがあって分かりやすかった。
○放射線は兵器とかだけでなく、医療の分野に使
われていたことにビックリした。これからも新し
い使い方を発見してほしい。
○放射線は使い方によっては、この世界の発展に
もつながり、便利な世の中になるということと、
とても恐ろしいものにもなるということ、という
放射線の二面性が知れてよかった。とても勉強に
なってよかった。
○知っていることも結構多かったと思いました。
いかにメディアが原発を、恐れ怖がらせているか
が分かりました。
○放射線については知っていることが多くつまら
なかったです。ですが病院での放射線の扱いにつ
いては詳しい使い方など、新しい事が学べて面白
かったです。
○食べ物の中にも放射性物質が含まれているのに
驚きました。今までは放射能を浴びると危ないと
いわれてきましたが、まず放射能とは、作用とい
う意味だったのを初めて知りました。また、がん
の影響があまりないということで、少し不安がな
くなりました。
○原発事故の時から、インターネットやTVなど
で情報を得ていたので、さほど不安には思ってい
なかったが、今回の話で情報の信ぴょう性も持つ
ことができました。これからもしっかり情報を得
て冷静に対応していきたいと思いました。
○放射線によるがんの発生率は、そこまで高くな
いということに安心しました。さらに発生率を下
げるためにも、健康な身体作りを心掛けようと思
います。放射線についてたくさんのことを知れ
て、とても勉強になりました。

　授業後に担当教諭から「事前に知識がない生徒
たちにも大変丁寧に講義していただき、たくさん
のことを学ぶことができました」とお礼のメール
を頂いた。

3．まとめ
　生徒の理解度には個々に相応の差があり、事前

に先生と十分に打ち合わせすることが重要である
と感じた。また講義の前後で生徒にアンケート調
査をするので、1 コマ 45 分の授業では実質 35 分
と短く、説明する内容を厳選する必要がある。
　事故当時は、連日のようにニュースや新聞など
に取り上げられ、本も多数出版された。それによ
り多くの国民は理解が深まったと推測される。
　事故から 5年の年月がたち、現在の高校生は当
時小学校の高学年で、今後は低学年の世代が高校
生になっていく。
　昨今、世論の関心がやや薄れつつある中で、し
かし、廃炉などに関わる社会的な影響が、この先
数十年も続くことを考えると、私たち埼玉県診療
放射線技師会が公益社団法人として、この「特別
授業」の活動を継続的に行っていく必要性は大き
いと考えている。
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「放射線特別授業に講師として参加して」

埼玉県済生会栗橋病院　内海 将人

1．参加のきっかけ

　私は平成 26 年度より埼玉県診療放射線技師会
公益委員として会務に携わっている。平成 27 年
度より放射線特別授業運営委員会が公益事業の一
環として、公益委員会下に組織されたことをきっ
かけに、特別授業准講師育成講習へ参加させてい
ただいた。その結果、准講師、講師として 2 度、
高校へ派遣された。

2．准講師として県立常盤高校へ

　県立常盤高校は、埼玉県唯一の看護師養成高等
学校である。2コマの授業時間を与えていただき、
時間にゆとりのある授業が開催できた。私は准講
師として講師の補助と「診療放射線技師の仕事と
は」をテーマにした。学生にとってあまり馴染み
のない職業であろうから、少しでも画像診断を身
近に感じてほしいと考え、当院で使用しているレ
ントゲンフィルム、バリウムや CT 用ヨード造影
剤シリンジ（図 1.2）を持参した。医療現場で実
際に使用している道具を手に取って、触る、見
る、という経験が、一番診療放射線技師を間近に
感じることができるのではないか、という考えか
らであった。学生はそれぞれ手に取って実際に触
れながら、フィルムを見ながら講義を熱心に聞い
ていた。看護師養成校という校風から参加された
女生徒が 9割を占めており、一つのトピックへの
反応が大きかったのが印象的であった。高校生へ
の授業ということで講義を始める前は非常に緊張
していたのだが、いざ話し始めてみるとスラスラ
と話すことができた。

3．講師として県立川越西高校へ

　県立川越西高校へは講師として派遣された。講
師は「放射線について考えよう」という基本テー
マを基に講義する。この内容は、文部科学省が
2015 年に発刊した「中学生、高校生のための放
射線副読本〜放射線について考えよう〜」の内容
に準拠しつつ、講師のオリジナリティを入れるこ
とも許されている。各高校から特別授業依頼時に

「このような内容を学生に教えてほしい」という
テーマが与えられることがあり、今回は「放射線
の人体への影響」に重きを置いて話してほしい、
という依頼であったため、その意向に沿ったスラ
イド作りを心掛けた。単純な文字の羅列だけで

図 1．持参したバリウム製剤とヨード造影剤

図 2．持参した頸椎XP
（筆者が交通事故時に撮影したもの）
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は、飽きられてしまうと思い、霧箱を撮影した動
画（図 3）を流し、放射線を言葉だけではなく見
ることで理解を促そうと試みた。またなるべく学
生が興味を引きそうな身近な話題から、伝えたい
テーマを説明するというように、自分の身に起
こっていることを感じて考えてもらうよう、飽き
のこない工夫を凝らした。授業当日は雨だったた
め、教室の窓が閉じられていたので「この教室に
は壁からラドンという放射線物質が放出されてい
ると思われ、窓が閉じられている現在では、外よ
りも被ばく量がわずかに多くなります（図 4）」
と説明すると、学生は驚いた表情を見せていた。
依頼された教諭が学生に対し、放射線についての
予習プリントを配布してくださっていたこともあ
り、スムーズな授業が開催できた。

4．出張授業の有効性と将来

　放射線や被ばくに関しては、高校の教員でも理
解し説明や教育することが難しい領域であり、そ

れらのスペシャリストであるわれわれが分かりや
すく説明することで、理解しやすいのではない
か。出張授業中に教諭からの質問も何度かお答え
した。また将来の高齢化社会を踏まえ、医療や介
護業界のニーズは増加傾向であり、数年後の医療
業界を目指す学生へ現状やアドバイスなどが見込
めるなど、実際に病院、医療現場で働いている診
療放射線技師から話を聞けることは高校側にとっ
てメリットといえる。技師会としても診療放射線
技師という職業を知ってもらえるというメリット
がある。今後も本活動を継続していくことは、診
療放射線技師会にとっても学生にとっても有用で
あると考える。

5．最後に

　講師、准講師として貴重な体験の機会を与えて
くださいました放射線特別授業運営委員会の皆さ
ま、埼玉県診療放射線技師会の皆さまに深くお礼
を申し上げます。

図 3．霧箱の動画スライド

図 4．ラドンは部屋の壁などからも放出されている
ことを説明するスライド
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「放射線特別授業講師の体験談」

深谷赤十字病院　成田　麻美

1．はじめに
　今回は出張特別授業でどのような授業をした
か、またその体験談を書くことになっています
が、授業の内容は経験豊富な他の先生方が説明し
てくださると思いますので、私は体験談の方に重
心を置いて書かせていただこうと思います。

2．准講師候補者講義
　この特別授業の活動は、埼玉県診療放射線技師
会（以下、埼放技）第 4支部の会長であり、当院
の大先輩でもある齋藤さんに教えていただいて初
めて知りました。その時に講師の募集をしている
から、興味があるなら参加するよう勧めていただ
きました。技師歴 6年目の技師としても、人とし
てもまだまだ未熟で、大役を果たせる自信もあり
ませんでしたが、放射線について一般の方々に広
く知ってもらうお手伝いを微力ながらできればと
思い、立候補しました。また恥ずかしながらあが
り症で発表も不慣れなため、それらの克服も密か
に重大な目的の一つと考えていました。
　さて、講師として教壇に立つためには、まずは
公益委員会の主催する勉強会に参加し、准講師候
補として登録します。次に正講師の先生に付き添
い実際に「診療放射線技師のお仕事」の授業を行
います。その様子は録画され、録画した授業につ
いて後日委員会で講評を受け、正講師と認定され
ます。
　私の場合、いきなり准講師として授業を行うの
はハードルが高く、依頼してくださった高校にあ
まりに申し訳なく思えたため、お願いをして授業
の見学からにさせていただきました。
　お邪魔したのは、看護師養成高校である常盤高
校で、間に休憩をはさんだ 90 分の授業でした。
その時の正講師は上尾中央総合病院の佐々木さ
ん、准講師は済生会栗橋病院の内海さんでした。

授業の流れは何となく理解できたものの、佐々木
さんも内海さんも生徒さん達の心を鷲掴みにして
いたので、私には無理では・・・？と返って不安
も大きくなってしまいました。

3．准講師
　そのおよそ半年後の平成 27 年 5 月上旬、准講
師のご依頼をいただき、せっかく来たお話しです
ので、有難く受けさせていただきました。6 月上
旬に、川越西高校で「診療放射線技師のお仕事」
について授業が決定しました。しかし、上手くま
とめることができず、内海さんの授業スライドを
使わせてもらいました。さらに当日は、緊張と不
安で、何をどう話したのかほとんど覚えていない
のですが、内海さんがフォローしてくださったお
かげで、何とか無事に終えることができました。
後日の委員会でも推してくださり、正講師として
認定していただいたのですが、人に伝えることの
難しさと自身の力不足を痛感したので、もっと知
識と理解を深めなければならないと感じました。

4．講師
　そして正講師として授業をしてみないかと、丸
山記念総合病院の芦葉さんに誘っていただき、平
成 27 年 11 月 27 日に寄居城北高校で「放射線」
について授業することが決まりました。授業を受
けてくださるのは看護師志望の 15 人の生徒さん
たちです。スライドを作成するに当たり、他の先
生方の授業スライドやアドバイスをたくさん頂い
て、何とか完成しました。ですが、あれもこれも
と詰め込んでしまい、30 分の授業時間に対して、
スライド枚数が 50 枚を超えてしまいました。時
間厳守は絶対ですから、30 分以内に収まるよう
に何度も練習をしましたが、不安を残したまま当
日を迎えてしまいました。
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　授業は午後からだったので、お昼少し前に仕事
を抜けさせていただき、寄居城北高校に向かいま
した。食事もまともにできないほど緊張しきってい
ましたが、合流した芦葉さんの落ち着いた態度と
優しい笑顔と言葉に励まされて校舎に入りました。
　授業がいざ始まると、やはり緊張して余裕など
皆無でしたが、生徒さん達が私の拙い話をしっか
り聞いてくれて、反応を返してくれて、理解しよう
としてくれて、スムーズにとはいきませんが、何と
か授業を終えることができました。続けて芦葉さ
んが「診療放射線技師のお仕事」について授業し
たのですが、生徒さん達の反応を見ながら、それ
に応えるように授業をしていく様子がお手本を見
せていただいているようで、とても勉強になりまし
た。スライドの一例を図1〜図 4に掲載します。

5．さいごに
　今回の授業も成功したとはとてもいえません
が、授業時間（制限時間）に合わせて何パターン
かスライドを用意しておくこと、スライドに対し
て原稿を作らないなどアドバイスをいただきまし
た。今後も、より分かりやすい授業を生徒さんに
提供できるように研鑽を重ねて、放射線について
正しく知ってもらうためのお手伝いや、興味の
きっかけになれればと思います。
　最後に、アドバイスやサポートをしてくださっ
た諸先生方や、私が授業に行くことを快く送り出
してくださる当院のスタッフに、この場を借りて
厚くお礼申し上げます。

図 1．

図 2．

図 3．

図 4．
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「特別授業「放射線について考えよう」アンケート評価」

丸山記念総合病院　芦葉　弘志

1．【はじめに】
　埼玉県診療放射線技師会（以下、技師会）で
は、福島第一原子力発電所事故により文部科学省
から配付されている「放射線に関する副読本」を
使用して、平成 26 年度より放射線啓蒙活動の一
環として放射線特別授業運営委員会を組織し「放
射線について考えよう」の特別授業を県立高等学
校で行っている。

2．【目的】
　特別授業の際、生徒に対しアンケート調査を
行った。この授業が有用であったか検討をする。

3．【方法】
　平成 26 年 4 月より平成 27 年 3 月までに 3 校 4
授業を行った。その際授業の前と終了後に生徒に
アンケート調査を行った。アンケートは無記名、
10 段階評価を使用し、1、放射線についての理解
　2、放射線についての不安度　3、授業内容につ
いて　その他（全体を通しての意見をご記入くだ
さい）という欄を設けた。
　A 高等学校 21 人　B 高等学校 30 人　C 高等学
校 2 学年 74 人　C 高等学校 3 学年 76 人　合計
201 人の有効回答数にて検討を行った。

4．【授業内容】
　文部科学省から出されている「中学生・高校生
のための放射線副読本」に沿った内容で委員会に
て検討して行なった。
①福島第一原子力発電所事故
②原子と原子核
③放射線の種類と性質
④放射線による影響
⑤放射性物質に対する防護
⑥退避や避難の考え方

放射線技師のお仕事紹介（図 1）
授業風景を図 2に紹介する

5．【結果 1】
　4 授業平均点数　授業前理解 4.55　授業後理解
7.88　理解向上度 3.33　授業前不安度 4.96　授業
後不安度 7.31　不安解消度 2.35　授業内容 8.65

（図 3）であった。
　理解度、不安度について Z 検定（有意水準
0.05）を行い、ともに p 値 0.0001 以下であった

（図 4）。授業の前後で放射線に関する理解が得ら
れた。授業の前後で放射線に関する不安は解消さ
れた。という結果となった。

6．【結果 2】
ここに生徒からの意見を記載する
① 今まで放射線と放射能の違いや、体にどういう

影響があるのかなど全く分からなかったけど、
今回の授業でとてもよく分かりました。

② 今まで放射線は危険なものだと思ってましたが
人体に大きな影響があるのは基準を超えたとき
だけだと聞いて少し安心しました。

③ 放射線についてマイクロシーベルトなど分から
なかったけど、今日やっと分かってよかった。
とても良い勉強になったと思う、この事を家の
人や、友達に伝えたらよいと思う。

　授業後に担当教諭からのお礼もあった
　本日は、〇〇先生、○○先生にはお忙しい中、
ご来校いただきありがとうございました。○○先
生には診療放射線技師に関することをいろいろ伺
うことができ、大変有意義な時間を過ごすことが
できました。
　これらのことは生徒はもちろんですが、私も今
後の指導に役立てられると思います。両先生方に
もよろしくお伝えください。
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　本日は本当にありがとうございました。機会が
ありましたらまたお願いします。
　別の高校からのお礼もあった
　昨日は特別講義を行っていただきありがとうご
ざいました。
　生徒も放射線に関する正しい知識が得られ、看
護師として働きたいとさらに感じていたと思いま
した。来年度以降も実施させていただければと
思っております。今後ともよろしくお願い致しま
す。

7．【考察】
　放射線に対し、授業前では不安が大きかった
が、授業の後ではその不安が解消されていること
を考え、正しく利用すれば安全であるということ
を十分に理解できたと考える。各高等学校ごとで
講義を行う講師は同一ではなく、授業のバラツキ
が生じないよう技師会組織として委員会を設立し
定期的な勉強会を開催している。今後は公益活動
だけでなく、会員教育としてもこの活動を役立て
たい。

8．【まとめ】
　学校教育の現場に、診療放射線技師が関わるこ
とは有効である。さらに公益活動だけではなく、
会員の人材育成という効果も期待できる。

9．【謝辞】
　今回の内容は昨年千葉で開催された、平成 27
年度関東甲信越診療放射線技師学術大会に学会発
表し日本診療放射線技師会より「優秀な研究発表
に対する学術奨励賞」を受賞した。関係各位の協
力の下、頂いた賞であり、ここに感謝申し上げ
る。

図 1．

図 2．

図 3．

図 4．
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　平成 28 年 1 月 8 日、恒例となっております「平成 28 年新春の集い」が、大宮サンパレス・グランツに
て開催されました。毎年この時期、新年のごあいさつや顔合わせ、また情報交換の場として例年多くの会
員の皆さま、賛助会員の皆さまにご参加いただいております。今回の出席者は 91 人、このうち埼玉県診
療放射線技師会の新しい会員となった新入会員 15 人の皆さんにもご出席いただきました。
　開会のごあいさつの後しばらくはご歓談いただき、雰囲気になれたころ、新入会員の皆さまには自己紹
介を兼ねて自分はどのような診療放射線技師を目指すのか、将来の豊富も合わせて一人一人お話いただき
ました。また日ごろお世話になっております賛助会員の皆さまにも、短い時間ではありましたが、スピー
チをしていただきました。
　終始和やかな雰囲気のなかあっという間の 2時間でした。
　最後にお忙しい中、ご参加いただきました会員、賛助会員の皆さまに心より感謝申し上げるとともに、
皆さまのご協力を賜り、執行部一同、当会の運営に努力してまいります。
　今後ともよろしくお願い致します。

平成 28 年　新春の集い　開催報告

総務常務理事
　結城　朋子
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　平成 28 年 1 月 17 日（日）に、第 15 回上部消化管検査認定講習会をさいたま赤十字病院で開催しまし
た。受講者数は 19 人で、午後からは埼玉消化管撮影研究会との合同開催となり、全体での参加者は 45 人
でした。今年は、東京都がん検診センターの入口先生をお招きして、読影と病理について講演していただ
きました。病変発見時の動画や内視鏡画像、病理組織像との対比など、普段目にすることのできない貴重
なスライドを準備していただき、受講生も大変勉強になったことと思います。ただ、講義時間が足りな
かったため、全てお聞きできなかったのは残念ですが、また次の機会に講演していただきたいと思いま
す。講習会のプログラムは下記の通りです。

プログラム（敬称略）

平成 28 年 1 月 17 日（日）：上部消化管撮影　認定講習会
9：00 〜 9：30 受診者管理（検査説明・接遇・情報管理） 志田　智樹（レインボークリニック）
9：30 〜 11：00 X 線透視装置の基礎：画質：性能評価 遠藤 亜矢子（株式会社日立製作所）
11：00 〜 12：00 被ばく管理 工藤　安幸（東松山市立市民病院）
12：00 〜 12：30 造影剤のリスクマネジメント 竹内　修平（伏見製薬）

埼玉消化管撮影研究会と合同開催

13：30 〜 15：30　上部消化管の読影と病理 入口　陽介　（東京都がん検診センター）
15：30 〜 16：30　上部消化管撮影技術 今出　克利　（さいたま市民医療センター）
16：30 〜 17：30　精密検査法およびレポート作成 大森　正司　（さいたま赤十字病院）

　終わりに、東京都がん検診センターの入口先生、日立製作所の遠藤さま、伏見製薬の竹内さま、講義を
担当していただいた技師の先生方、また当日、会場準備や運営にお手伝いいただいた埼玉消化管撮影研究
会の世話人、バリウムメーカーのMRの方々にこの場を借りて深くお礼申し上げます。

第 15 回上部消化管検査認定講習会　開催報告

学術常務理事
今出　克利

入口陽介先生
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　平成 28 年 1 月 24 日（日）に、第 7 回 CT 認定講習会が済生会川口総合病院の東館講堂にて開催され、
他県からの参加者も合わせ 26 人が受講された。前半は、分野ごとに CT 検査における解剖を含めた基礎
から臨床症例を交えた実践的な内容であり、後半は、TDC の理解を中心とした造影技術、装置の性能評
価やプロトコル構築のために必要な物理特性について講じられた。物理特性実習では事前に撮影したファ
ントムデータを用い、受講生がエクセルを用いて真剣に解析する姿勢が見られた。また自由参加とした
ファントム作成実習では、和やかな雰囲気の下参加者同士楽しみながら作成する様子が見られた。当日の
プログラムを以下に記す。
　受講生の皆さま、また講義や実習を担当された講師の皆さまには、この場をお借りしてお礼申し上げ
る。

CT 認定講習会　プログラム

 8：20 〜 08：40 受付
 8：40 〜 08：45 オリエンテーション
 8：45 〜 09：45 救急 CTの撮影法、読影講義 佐々木　健　　上尾中央総合病院
 9：50 〜 10：50 胸部 CTの撮影法、読影講義 染野　智弘　　羽生総合病院
11：00 〜 12：00 腹部 CTの撮影法、読影講義 八木沢英樹　　JCHO埼玉メディカルセンター
13：00 〜 14：00 頭頸部 CTの撮影法、読影講義 富田　博信　　済生会川口総合病院
14：10 〜 15：10 造影技術概論 中根　淳　　　埼玉医科大学総合医療センター
15：20 〜 16：20 物理特性講義 柴　俊幸　　　所沢ハートセンター
16：30 〜 17：30 実習 1（MTF、SSPz 測定用ファントム作成）
17：30 〜 19：30  実習 2（MTF、SSPz、NPS） 柴　俊幸　　　所沢ハートセンター
  志藤　正和　　済生会川口総合病院
  城處　洋輔　　済生会川口総合病院

平成 27 年度　第 7 回 CT 認定講習会 開催報告

学術理事
城處　洋輔

講義風景 ファントム作成実習
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　今回のセミナーでは、初心者が乳腺診療に関わる際に役立つ基礎知識として、画像所見と病理を交えた
講義内容を企画しました。そして座学で得た知識の復習として読影実習を 40 症例行いました。マンモグ
ラフィーでは、カテゴリー分類だけでなく、画像所見と病理を理解することで一歩先に進んだ読影が行え
る講義内容でした。超音波検査については、実際に検査に従事していない受講生が多かったですが、講義
内で動画を用いて詳しく説明していたこともあり、受講生からも非常に好評でした。乳腺 MRI 検査の基
礎は、乳腺診療におけるMRI 検査の役割から実際のMRI 画像、撮像シーケンスなど基礎からの講義内容
になっており、初心者でも分かりやすく理解できたと感じました。最後に、まとめとして実際のマンモグ
ラフィーの読影を受講者に行ってもらった後に、画像所見、カテゴリー、最終病理診断を解説しました。
　セミナー終了後のアンケート結果として、おおむね良好な結果でした。今回、非会員の参加が多くまだ
乳腺画像セミナーの需要があると感じることができました。今後は、読影実習にさらに力を入れつつ、フ
レッシャーズからステップアップしたいベテラン技師にも満足してもらえる内容を企画していきたいと思
います。
　最後に、お忙しい中ご講演いただいた講師の皆さま、ならびにセミナー運営のためにご尽力いただきま
したさいたま赤十字病院尾形技師長に心より感謝申し上げます。

日　　時：平成 28 年 2 月 7 日（日）10：00 〜 17：20
場　　所：さいたま赤十字病院　本館 5階　講堂
受講者数：会員　30 人、非会員　11 人

プログラム

読影における基礎（MMGと病理） 済生会川口総合病院　　　土田　拓治
読影における基礎（USと病理） 埼玉協同病院　　　　　　新島　正美
読影における基礎（MRI と病理） 埼玉県立がんセンター　　辻村　明日香
実習 1；読影
実習 2；読影
読影解説 さいたま赤十字病院　　岡田　智子

平成 27 年度　乳腺画像セミナー　開催報告

学術理事
岡田　智子
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　平成 28 年 2 月 13 日に、第 4 回となる Freed セミナーが開催されました。今回は「理想の上司」「理想
の部下」は、どのような人物像なのかをテーマに、グループワークを行い、その後「リーダーの役割と人
が動きたくなるコミュニケーション」の講義を行っています。案内文に記載したように、管理者と新人や
若手スタッフをどのようにつなげるか、どう上手く付き合うか、参加者の方々と考えるよい機会となりま
した。

≪ディスカッション風景≫

第 4 回 Freed セミナー報告

上尾中央総合病院
佐々木　健
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以下にグループワークの結果とディスカッションの内容を紹介します。
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　診療放射線技師として仕事をしていくのに何が必要か。撮影の腕前、検査や医療の知識はもちろん、組
織で働く社会人としてのスキルも必要なのではないか。技師歴 10 年目、組織の中でも中堅といわれる年
代になりあらためて考え、今所属している組織をより仕事のしやすい現場にしたいと思い、セミナーに参
加することにしました。
　セミナーは 2 月 13 日土曜日、よく晴れた暖かい午後に行われました。ディスカッションと座学を交え
約 3時間、その後の楽しい懇親会、とても充実したセミナーでした。
　ディスカッションでは、まず 4 人の違う病院の年代の違うメンバーが集まったグループで「理想の上
司」「理想の部下」とはどんな人物なのかを話し合い、発表しました。私たちのグループの課題は「理想
の上司」でした。グループ内ではさまざまな意見が出され、それぞれ経験談も交えながら「話しやすい人
がいいけど、ほどよい距離感がほしい」「どっしり構えてフォローしてほしい」「肯定的にチャレンジさせ
てほしい」などたくさんの意見が出ました。が、どの意見も自分に当てはめてみると、、、まあ「理想」で
すから。グループごとの発表を聞いてみると、どのグループも上司にも部下にも仕事の完璧さよりも少し
ミスや抜けている部分があっても話しやすく、元気があり、他人を考えられるなど、人間的な面が大切と
いう意見がでました。
　その後、佐々木講師から「リーダーシップコミュニケーション」の講座がありました。上司はリーダー
シップ、部下はフォロワーシップを持ちそれぞれに役割があること、どうすれば部下を仕事に向かわせる
姿勢にできるのかを学びました。中でも職場内の意見や質問には答えるだけでなく、答えに至る過程や考
えを話して、相手がなぜその意見や質問に至ったのか意見に耳を傾ける「語って聴く」ことが大切である
こと、人が自ら動くためには「納得」が必要であること、そのためのコミュニケーションはどうすればい
いのか、私自身とても納得できる内容でした。ぜひ職場に持ち帰り実践したいと思います。
　セミナー終了後は楽しい懇親会もあり、お互いの職場の悩みを相談し合ったり、他院の対応策を聞いた
りと大変身になる 1日でした。
　理想の上司になるには、理想の部下像を想像し、上司らしく先輩らしくではなく‘ありのまま’の自分
をさらけ出し、理解してもらう、持っている知恵や経験、厳しさや面白さを惜しみなく与える、この繰り
返しにより、その姿を見た部下や後輩が“あなた”を良い上司、先輩に育ててくれると認識することが第
一歩と考えています。

　平成 28 年 5 月 14 日の関東甲信越診療放射線技師学術大会では、
　Freed セミナー企画　　「真剣！　しゃべり場〜 10 年後の未来を考える〜」

を開催します。
　楽しくディスカッションできればと考えていますので奮ってご参加ください。

第 4 回 Freed セミナーに参加して

埼玉医科大学国際医療センター
宮崎　千晶
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　第二回 DR 計測セミナーが、済生会川口総合病院にて開催された。当日は 17 人の参加者であった。こ
のセミナーの特徴は、初学者が自施設で FPD、CR などの物理特性を取得できるような実習形式を取り入
れている。グループ実習では 4，5 人に分かれ、実器によるデータ取得を体験することで、講師と充実し
たディスカッションができ、より理解が深まったと思われる。アンケート結果より、来年度の開催を望む
声が多く聞かれたことは、企画側のモチベ―ションも高くなる。
　このような体験型セミナーはニーズも高いが、会場を提供してくれる施設の理解が必要である。参加者
は、そのあたりを十分留意し、装置を丁寧に扱う気持ちを忘れてはいけない。今回、会場を提供してくれ
た埼玉県済生会川口総合病院　原澤茂院長および放射線技術科富田科長には、この場を借りてお礼申し上
げます。
　以下プログラムを記載する。

　13：10 〜 14：40　物理特性測定における基礎・Image J Fiji plug in による応用実習
 済生会川口総合病院　土田　拓治
　14：50 〜 15：30　実習 1；一般撮影機器における物理特性測定（入出力特性、NPS）
 済生会川口総合病院　森　　一也
　15：35 〜 16：15　実習 2；一般撮影機器における物理特性測定（MTF）
 上尾中央総合病院　滝口　泰徳
　16：25 〜 17：50　実習 3；PCによる物理特性解析 EIZO株式会社　大柿　　護
　18：00 〜 18：10　閉会式・終了

第 2 回　埼玉 DR 計測セミナー報告

学術委員
土田　拓治

第 2 回 埼玉 DR 計測セミナー報告 
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　平成 27 年度埼玉県診療放射線技師会認定試験を平成 28 年 3 月 13 日（日）に、さいたま赤十字病院で
開催しました。CT 認定では、筆記試験と読影試験に加えて物理特性（NPS・MTF・SSPz）の試験が行
われ、16 人が受験し A 認定が 0 人、B 認定が 4 人でした。胸部認定では、胸部単純写真の読影試験およ
び筆記試験が行われ、20 人が受験し A 認定が 0 人、B 認定が 4 人でした。上部消化管検査認定では、普
通胃と横胃の 2 症例による画像評価と、読影試験および筆記試験が行われ、4 人が受験し A 認定が 0 人、
B認定が 1人でした。
　認定試験を合格した方々には、各施設において撮影技術向上と精度管理の普及をお願いするとともに、
放射線業務の質の向上に努めていただきたいと思います。
　最後に、試験会場をご提供いただいた、さいたま赤十字病院の尾形技師長、大森さん、岡田さんに厚く
お礼申し上げます。

【CT認定】
A認定：該当者なし
B認定： 武田　守市（中島病院） 

田中　水悠（上尾中央総合病院） 
佐々木　学（上尾中央総合病院） 
渡辺　悠紀（熊谷総合病院）

【胸部認定】
A認定：該当者なし
B認定： 鈴木　友理（済生会川口総合病院） 

柴　　俊幸（所沢ハートセンター） 
伊藤　玲香（上尾中央総合病院） 
佐々木　学（上尾中央総合病院）

【上部消化管検査認定】
A認定：該当者なし
B認定：小濱　　大（埼玉医科大学総合医療センター）

平成 27 年度　埼玉県診療放射線技師会認定試験　開催報告
（胸部・上部消化管検査・CT）

学術常務理事
　今出　克利
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　平成 28 年 2 月 20 日（土）、21 日（日）に、日本診療放射線技師会が主催とする業務拡大に伴う統一講
習会が、JCHO 埼玉メディカルセンターにて開催された。今回からは静脈注射講習既修了者の制限をなく
した通常開催とし、他県からの参加者も合わせ 56 人が 2日間にわたり受講された。講習の合間には日本
診療放射線技師会副会長である小川清氏より法改正から本講習会の意義について解説いただき、講義およ
び実習を通じ業務拡大に伴う必要な知識、技能を習得またはそのきっかけとなったことと思われる。受講
生の皆さま、また実習を担当された講師、会場スタッフの皆さまにはこの場をお借りしてお礼申し上げる。

プログラム
平成 28 年 2 月 20 日（土）
 8：50 〜  9：00　開講式・オリエンテーション
 9：00 〜  9：50　講義（DVD 放映）静脈注射関係
 9：50 〜 10：40　講義（DVD 放映）静脈注射関係
10：50 〜 11：40　講義（DVD 放映）静脈注射関係
11：50 〜 12：40　実習・演習　静脈注射
13：30 〜 14：20　講義（DVD 放映）法改正
14：20 〜 15：10　講義（DVD 放映）IGRT
15：20 〜 16：10　講義（DVD 放映）IGRT
16：10 〜 17：00　講義（DVD 放映）IGRT

平成 28 年 2 月 21 日（日）
 8：50 〜  9：00　オリエンテーション
 9：00 〜  9：50　講義（DVD放映）下部消化管
 9：50 〜 10：40　講義（DVD放映）下部消化管
10：50 〜 11：40　講義（DVD放映）下部消化管
11：40 〜 12：30　講義（DVD放映）下部消化管
13：20 〜 14：10　実習・演習　下部消化管
14：20 〜 15：10　実習・演習　IGRT
15：20 〜 16：20　実習・演習　BLS
16：30 〜 17：20　試験説明および確認試験
17：40 〜 17：50　閉講式

実習指導者（敬称略） 大森　正司　　　さいたま赤十字病院
 石田　直之　　　埼玉医科大学総合医療センター
 佐々木　健　　　上尾中央総合病院
 八木沢　英樹　　JCHO埼玉メディカルセンター

公益社団法人日本診療放射線技師会「業務拡大に伴う統一講習会」
〜通常開催〜　北関東地域（埼玉県）開催報告

学術理事
城處　洋輔
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第一支部情報
今後の予定
　1． 平成 28 年度第 1回勉強会 

日時：平成 28 年 6 月 16 日（木） 
　　　（19：00 〜 20：40） 
会場：コムナーレ浦和　15 集会室 
内容：

　　　1）メーカー最新技術講演
　　　　『Perfusion CT・MRの最新情報』
 CT　シーメンスヘルスケア
 MR　フィリップスヘルスケア
　　　2）一般講演
　　　　 『川口市立医療センターにおける心臓 MRI の紹

介』
 川口市立医療センター　千代岡　直家
　　　3）教育講演
　　　　『CT・MR・RI における虚血評価の最新情報』
 日本大学病院　循環器内科　鈴木　康之先生

第二支部
平成 27 年 5 月 26 日（木）「平成 28 年度第 2回勉強会」
　場所　 国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中

会議場（予定）
1．製品紹介（18：30-18：45）
司会：所沢ハートセンター　柴　俊幸
　「ITEM2016 最新 GECTレポート」
 GEヘルスケア・ジャパン株式会社CT営業推進部
 プロダクトスペシャリスト　大川　博和
2．一般研究（18：45 〜 19：15）
座長： パークタウンクリニック　矢幅　俊一、 

防衛医科大学校病院　今井　真仁
　　　所沢ハートセンター　柴　俊幸
　「胃X線検査におけるピロリ菌感染判定方法について」
 大宮シティクリニック　堀越　隆之
　 「Bone Scan Whole body 撮 像 に お け る %RMSU・
FWHMによるスキャン速度の検討」

 埼玉県立がんセンター　山本　壮一
　 「Gemstone Spectral Imaging（Dual Energy CT）の臨
床応用について」

 GEヘルスケア・ジャパン株式会社　CT営業推進部
 プロダクトスペシャリスト　大川　博和
3．特別講演（19：15 〜 20：30）

座長：原田病院　瀧澤　誠
　乳腺の画像診断「MMGと病理」（仮）
 埼玉県済生会川口総合病院　土田　拓治

平成 27 年 6 月 23 日（木）「平成 28 年度第 3回勉強会」
場所　 国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中会

議場（予定）
1．製品紹介（18：30-18：45）
司会：防衛医科大学校病院　野瀬 英雄
　「富士フイルム一般撮影 最新画像処理のご紹介」
 富士フイルムメディカル株式会社　MS部
 販売促進グループ東日本MSセンター　浅野　省二
2．一般研究（18：45-19：15）
座長： 防衛医科大学校病院　野瀬 英雄、埼玉医科大学病

院　荒木　智一
　 「保育器収容低体重児に対するポータブル撮影時におけ
る撮影条件および被ばく線量の基礎検討」

 埼玉医科大学総合医療センター　鳥越　翔
　 「3.0T-MRI における single shot T2WI の高分解能化に
ついての基礎的検討」

 済生会川口総合病院　　　　　　丸　武史
　「一般撮影の線量管理 最新状況」
 富士フイルムメディカル株式会社　MS部
 販売促進グループ 東日本MSセンター　浅野　省二
3． 特別セッション『研究のためのファントム作成につい

て』（19：15 〜 20：45）
座長： 済生会川口総合病院 土田 拓治、草加市立病院　佐

藤　広崇
　1）DR研究のためのファントム
 北里大学メディカルセンター　今花　仁人
　2）MMG研究のためのファントム
 獨協医科大学越谷病院　　　　高橋　利聡
　3）CT研究のためのファントム
 埼玉県済生会川口総合病院　　城處　洋輔
　4）MRI 研究のためのファントム
 埼玉医科大学病院　　　　　　荒木　智一

平成 28 年 8 月 27 日（土）「循環器CTセミナー 2016」
場所　浦和コルソコミュニティプラザ 7F ホール
時間　10：30 〜 18：30

平成 28 年 9 月 29 日（木）「平成 28 年度第 4回勉強会」

各支部勉強会情報
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場所　 国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中会
議場（予定）

1．製品紹介（18：30-18：45）
司会：所沢ハートセンター　柴 俊幸
　 「シーメンスが取り組む Metal Artifact Reduction につ
いて」

 シーメンス・ジャパン株式会社 CT事業部　松浦　孝俊
2．特別セッション（18：45-20：45）
　1）一般撮影 （座長 防衛医科大学校病院　野瀬 英雄）
　　「Talbot-Lau 干渉計X線撮影装置による臨床撮影」
 埼玉医科大学病院　仁藤　真吾
　2）CT （座長 上尾中央総合病院　金野 元樹）
　　「整形疾患から考えるCT撮影のポイント」
 越谷市立病院　村本　圭祐
　3）MRI （座長　済生会川口総合病院　丸 武史）
　　「プロトコルを考える　〜基礎からの腰椎MRI 〜」
 上尾中央総合病院　石川　応樹

平成 28 年 10 月 27 日（木）「平成 28 年度第 5回勉強会」
場所　 国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中会

議場（予定）
1．第 2支部セッション（18：45-19：30）
座長： 埼玉石心会病院　八木　雅恭、狭山中央病院　浜

田　真行、所沢ハートセンター　柴　俊幸
　 「3 月稼働の Angio-CT 装置について 〜 Angio/80 列
CT/US の可能性〜」

 防衛医科大学校病院　野口　拓斗
　「CT用低コントラストファントムの作成」
 国立障害者リハビリテーションセンター病院
 肥沼　武司
　 「0（ゼロ）から START ！ Angio 稼働　〜稼働に向け
た経験報告〜」

 イムス三芳総合病院　高田　博邦
2．特別講義（19：30 〜 20：30）
座長：埼玉石心会病院 塩野谷 純
　『転移のメカニズム』
講師　西狭山病院　小澤 昌則

平成 28 年 11 月 24 日（木）「平成 28 年度第 6回勉強会」
場所　 国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中会

議場（予定）
1．製品紹介（18：30 〜 18：45）
　「最新の超音波診断装置について」

 東芝メディカルシステムズ　関東支社　営業推進部
 墨　華恵
2－ 1．基本を学ぶ（座学）（18：45 〜 19：15）
　1）心エコー
　「基本断面とBモード・Mモードによる計測の基礎」
 所沢ハートセンター　検査科　谷川　浩史
　2）腹部エコー
　 「肝の基本走査と Couinaud 分類・肝内血管の解剖につ
いて」

 済生会川口総合病院　放射線技術科　結城　朋子
　3）頸動脈エコー
　「頸動脈の基礎と正常の超音波像について」
 済生会川口総合病院　臨床検査科　絹田　泰三
2－ 2．基本を学ぶ（実技）
※ 東芝メディカル US 装置 3 台を用いた実技講習となり
ます（要予約）

　1）心エコー講師
 所沢ハートセンター　検査科　　　　谷川　浩史
　2）腹部エコー講師
 済生会川口総合病院　放射線技術科　結城　朋子
　3）頸動脈エコー講師
 済生会川口総合病院　臨床検査科　　絹田　泰三

平成  29 年 3 月 11 日（土）「Dual Energy CT セミナー 
2017」

場所　未定
時間　12：45 〜 19：00

第三支部
1． 平成 28 年度 第 1 回 第三支部勉強会を開催 

 開催日時：平成 28 年 6 月 17 日（金）　 
　　　　　（19：00 〜 21：00） 
開催会場：ウェスタ川越　2F活動室 1 
内　　容

　　・メーカー講演；未定
　　・技師講演
　　　1）「苦手を克服！肘関節MRI の撮像方法」
 埼玉医科大学病院　荒木　美和
　　　2） 「MRI 認定における性能評価の解析方法につい

て（ImageJ）」
 埼玉医科大学病院　栗田　京助
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第一支部

第一支部報告

　ア．第 2回勉強会
　　（ア）日　　時：平成 28 年 1 月 13 日（水）　19：00 〜 20：40
　　（イ）会　　場：JCHO埼玉メディカルセンター　3階第会議室
　　（ウ）参加人数：54 人
　　（エ）内　　容：
　　　（a）メーカー講演 日本光電　安全管理担当　秋村　裕彦
　　　　　　『心電図の基礎』

　　　（b）教育講演 埼玉協同病院　新島　正美
　　　　　　『乳腺画像カンファレンス』

　　　（c）支部調査報告 済生会川口総合病院　瀬尾　光広
　　　　　　『埼玉県第一支部における一般撮影被ばく線量調査とDRL比較』

済生会川口総合病院　瀬尾　光広

日本光電　秋村　裕彦 埼玉協同病院　新島　正美
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　イ．支部決算報告
　　（ア）日　　時：平成 28 年 3 月 25 日（金）　19：00 〜
　　（イ）会　　場：コムナーレ浦和　14 集会室
　　（ウ）内　　容：
　　　（a）27 年度第一支部決算報告 第一支部理事　双木　邦博

　ウ．第 3回勉強会
　　（ア）日　　時：平成 28 年 3 月 25 日（金）　19：10 〜 20：40
　　（イ）会　　場：コムナーレ浦和　14 集会室
　　（ウ）参加人数：25 人
　　（エ）内　　容：
　　　（a）一般演題 さいたま市立病院　佐藤　吉海
　　　　　　『MRI における頭部白質病変の定量評価〜大学院での研究成果と、そこで得たこと〜』

　　　（b）使用経験 東川口病院　鎌田　靖男
 SIEMENS MR事業部　石川　啓介
　　　　　　『SIEMENS 社製MAGNETOM Aera 1.5T 使用経験〜 resolve, SEMAC〜』
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第二支部

　気付けば平成 28 年、かつて話題になった不吉な予言から 16 年が過ぎ、スタッフにも平成生まれが当た
り前になり、冗談めかしに言っていた「昭和の人」という言葉に違和感がなくなってきていると感じる今
日このごろです。
　先ほど確認してみたところ、私の技師免許交付が平成 18 年 5 月 25 日。つい最近のようでもあり、長い
長い 10 年のようにも感じます。どこかで聞いた話ですが、大人になるに連れて時間の経過が短く感じる
というのは、新しい体験が子供のころに比べて少ないからだ、という説があるそうです。小さいころは入
学式、入園式から始まり、初めての授業、初めての遠足、初めての運動会、初めての部活動など新しい体
験があるために、その都度思い出が増えるが、大人になるとその初めてが減っていくために時がすぎるの
が早く感じる、という説だそうです。
　逆に考えるのであれば、大人になっても新しいことを探して行動していくことで時間を長く感じる、つ
まり一日一日を有意義に過ごせるともいえるのではないでしょうか。もちろん歳を取るごとに体力も落
ち、積極的に行動することも多少億劫になります。そこで効いてくるのは何よりもモチベーション、やる
気ではないかと感じます。では仕事の上で何がモチベーションを上げることにつながるかと考えた時に、
やはり一緒に行動してくれる誰かがいるということが大きいように感じます。後輩、先輩、同僚問わず、
一緒に行動してくれる誰かがいること、引っ張ってくれる誰かがいること、ついてきてくれる誰かがいる
こと、手本にできる誰かがいることがモチベーション維持に必要不可欠に感じます。自分の職場はもちろ
んですが、技師会のような職能団体での活動ではそのような出会いを大切にしながら今年度も活動してい
ければと思います。
　さて、この 4 月から新しく技師会に入会される方もいるかと思いますが、平成 28 年度もさまざまな催
し物が開催されます。5 月には関東甲信越診療放射線技師学術大会が埼玉にて開催されますし、第二支部
としても定期勉強会に加え、循環器 CT セミナーや Dual Energy CT セミナー、熊谷でも合同勉強会な
ど、どれか一つは引っ掛るものがあるかと思います。会誌や Web サイトなどで気になったものがあった
とき、いきなり足を運ぶことに抵抗があればぜひ技師会や支部に問い合わせてみてください。きっと皆さ
ん「仲間が増える！」と目を爛々とさせて案内してくれると思います。せっかく入会した職能団体ですの
で、できるだけ有意義に活用し、スキルアップに役立てていただければと思います。
　とりとめのない文章となってしまいましたが今年度も皆さまと楽しく活動していければと思いますので
よろしくお願い致します。

平成 28 年度 事業に向けて

所沢ハートセンター　柴　俊幸
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第三支部だより 
第三支部理事 渡部 進一  

 

謹啓 

 緑樹の候、会員の皆さまにはいっそうご活躍のこととお慶び申し上げます。平素よ

り第三支部の運営に当たりましては格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、3 月 18 日(金)に行われました平成 27 年度定期総会におきましては無事に 

終 え る こ と が で き 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 

本年度も第三地区勉強会、支部合同勉強会や親睦会などを予定していますのでぜひ 

ご参加くださいますよう申し上げます。また 2 月より第三支部ホームページを開設し

ました。随時、各種イベントの最新情報を掲載していきますので、ぜひご覧ください。 

最後になりますが、平成 28 年度の役員が一部変更になりましたので役員一同、 

本年度もよろしくお願いします。 

                               敬白 

【報告事項】 

（１）第三地区新年会 

ア．開催日時：平成 28 年 1 月 9 日（土）19：00～21：00  

イ．開催会場：創作料理彩々（サイサイ）埼玉県川越市脇田町 11-3 筋野ビル 2F 

ウ．参加人数：41 人 

エ．内  容：会員の親睦を深める 

（２）第５回 ３地区役員会                 

ア．開催日時：平成 28 年 3 月 1 日（火）19：00～ 

イ．開催会場：埼玉医科大学病院 会議室 

ウ．参加人数：9人 

エ．内  容：次年度事業計画、勉強会、地区総会について 

（３）第３回 第三支部勉強会を開催 

ア．開催日時：平成 28 年 3 月 18 日（金） 19:00〜20：00 

イ．開催会場：ウェスタ川越 第１会議室 

ウ．参加人数：40 人 

エ．内  容：技師講演 

（ア）「当院のステレオガイド下乳房生検における EnCor バイオプシープローブの使用経験」 

埼玉医科大学国際医療センター 宮崎 千晶 

（イ）「東芝 320 列 CT Aquilion ONE Vision Edition 使用経験」  

埼玉医科大学国際医療センター 池野 裕介 

 

 

 

 

 

 

        宮崎氏         池野氏          勉強会風景 

第三支部
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（４）平成 27 年度 第三支部・地区定期総会 

ア．開催日時：平成 28 年 3 月 18 日（金） 20:00〜20:40 

イ．開催会場：ウェスタ川越 第１会議室 

ウ．参加人数：17 人（委任状 163 通：議長一任 163 人過半数を超えており、本総会は成立） 

エ．内容：定期総会審議事項 

審議-1：平成 27 度事業報告     審議の結果承認 

審議-2：平成 27 年度決算報告    審議の結果承認  

審議-3：平成 28 年度事業計画案   審議の結果承認 

審議-4：平成 28 年度予算案について 審議の結果承認  

審議-5：平成 28 年度役員改選    審議の結果承認 

 

（５）平成 28 年度 第三支部役員紹介 

      ・代表幹事 ：渡部 進一（埼玉医科大学病院）  

・副代表幹事：吉岡 正樹（埼玉医科大学病院） 

・会計幹事 ：守谷 文貴（埼玉医科大学病院） 

・会計監査 ：今井 昇 （旭ヶ丘病院） 

・幹 事  ：佐藤 正彦（埼玉医科大学総合医療センター） 

・幹 事  ：佐藤 正康（埼玉医科大学総合医療センター） 

・幹 事  ：小林 祐介（埼玉医科大学国際医療センター） 

・幹 事  ：中田 智仁（埼玉医科大学国際医療センター） 
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第四支部

　花粉の苦しみから解放され、気候も暖かくなりそろそろドライブ日和かな。さぁ、今回の第四支部ご当
地紹介は、「羽生市」を紹介させていただきます。とはいうものの「羽生市」の情報を何も持っていない
私は、途方に暮れていたところ、第四支部会長より司令がでました。「羽生パーキングエリア　鬼平江戸
処をレポートして！」と。「羽生市」情報収集のため実際に現地へ飛びました。
　「鬼平江戸処」は 2013 年 12 月、東北自動車道の上り線、羽生パーキングエリアにオープンしました。
　高速道路ということで一区間高速料金を払う覚悟を決めていましたが、高速の側道である、一般道から
も入場が可能と知り、まずは一安心。
　いざ入場すると、思わず「おお」と小さな声がでました。大勢の人の向こう側に江戸の町並みが広がっ
ているのが見えます。細かいところの演出もなかなかのクオリティーです。店内もフードコートやお土産
屋などが江戸っぽくなっており、鬼平ファンにはピンとくる箇所もあり楽しめるようになっています。
　ふと「なぜ羽生で江戸？鬼平？」という疑問が湧きますが、そこは深く考えず休憩がメインで。どうし
ても気になる方は、鬼平江戸処の公式HPで詳しい説明が載っていましたのでそちらをどうぞ。

　もう一つ「世界キャラクターさみっと in 羽生」を紹介します。毎年 11 月に羽生水郷公園で開催され、
全国 47 都道府県、海外からのゆるキャラやキャラクターが約 400 体も集まる全国的にも有名なイベント
です。
　ゆるキャラは老若男女に人気があり、2日間で 45 万人もの来場者だったとのことです。
　一番人気のふなっしー、埼玉県ダントツのふっかちゃん、子供が泣きだすメロン熊などメジャーなゆる
キャラからそうでないゆるキャラまで勢揃いすることはなかなかありません。私は参加したことがないの
で、一度は行ってみたいですが、45 万人と聞くと尻込みします。もし、れんと君とれいちゃんが参加し
ていればぜひ応援に行きます。
　お伝えしきれなかったですが「羽生市」にはまだまだ良いところがいっぱいあります。私も知らないこ
とが多いですがこれからも多くの発見をしていこうと思います。

さて、次は何処を紹介しようかなぁ〜

 第四支部のぶらり旅は、つ・づ・く

ぶらり第四支部の旅
Vol．2

第四支部　齋藤・萩原
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鬼平江戸処　外観

鬼平江戸処　外観

ゆるキャラ　集合

鬼平江戸処　外観

鬼平江戸処　店内

ゆるキャラ　集合

鬼平江戸処　外観

鬼平江戸処　店内

ゆるキャラ
ムジナもん
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　平成 28 年 2 月 6 日（土）、マロウドイン熊谷にて、熊谷総合病院　角田喜彦氏の埼玉県保健衛生知事表
彰を祝う会が行われました。角田氏と関わりの深い約 100 人の方々が出席され、盛大な祝賀会となりまし
た。
　華やかな会場の中、多くの方々からのご祝辞、角田氏ご本人のあいさつ、花束贈呈、余興でのユニーク
なパフォーマンスなどが行われ、会場全体が笑顔に包まれました。
　第四支部所属の角田氏の表彰は同支部会員の喜びでもあります。
　このたびは誠におめでとうございました。

埼玉県保健衛生知事表彰 祝賀会報告

第四支部　萩原

凛々しいです

熊谷総合病院の皆さま 万歳三唱
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　毎年恒例となっております秩父市保健センターまつりが本年も開催されます。
市民の方々に福祉と健康の意識を高めていただけるように企画をしております。近隣の方、技師会の活動
に興味ある方は、ぜひお立ち寄りください。

1．日　　　　時　平成 28 年 6 月 5 日（日）午前 10 時〜午後 2時
2 ．会　　　　場　埼玉県秩父市永田町 4-17　秩父市保健センター
3 ．主　　　　催　秩父市健康推進員連絡会秩父支部・秩父市健康づくり推進協議会・秩父市
4 ．公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会のイベント内容
　　　　　　　　　放射線医療画像パネル展示・放射線医療の啓蒙活動
　　　　　　　　　放射線検査の説明および医療被ばくの相談
　　　　　　　　　骨密度測定・スーパーボール釣りなど

実行委員として参加していただける会員の方はお近くの第四支部役員までお声掛けください。
会員皆さまのご協力をお願い致します。

平成 28 年度　第 19 回秩父市保健センターまつり
開催案内

第四支部　齋藤

昨年度実行委員の皆さま



各支部掲示板
埼玉放射線・Vol.64　No.2　2016

巻
頭
言

会

告

お
知
ら
せ

学
術
特
集

寄

稿

連
載
企
画

技
術
解
説

総
会
資
料

本
会
の

動

き

各
支
部
勉

強
会
情
報

各
支
部

掲
示
板

議
事
録

会
員
の

動

向

求

人

コ
ー
ナ
ー

役
員
名
簿

Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
書

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

198  （89）

第五支部

第五支部

情報交換会以外でもご意見ご提案があれば気軽にご連絡ください
 

地区の活動にご協力いただける方からのご連絡待っております。 

できる範囲の活動でかまいませんので気軽にご協力をお願い致します。 

 

情報交換会 
 

場所は春日部市民活動センター〔ふれあいキューブ〕 

5 月 26 日 １９：００～ 

6 月 16 日 １９：００～ 

7 月 28 日 １９：００～ 
                  詳しくは、HP などでご案内致します。 

（気軽にご来場していただいてご意見などお伺いできれば幸いです） 

皆さまとのお話ができるような企画を考えております。 

テーマなど皆さまのご意見をお待ちしています。 

ご参加ご協力をお願い致します。 

 

第五支部理事 矢崎 
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第六支部
 

 
 

 
 
巻頭言  

振り返り  
 

埼 玉 県 立 が ん セ ン タ ー 辻 村 明 日 香  
 

編 集 を 担 当 し て い る 埼 玉 県 立 が ん セ ン タ ー の 辻 村 で す 。  
早 い も の で 六 支 部 に か か わ ら せ て い た だ き お よ そ 6 年 が 経 過 し ま し た 。 今 回

こ の 巻 頭 言 を 書 く に あ た り 、 5 年 前 に 一 度 書 か せ て い た だ い た 時 は ど ん な 事

を 書 い て い た の か 振 り 返 っ て み ま し た 。 当 時 、 私 は 小 児 医 療 セ ン タ ー で 働 い

て お り 初 め て の 新 人 が 入 っ た こ と や 飼 い 始 め た ば か り の 愛 犬 た ち の こ と が 書

か れ て い ま し た 。 愛 犬 た ち が 架 け 橋 と な り 近 所 の 小 学 生 が 遊 び に 来 た り 、 家

族 の 会 話 が 増 え た よ う に 自 分 が 架 け 橋 と な り 、 先 輩 と 後 輩 の 間 を つ な ぎ う ま

く 仕 事 が 回 る よ う に な る こ と や さ ら に 自 分 の 知 識 を 身 に 着 け る こ と 、 そ し て

六 支 部 の 皆 さ ま と か か わ っ て い く こ と な ど を 目 標 に あ げ て い ま し た 。  
で は 、 実 際 今 は 、、、 愛 犬 た ち も 7 歳 に な り 、 近 所 の 小 学 生 は 中 学 生 へ と 成

長 し ま し た 。私 自 身 は そ の 後 が ん セ ン タ ー へ 異 動 と な り 4 年 目 に 入 り ま し た 。

小 学 生 が 中 学 生 に な る く ら い 月 日 は 流 れ ま し た が 自 分 は そ の 年 月 で ど ん な

日 々 を 送 っ た の だ ろ う か と 考 え る と 非 常 に 考 え て し ま い ま し た 。 最 初 の う ち

は 新 し い 事 を 覚 え る こ と で 精 い っ ぱ い 、 し か し 段 々 と 慣 れ て い き 漠 然 と 仕 事

を こ な す 事 だ け に 陥 っ て い る よ う な 気 が し て き ま し た 。 う ま く 仕 事 は 回 っ て

い る か も し れ ま せ ん が 、 成 長 し た の か と い わ れ る と y e s と は 答 え る 自 信 は あ

り ま せ ん 。  
今 回 の 巻 頭 言 を 担 当 さ せ て い た だ い た 事 で 過 去 を 振 り 返 り 自 分 を 見 直 す い

い 機 会 に な り ま し た 。 漠 然 と 過 ご し 時 間 だ け が 過 ぎ て 後 悔 を し て し ま わ な い

よ う に 、 い つ で も 止 ま っ て 振 り 返 る チ ャ ン ス は あ る と 思 い ま す 。 い か に 自 分

が 成 長 で き る か も う 一 度 日 々 の 仕 事 を 振 り 返 り ま た 、 皆 さ ま と と も に 有 意 義

な 時 間 を 過 ご し て い き た い と 思 い ま し た 。  
仕 事 で も 第 六 支 部 で も 日 々 成 長 で き ま す よ う に 今 年 度 も よ ろ し く お 願 い 致

し ま す 。  

 

埼 玉 県 診 療放 射 線 技 師 会 第 六 支 部  
巻 頭 言 辻 村 明 日 香

平 成 年 度 総 会 お よ び 第 回 定 期 講 習 会 報 告

平 成 年 度 第 回 定 期 講 習 会 案 内

平 成 年 度 納 涼 会 案 内

旧 役 員 退 任 あ い さ つ

配 信 案 内
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平成 27 年度 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会第六支部・第六地区定期総会報告 

丸山記念総合病院 高嶋 豊 
 

去る 3 月 10 日に公益社団法人埼玉県診療放射線技師会第六支部・第六地区定期総会が

行われ、総会は無事終了致しました。お忙しい中多くの出席者また、委任状ありがとうご

ざいました。 
平成 28 年度は第六支部定期講習会、支部合同勉強会及び彩の国いきいきフェスティバ

ルへの参加を行い第六支部の活性化を図っていきたいと思います、会員の皆さまのご協力

お願い致します。 
 

平成 27 年度 埼玉県放射線技師会第六支部・第六地区 
総 会 議 事 録 

 
1. 日時 平成 28 年 3 月 10 日（木） 

19 時 00 分～19 時 30 分 
2. 場所 埼玉県立がんセンター４Ｆ講堂 
3. 会員数 267 人 
4. 出席者 34 人 

委任状提出者 159 人 
合計 193 人 

5. 開会 
6. 会長挨拶 
7. 議長選出・書記任命 
さいたま北部医療センター森村周氏選出、

書記に埼玉県立小児医療センター佐藤克哉

氏、丸山記念総合病院野口祐輔氏が選出さ

れた。 
8. 議事事項 
・平成 27 年度事業報告 
・平成 27 年度決算報告 
・監査報告 

事業監査報告 
会計監査報告 

・平成 28 年度事業計画案 
・平成 28 年度予算案 
・その他 

9. 議事の経過 
総会出席者の審査の結果、本総会は成立

する旨、報告された。 
平成 27 年度事業報告を高嶋会長が報告。 
平成 27 年度決算報告を松田会計が報告。

監査報告は濱守誠氏、尾形智幸氏により、

事業が適正に行われた。また、収支共に会

務・事業に対し健全に行われていると認め

る旨を報告した。議長は以上の議事につい

て順次に賛否を諮り、全員異議なく承認さ

れた。 
平成 28 年度事業報告案を高嶋会長が説

明。平成 28 年度予算案を松田会計が説明。

議長はこれらの案について順次に賛否を諮

り、全員異議なく承認された。 
10.   閉会 
 
以上のとおり議事が進行されたことを報告

致します。 
 

平成 28 年 3 月 18 日 
指扇病院 
仙波 亮  
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平成 27 年度 第 3 回定期講習会報告  
 
大 宮 中 央 総 合 病 院 秋 谷 龍 一 郎

平成 年 月 日に埼 玉県立 がんセ ンターに おいて 、埼玉 県 診療放 射線 技師

会 第六支部 定期講習 会が開催 された。 拙筆なが らその旨 を報告さ せ て い た だ く 。

特 別 講 演 と し て 群 馬 大 学 大 学 院 教 授 、 対 馬 義 人 先 生 に よ る 「 造 影 剤 の リ ス

ク マ ネ ー ジ メ ン ト 」 に つ い て 御 講 義 い た だ い た 。

造 影 剤 構 造 の （ 環 状 ）と （ 直 線 状 ）の 違 い に よ る 、

キ レ ー ト の 外 れ 方 の 違 い を 化 学 式 を 用 い て 解 説 、 造 影 剤 軽 度 副 作 用 歴 の あ

っ た 患 者 へ の 対 応 ・ 対 策 、 先 日 ニ ュ ー ス に も な っ た 水 溶 性 有 機 ヨ ー ド 造 影 剤

の 脊 髄 造 影 に よ る 死 亡 事 故 の 話 題 、 、 な ど の ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ い

た 造 影 剤 に 対 す る 幅 広 い 内 容 の 講 演 だ っ た 。

中 で も 印 象 的 だ っ た の が （ 腎 性 全 身 性 繊 維 症 ）の 話 題 だ 。 造 影 剤 で

あ る 製 剤 は 発 売 当 初 は 腎 毒 性 が ほ と ん ど 無 く 、腎 不 全 患 者 、透 析 患 者 に も

比 較 的 安 全 に 使 用 す る こ と が 可 能 と さ れ て き た 。造 影 が 腎 不 全 患 者 、透 析

患 者 に と っ て （ 造 影 剤 腎 症 ） の 高 リ ス ク で あ っ た こ と か ら 、 以 前 で は 積

極 的 に 製 剤 を 使 用 し た 検 査 が 行 わ れ て き た 。し か し 今 で は 全 く 逆 の 見 解 に

な っ て い る 。 は 腎 不 全 患 者 、 特 に 透 析 患 者 に 製 剤 を 投 与 す る と 数 日 ～

数 年 に か け て 発 症 し 、 筋 肉 や 腱 の 石 灰 化 が 進 み や が て 四 肢 が 拘 縮 し て い く 。

実 際 の 患 者 の 写 真 、 ・ 病 理 画 像 も 交 え た 症 例 も 提 示 し て い た だ き 衝 撃

を 受 け た 。

造 影 剤 使 用 時 に 患 者 の 一 番 近 く に い る の は 、 検 査 を オ ー ダ ー し た 医 師 で は

な く 私 達 技 師 で あ る 。 正 し い 知 識 で 危 険 因 子 を 除 外 し 、 安 心 ・ 安 全 な 検 査 を

常 に 行 う こ と が 求 め ら れ て い る 。

納涼会のお知らせ  
 

第 六 地 区 納 涼 会 を 下 記 の 通 り に 開 催 い た し ま す の で 、 お 知 ら せ 致 し ま す 。

時 節 柄 、 忙 し い と 思 い ま す が 、 奮 っ て ご 参 加 く だ さ い 。

１ ． 日 時 平 成 ２ ８ 年 ７ 月 １ ４ 日 木

１ ． 日 時 １ ９ 時 ０ ０ 分 ～

２ ． 場 所 未 定

３ ． 会 費 未 定

４ ． 備 考 出 席 の お 問 い 合 わ せ は 下 記 の 連 絡 先 に お 願 い 致 し ま す 。   
 

さ い た ま 北 部 医 療 セ ン タ ー 竹 内 信 行   
 t e l l： 0 4 8 - 6 6 3 - 1 6 7 1   

 ma i l： l ov ea sa h i b e e r2 0 0 9 @ g ma i l . c o m
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旧役員 退任あいさつ  

 
・ 丸 山 記 念 総 合 病 院 松 田 繁 尚  

総 務 と し て 3 年 、会 計 と し て 2 年 務 め さ せ て い た だ き ま し た 。会 長 を 始 め 、

他 の 役 員 の 皆 さ ま に は 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。 任 期 中 は 、 定 期 講 習 会 や 合

同 勉 強 会 な ど で 会 員 の 皆 さ ま や 、 他 支 部 の 方 々 と 接 す る こ と が で き 、 貴 重 な

経 験 を さ せ て い た だ き ま し た 。 今 後 は 一 会 員 と し て 第 六 支 部 を 盛 り 上 げ て い

け た ら と 考 え て い ま す 。 5 年 間 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 

・ 大 宮 中 央 総 合 病 院 川 久 保 彰 人  

役 員 を ２ 年 間 務 め さ せ て い た だ き ま し た 大 宮 中 央 総 合 病 院 の 川 久 保 で す 。  
初 め て の こ と で わ か ら な い 中 、 他 の 役 員 の 皆 さ ま に 助 け て い た だ き な が ら ２

年 間 取 り 組 ん で き ま し た 。 こ の 経 験 を 今 後 も 活 か し て い き 、 第 六 支 部 に 関 わ

っ て い き た い と 思 い ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 

・ 埼 玉 県 立 小 児 医 療 セ ン タ ー 金 原 幸 二  

二 年 間 と い う 短 い 期 間 で し た が 第 六 支 部 の 役 員 を や ら せ て い た だ き 、 と て

も 貴 重 な 経 験 を さ せ て も ら い ま し た 。 今 後 の 生 活 に 活 か し て い け た ら と 思 い

ま す 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
 

 

※第六支部事業案内配信のご案内※  
 
第 六 支 部 で は 、 勉 強 会 や 納 涼 会 な ど の 事 業 案 内 を 又 は メ ー ル に て 配 信

し て お り ま す 。 配 信 を 希 望 さ れ る 第 六 支 部 会 員 の 方 が お ら れ ま し た ら 、 第 六

支 部 ホ ー ム ペ ー ジ よ り お 申 し 込 み を お 願 い 致 し ま す 。

第 六 支 部 ホ ー ム ペ ー ジ  

h t t p : / / d a i r o k u s h i b u . j i m d o . c o m /  
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平成 27年度　第 4回常務理事会議事録（抄）

日　　　時： 平成 27 年 12 月 2 日（木） 
18：45 〜 21：00

場　　　所： 公益社団法人 埼玉県診療放射線技師会
事務所

出　席　者：会 長：田中　宏
　　　　　　副 会 長：堀江　好一
　　　　　　常 務 理 事： 八木沢　英樹、 

平野　雅弥、潮田　陽一、
佐々木　健、今出　克利、
結城　朋子、

　　　　　　欠 席：富田　博信

第 1．議事録作成人　議事録署名人の選出
　議　　　　長　田中　宏
　議事録署名人　田中　宏、堀江　好一
　議事録作成人　結城　朋子
と定めた。

　議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、田
中会長を議長に選出し、平成 27 年度第 4 回常務理事
会を開催した。

第 2．報告及び確認事項
1．会長（田中）
　（ 1）全国会長会議について報告した。
　　（ア）日時：平成 27 円 11 月 22 日（日）
　　（イ）場所：京都
　（ 2）北関東会長会議について報告した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 28 日（土）
　　（イ）場所：大宮ソニックシティ
　（ 3）財務会議について報告した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 16 日（月）
　　（イ）場所：技師会事務所
　（ 4） 事務所修繕について渡辺事務局長と打ち合わ

せを行い、修繕時期を 12 月初旬とした。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 27 日（金）
　　（イ）場所：技師会事務所
　（ 5） 埼玉乳がん臨床研究グループ（SBCCSG）に

よる研究会開催（平成 28 年 5 月 15 日）につ

いての後援を受けた。

2．副会長（堀江）
　（ 1） 東京三菱 UFJ ファクターの後藤氏と面談し、

手数料返金に関して交渉した。また次年度よ
り会費コンビニ支払期限を月末にせず、1 日
早めることとした。

　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 6 日（金）
　（ 2）財務会議に出席した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 16 日（月）
　　（イ）場所：技師会事務所
　（ 3） 埼玉県医療整備課に「本会の財務状況の改善

計画について」を送信した。
　（ 4）北関東会長会議に出席した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 28 日（土）
　　（イ）場所：大宮ソニックシティ
　（ 5）事務所パソコンの発注を行った。

3．総務（平野）
　（ 1） 第二、三、四、六支部合同勉強会 in 熊谷に

参加した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 14 日（土）
　　（イ）場所：ホテルヘリテイジ四季の湯温泉
　（ 2）新春の集い担当者と打ち合わせを行った。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 18 日（水）
　　（イ）場所：埼玉医科大学病院
　（ 3）第二支部第 6回勉強会に参加した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 26 日（木）
　　（イ）場所： 国立障害者リハビリテーションセンター

4．総務（結城）
　（ 1） 日本診療放射線技師会へ「永年勤続表彰候補

者（30 年）」6 人の申請を行った。（今回は
50 年の対象者なし）

　（ 2） 賛助会員、埼玉県医師会長等へ新春の集いの
お知らせを発送した。

5．編集情報（八木沢）
　（ 1） 平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術
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大会について以下の作業を行った。
　　（ア）事前参加登録返信メールの内容を変更
　　（イ）HP上の学術大会タブの色を変更
　　（ウ）HP写真デザイン変更
　　（エ）ポスターロゴの使用申請を提出
　　（オ）HP上の登録オープン時期を設定した。
　（ 2） 埼玉県診療放射線技師会ホームページの学術

データベース入力を行った。
　（ 3）会誌広告・バナー募集を再度依頼した。
　（ 4）会誌見積もりを望月印刷に依頼した。
　（ 5） 特定非営利活動法人医学中央雑誌刊行会より

会誌郵送の依頼があった。
　（ 6） Web サイトへの掲載および更新について下

記の作業を行った。（会員用）
　　（ア） 第 40 回埼玉 CT Technology Seminar@川

越のご案内
　　（イ） 第 320 回定例会循環器画像技術研究会のお

知らせ
　　（ウ） 第 28 回埼玉臨床画像研究会のお知らせ
　　（エ） 業務拡大に伴う統一講習会におけるプログ

ラム変更のお知らせ
　　（オ） 第 35 回ソニック CT カンファレンスのお

知らせ
　　（カ）第三支部新年会のお知らせ
　　（キ）会誌バックナンバー 238 号掲載
　（ 7） Web サイトへの掲載および更新について下

記の作業を行った（一般用）
　　（ア）会誌バックナンバー 238 号掲載
　（ 8）メールマガジンについて。
　　（イ）メルマガ登録 1件
　　（ウ）メルマガNo.71 号配信

6．公益（佐々木）
　（ 1）放射線特別授業を行った。
　　（ア）日時： 平成 27 年 11 月 6 日（金）、平成 27

年 11 月 27 日（金）
　　（イ）場所：上尾高校、寄居城北高校
　　（ウ）講師； 佐々木健（上尾）、成田麻美（寄居）
　 　　　準講師； 矢島慧介（上尾）、芦葉弘志（寄

居）
　 　　　見学；大河原侑司（上尾）

　（ 2） 日本診療放射線技師会レントゲン週間につい
て埼玉県より実行委員 2人を選出した。

　（ 3） 第二、三、四、六支部合同勉強会にて講演を
行った。

　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 14 日（土）
　　（イ）場所：ホテルヘリテイジ
　　（ウ）内容： 「みんなで創ろうやりがいのある仕

事」
　（ 4）日本診療放射線技師学術大会にて発表した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 21 〜 23 日
　　（イ）場所：京都
　　（ウ）内容：放射線特別授業

7．財務（潮田）
　（ 1） 顧問税理士の巡回監査を受け、以下の項目に

ついて確認、指摘された。
　　（ア）日時：平成 27 年 9 月 27 日（金）
　　（イ） 確認・指摘事項 

寄付金の使用方法について 
10 月末時点での収支相償について 
社会保障、マイナンバー制度について

第 3．審議・承認事項
1． 新井俊吉氏の名誉会員への推薦について審議し承

認した。（議案書番号：常理 -37）（承認）
2． 技師会事務所の修繕について審議し承認した。
（議案書番号：常理 -38）（承認）

次回、平成 27 年度第 5 回常務理事会予定　平成 28
年 2 月 4 日（木）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）総務資料
（ 3）財務資料
（ 4）編集情報資料
（ 5）公益資料
（ 6）議事録
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平成 27年度　第 5回常務理事会議事録（抄）

日　　　時：平成 28 年 2 月 4 日（木）18：45 〜 21：00
場　　　所：公益社団法人 埼玉県診療放射線技師会事務所
出　席　者：会 長：田中　宏
　　　　　　副 会 長：堀江　好一、富田　博信
　　　　　　常務理事： 八木沢　英樹、平野　雅弥、 

潮田　陽一、佐々木　健、 
今出　克利、結城　朋子

第 1．議事録作成人　議事録署名人の選出
　議　　　　長　田中　宏
　議事録署名人　田中　宏、堀江　好一
　議事録作成人　結城　朋子
と定めた。

　議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、田中会長を議
長に選出し、平成 27 年度第 5回常務理事会を開催した。

第 2．報告及び確認事項
1．会長（田中）
　（ 1）埼玉県看護協会新年会に出席した。
　　（ア）日時：平成 28 年 1 月 9 日（土）
　（ 2）衆議院会館三ツ林事務所を訪問した。
　　（ア）日時：平成 28 年 2 月 1 日（月）
　（ 3）厚生労働大臣表彰を当会堀江副会長が受賞した。

2．副会長（堀江）
　（ 1） 東京三菱 UFJ ファクターの後藤氏と面談し、手数料返

金に関して交渉した。また次年度より会費コンビニ支
払期限を月末にせず、1日早めることとした。

　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 6 日（金）
　（ 2）財務会議に出席した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 16 日（月）
　　（イ）場所：技師会事務所
　（ 3） 埼玉県医療整備課に「本会の財務状況の改善計画につ

いて」を送信した。
　（ 4）北関東会長会議に出席した。
　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 28 日（土）
　　（イ）場所：大宮ソニックシティ
　（ 5）事務所パソコンの発注を行った。

3．総務（結城）
　（ 1） 永年勤続表彰（20 年、40 年）対象者へ申請書類を発送

した。
　（ 2）平成 28 年新春の集いを開催した。
　　（ア）日　　時：平成 28 年 1 月 8 日（金）
　　（イ）場　　所：大宮サンパレス　GLANZ
　　（ウ） 参加人数：会員41人、賛助会員35人、新入会員15人

4．編集情報（八木沢）
　（ 1） 平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会につい

て以下の作業を行った。
　　（ア）大会ポスター（A2）印刷をキタジマ㈱へ依頼
　　（イ）HP写真に関東甲信越マークを追加
　（ 2） 埼玉県放射線会誌 243 号について以下の作業を行った。
　　（ア）会誌 243 号を発行（平成 28 年 1 月 21 日）
　　（イ）企業執筆者へお礼状と会誌を郵送

　　（ウ）求人広告依頼もとへお礼状と会誌を郵送
　（ 3） Web サイトへの掲載および更新について下記の作業を

行った。（会員用）
　　（ア） 循環器画像技術研究会主催　第 3 回冠動脈模型作成

セミナーお知らせ掲載
　　（イ）行田健康フォーラム参加報告掲載
　　（ウ） 平成 27 年度埼玉診療放射線技師会認定試験開催のお

知らせ掲載
　　（エ）会誌バックナンバー 239 号掲載
　　（オ）第五支部情報交換会お知らせ掲載
　　（カ）第四支部勉強会お知らせ掲載
　　（キ）第三支部サイト新規作成のお知らせ掲載とリンク設置
　　（ク） 平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会後援

に埼玉県を追加掲載しポスターを差し替え
　（ 4） Web サイトへの掲載および更新について下記の作業を

行った（一般用）
　　（ア）会誌バックナンバー 238 号掲載
　（ 5）メールマガジンについて。
　　（ア）メルマガNo.72 号配信

5．学術（今出）
　（ 1）上部消化管認定講習会を開催した。
　　（ア）日　時：平成 28 年 1 月 17 日（日）
　　（イ）場　所：さいたま赤十字病院
　　（ウ）参加者：19 人
　（ 2）CT認定講習会を開催した。
　　（ア）日　時：平成 28 年 1 月 24 日（日）
　　（イ）場　所：済生会川口総合病院
　　（ウ）参加者：26 人
　（ 3）アフターコンベンション開催助成金について報告した。

6．公益（佐々木）
　（ 1）放射線特別授業運営委員会を開催した。
　　（ア）日時：平成 28 年 1 月 28 日（木）19：00 〜 20：30
　　（イ） 場所：技師会事務所 

出席：3人 
欠席：5人

　（ 2） 関東甲信越診療放射線技師学術大会へのさいたま市の
後援をいただいた。

第 3．審議・承認事項
1． 会費規程変更について審議し、承認した。（議案書番号：常

理 -42）（承認）

次回、平成 28 年度第 1回常務理事会予定　平成 28 年 4 月 7 日
（木）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）総務資料
（ 4）編集情報資料
（ 5）学術資料
（ 6）公益資料
（ 7）議事録



議 事 録
埼玉放射線・Vol.64　No.2　2016

巻
頭
言

会

告

お
知
ら
せ

学
術
特
集

寄

稿

連
載
企
画

技
術
解
説

総
会
資
料

本
会
の

動

き

各
支
部
勉

強
会
情
報

各
支
部

掲
示
板

議
事
録

会
員
の

動

向

求

人

コ
ー
ナ
ー

役
員
名
簿

Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
書

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

206  （97）

平成 27年度　第 6回理事会議事録（抄）

日　　　時：平成 27 年 11 月 5 日（木）18：45 〜 21：00
場　　　所：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会事務所
出　席　者：会 長：田中　宏
　　　　　　副 会 長：堀江　好一、富田　博信
　　　　　　常務理事： 平野　雅弥、結城　朋子、 

潮田　陽一、今出　克利、 
八木沢　英樹、佐々木　健

　　　　　　理 事： 栗田　幸喜、城處　洋輔、 
岡田　智子、清水　邦昭、 
芦葉　弘志、双木　邦博、 
大西　圭一、渡部　進一、 
齋藤　幸夫、矢崎　一郎、 
高嶋　豊

　　　　　　監 事：橋本　里見
　　　　　　欠 席：鈴木　正人

第 1．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　　長　田中　宏
　議事録署名人　田中　宏、堀江　好一
　議事録作成人　結城　朋子
と定めた。

第 2．報告及び確認事項
1．会長（田中）
　（ 1） 技師会事務所リフォーム完成、代金支払い済み。今後

の修繕計画（修繕積立金）について報告した。
　（ 2） 新井俊吉氏、平成 28 年秋の叙勲にて瑞宝双光章に決定

した。
　（ 3）角田喜彦氏、埼玉県知事表彰に決定した。
　（ 4） 平成 27年 10月23日、公衆安全大会知事表彰へ出席した。
　（ 5） 平成 27 年 10 月 29 日、埼玉県教育委員会へ県立高校放

射線特別授業のアピール目的で訪庁した。
　（ 6） 平成 27 年 12 月 12 日開催予定の埼玉県看護協会主催医

療安全大会への名義後援を受けた。
　（ 7）日本臨床脳神経外科学会名義後援を受けた。

2．副会長（堀江）
　（ 1） 平成 27 年 10 月 28 日、埼玉県庁医療整備課より本会の

平成 26 年度決算等の報告に関して、遊休財産に関する
指摘があり、これについて事務所修繕及び平成 28 年度
開催予定の学術大会への準備資金として支出すること
で解消する予定であることを伝えた。

3．副会長（富田）
　（ 1） 平成 27 年 10 月 21 日、平成 28 年度関東甲信越診療放

射線技師学術大会実行委員会に出席した。

4．総務（結城）
　（ 1） 日本診療放射線技師会「永年勤続表彰候補者（30 年）」

対象者 16 人に履歴書等を送付した。

5．編集・情報（八木沢）
　（ 1）会誌、ホームページ関連について
　　ア．平成 27 年 10 月 14 日会誌 242 号を発送した。
　　イ．平成 28 年会誌広告募集依頼を 21 社に依頼した。
　　ウ． 各種セミナーの申し込みフォームをホームページ上に

作成した。
　　エ． ホームページ上での入会案内にメールアドレス記載欄

を追加、修正を行った。
　（ 3） 平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会関連に

ついて
　　ア．専用ホームページを 9月 30 日にオープンした。
　　イ．機器展示募集趣意書を作成し、26 社へ郵送した。

6．編集・情報（清水）
　（ 1）Web サイトへの掲載および更新について
　　ア．第 36 回埼玉 CT Technology Seminar 開催案内
　　イ． 埼玉県診療放射線技師会　第六支部平成 27 年度　第

2回定期講習会お知らせ
　　ウ． 埼玉県診療放射線技師会　第六支部「彩の国いきいき

フェスティバル」参加案内
　　エ． 第六支部忘年会お知らせ
　　オ．平成 27 年度　第三支部ボウリング大会のお知らせ
　　カ．第 29 回川越市健康まつり
　　キ．第 4回　Freed セミナー開催案内
　　ク．DR計測セミナー開催案内
　　ケ． 平成 27 年度　第 15 回上部消化管検査認定講習会開催

案内
　　コ．平成 27 年度　第 14 回胸部認定講習会開催案内
　　サ．平成 27 年度　MRI 基礎講習会開催案内
　　シ．平成 28 年　新春の集い　開催案内
　　ス．業務拡大に伴う統一講習会（埼玉県開催）開催案内
　　セ．乳腺画像セミナー開催案内
　　ソ．会誌バックナンバー 237 号掲載
　　タ． 平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会トッ

プページ
　　チ．循環器画像技術研究会　第 319 回定例会開催案内
　　ツ．トップページのタブ位置の変更
　　テ．第五支部地区親睦ゴルフコンペ案内状掲載
　　ト．サーベイ実習者募集について
　　ナ．第四支部忘年会開催案内
　　ニ．サーベイ検査実習募集何愛
　　ヌ．第 38 回埼玉 CT Technology Seminar 開催案内
　　ネ．第 39 回埼玉 CT Technology Seminar 開催案内
　　ノ．第 35 回ソニックCTカンファレンス開催案内
　（ 2）Web サイトへの掲載および更新について（一般用）
　　ア．会誌バックナンバー 237 号掲載
　（ 3）メールマガジン関連
　　ア．新規登録 1件
　　イ．メルマガNo.70 71 配信
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6．学術（今出）
　（ 1） 平成 27 年 9 月 14 日　ソニックシティ担当者と次年度

学術大会についての打ち合わせを行った。
　（ 2） 平成 27 年 9 月 17 日第 3 回関東甲信越診療放射線技師

学術大会実行委員会を開催した。
　（ 3）平成 27 年 10 月 11、12 日統一講習会に参加した。
　（ 4） 平成 27 年 10 月 21 日第 4回関東甲信越診療放射線技師

学術大会実行委員会を開催した。

7．公益（佐々木）
　（ 1） 平成 27 年 10 月 11、12 日統一講習会講師として参加し

た。
　（ 2） 平成 27 年 10 月 29 日埼玉県庁教育委員会へ会長ととも

に訪庁した。

8．公益（芦葉）
　（ 1） 放射線特別授業講師依頼状および準講師依頼状を送付

した。

9．財務（潮田）
　（ 1） 平成 27 年 9 月 21 日、10 月 29 日顧問税理士との月次

会計調査を行った。

10．第一支部（双木）
　（ 1）浦和区健康まつり参加報告について
　　ア．日　　時：平成 27 年 11 月 1 日（水）10：00 より
　　イ．場　　所：コムナーレ浦和
　　ウ．出 席 者：14 人
　　エ． 参加内容：骨密度測定と放射線医療画像展示（骨密度

測定者 560 人）

11．第二支部（大西）
　（ 1）循環器CTセミナー 2015 開催報告
　　ア．日　　時：平成 27 年 9 月 21 日（土）
　　イ．場　　所：OLS ビル　2F　講堂
　　ウ．参加人数：193 人
　　エ．内容
　　　（ア）セッションⅠ　心臓CT最新技術報告
　　　　ａ．座長：上尾中央病院　館林正樹
　　　　ｂ． フィリップスエレクトロニクスジャパン　守谷芽実
　　　　ｃ．シーメンス・ジャパン　松浦孝俊
　　　　ｄ．東芝メディカルシステムズ　新井信夫
　　　　ｅ．GEヘルスケア・ジャパン　大川博和
　　　（イ）セッションⅡ
　　　　ａ．座長：八重洲クリニック　吉田諭史
　　　　ｂ． 基礎からわかる時間分解能　　済生会川口総合病

院　豊田奈規
　　　　ｃ． 明日から使えるハーフ再構成とフル再構成　高瀬

クリニック　高柳知也
　　　　ｄ．AR手術に必要なCT画像構築の基本のキホン
　　　　　　東京ベイ浦安市川医療センター　小島基揮
　　　（ウ） セッションⅢ　冠動脈動態解析アルゴリズムの効

果と臨床的意義について

　　　　ａ．座長：益子病院　蒲田淳一
　　　　ｂ．講師：江戸川病院　佐藤英幸
　　　（エ） セッションⅣ　低電圧冠動脈 CT に造影技術を活

用するためのヒント
　　　　ａ．座長：三井記念病院　皆川利浩
　　　　ｂ．講師：埼玉医科大学総合医療センター　中根淳
　　　（オ） 技術講演　医工連携で開発した画像フィルターと

臨床評価
　　　　ａ．座長：石心会川崎幸病院　石田和史
　　　　ｂ．講師：日本海総合病院　渋谷幸喜
　　　（カ） 特別講演　CT と MRI での心筋 Perfusion（両者

の比較を含めて）
　　　　ａ．座長：東京女子医科大学医療センター　飯村　浩
　　　　　　　　　埼玉医科大学国際医療センター　妹尾大樹
　　　　ｂ．講師：北海道大学　真鍋徳子
　（ 2）第 4回勉強会
　　ア．日　時：平成 27 年 9 月 24 日（木）
　　イ．場　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　　ウ．参加者：43 人
　　エ．内容
　　　（ア）製品紹介
　　　　「Non Helical Volume Scan が開く、4次元の世界」
　　　　東芝メディカルシステムズ　新井　信夫
　　　（イ） 講演テーマ「整形領域の撮影技術向上を目指して」
　　　　ａ．一般撮影
　　　　　 「教科書に載っていない実践撮影のコツと X 線所見

のとり方〜踵骨編〜」
　　　　　（ａ）座長　防衛医科大学校病院　野瀬　英雄
　　　　　（ｂ）講師　上尾中央総合病院　　内田　瑛基
　　　　ｂ．CT
　　　　　 「整形外科領域の X 線 CT の標準化 〜正確な MPR

切り出し〜について」
　　　　　（ａ）座長　 越谷市立病院 関根　　貢
　　　　　（ｂ）講師   彩の国東大宮メディカルセンター
 田上　陽菜
　　　　ｃ．MRI
　　　　　「上肢MRI の基礎」
　　　　　（ａ）座長　トワーム小江戸病院 菅野　　勝
　　　　　（ｂ）演者　草加市立病院 佐藤　広崇
　（ 3）第 5回勉強会
　　ア．日　時：平成 26 年 10 月 22 日（木）
　　イ．場　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　　ウ．参加者：43 人
　　エ．内　容
　　　（ア）製品紹介
　　　　「シーメンスMRI の最新技術情報」
　　　　　 シーメンス・ジャパン株式会社 MRビジネスマネー

ジメント部
 諸井　　貴
　　　（イ）一般研究発表
　　　　ａ．座長　所沢ハートセンター 柴　　俊幸
　　　　　　　　　原田病院 瀧澤　　誠
　　　　　　　　　豊岡第一病院 山下　隆行
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　　　　ｂ．FPDにおける幾何学的不鋭が画像に及ぼす影響
　　　　　　済生会川口総合病院　森　一也
　　　　ｃ．当院におけるマンモグラフィCADの検討
　　　　　　丸山記念総合病院　木村　浩明
　　　　ｄ．腹部MRI 撮像における新しいアプローチ
　　　　　　 シーメンス・ジャパン株式会社 MR ビジネスマ

ネージメント部
　　　（ウ）講演テーマ「CT－AECの基礎と応用技術
　　　　　 〜ハイスペック CT ユーザーから見た今までとこ

れから〜」
　　　　ａ．座長　済生会川口総合病院 志藤　正和
　　　　　　　　　所沢ハートセンター 柴　　俊幸
　　　　ｂ．講師　さいたま赤十字病院 渡部　伸樹
　　　　　　　　　済生会川口総合病院 豊田　奈規
　　　　　　　　　埼玉石心会病院 伊藤　寿哉
　　　　　　　　　済生会栗橋病院 内海　将人

12．第三支部　（渡部）
　（ 1）リレー・フォー・ライフ in 川越
　　ア．開催日時：平成 27 年 9 月 19 日（土）〜 20 日（日）
　　イ．開催会場：川越市水上公園
　　ウ．参加人数：46 人
　　エ．内　　容： リレー・フォー・ライフにボランティア協力
　（ 2）第三地区ボウリング大会
　　ア．開催日時： 平成 27年 10月 2日（金）19：00〜 21：00
　　イ．開催会場：川越ボウリングセンター
　　ウ．参加人数：34 人
　　エ．内　　容：会員の親睦を深める
　（ 3）第 3回 3 地区役員会
　　ア．開催日時：平成 27年 10月 2日（金）21：00〜 21：30
　　イ．開催会場：川越ボウリングセンター内 会議室
　　ウ．参加人数：6人
　　エ．内　　容： ボウリング大会反省会、支部合同勉強会、

健康まつりについて
　（ 4）第 29 回 川越市健康まつり　第 4・5回実行委員会
　　ア．開催日時： 平成 27年 9月 30日（水）、10月19日（月）

13：30〜 15：00
　　イ．開催会場：川越市総合保健センター 会議室
　　ウ．内　　容：催し物企画、前日準備などの説明
　（ 5）第 2・3・4・6支部合同勉強会実行委員会
　　ア．開催日時：平成 27 年 10 月 23 日（金）
　　イ．開催会場：川越市総合保健センター 会議室
　　ウ．内　　容：予演会、準備など
　（ 6）第 29 回 川越市健康まつり
　　ア．開催日時：平成 27年 11月 1日（日）10：00〜 15：00
　　イ．開催会場：ウェスタ川越
　　ウ．参加人数：10 人（支部会員含む）
　　エ．内　　容：医療画像展の開催

13．第四支部　（齋藤）
　（ 1）第 4支部　役員会議
　　ア．日　時：平成 27 年 9 月 4 日（金）19：00 〜 19：30
　　イ．場　所：深谷赤十字病院

　　ウ．内　容： 深谷市福祉健康まつり、支部合同勉強会、忘
年会

　　エ．参加者：7人
　（ 2） 平成 27 年度　第 10 回　医療画像展「深谷市福祉健康

まつり」
　　ア．日　時：平成 27 年 10 月 25 日（日）10：00 〜 15：00
　　イ．場　所：深谷市総合体育館及びその周辺
　　ウ．内　容： パネル展示、骨密度測定、スーパーボールつ

り等
　　エ．来場者： a. 骨密度測定、パネル展示、モニター展示：

402 人
　　　　　　　　b. スーパーボール釣り：100 人
14．第五支部　（矢崎）
　（ 1）地区情報交換会
　　ア．日時：平成 27 年 10 月 1 日（木）19：00 〜
　　イ．場所：春日部市市民活動センター 4F 会議室 1
　　ウ．内容
　　　　　当院の救急科における急性腹症
　　　　　草加市立病院　放射線科　丹野　　亮
　　　　　急性腹症のMRI
　　　　　草加市立病院　放射線科　佐藤　広崇
　　　　　Parallel Imaging の基礎
　　　　　草加市立病院　放射線科　加藤　広一
　（ 2）越谷市民祭り
　　ア．日　　時：平成 27 年 10 月 25 日（日）
　　イ．場　　所：越谷
　　ウ．参加人数：24 人

16．第六支部（高嶋）
　（ 1）第六支部第二回定期講習会開催
　　ア．日　　時：平成 27 年 10 月 22 日（木）19：00 〜
　　イ．場　　所：丸山記念総合病院
　　ウ．内　　容：技師教育について〜各施設の教育方法〜
　　エ．参加人数　45 人

第 3．審議・承認事項
1． 平成 27 年度役員研修会の平成 28 年 2 月開催について審議

し承認した。（議案書番号：理 -35）（承認）
2． 新入会員について審議し承認した（議案書番号：理 -36）

（承認）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）編集・情報委員会資料
（ 4）学術委員会資料
（ 5）ホームページ資料
（ 6）公益委員会資料
（ 7） 各支部資料（第一支部、第二支部、第三支部、第四支部、

第五支部、第六支部）
（ 8）議案書



議 事 録
埼玉放射線・Vol.64　No.2　2016

209  （100）

平成 27年度　第 7回理事会議事録（抄）

日　　　時：平成 28 年 1 月 4 日（木）18：45 〜 21：00
場　　　所：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会事務所
出　席　者：会 長：田中　宏
　　　　　　副 会 長：堀江　好一、富田　博信
　　　　　　常務理事： 平野　雅弥、結城　朋子、 

潮田　陽一、今出　克利、 
八木沢　英樹、佐々木　健

　　　　　　理 事： 岡田　智子、清水　邦昭、 
双木　邦博、大西　圭一、 
渡部　進一、齋藤　幸夫、 
高嶋　豊

　　　　　　監 事：橋本　里見
　　　　　　欠 席： 鈴木　正人、栗田　幸喜、 

城處　洋輔、芦葉　弘志、 
矢崎　一郎、高嶋　豊

第 1．議事録作成人、議事録署名人の選出
　議　　　　長　田中　宏
　議事録署名人　田中　宏、堀江　好一
　議事録作成人　結城　朋子
と定めた。

第 2．報告及び確認事項
1．会長（田中）
　（ 1）全国会長会議について報告した。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 22 日（日）
　　イ．場所：京都
　（ 2）北関東会長会議について報告した。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 28 日（土）
　　イ．場所：大宮ソニックシティ
　（ 3）財務会議について報告した。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 16 日（月）
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 4） 事務所修繕について渡辺事務局長と打ち合わせを行い、

修繕時期を 12 月初旬とした。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 27 日（金）
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 5）畦元しょうごを囲む会へ出席した。
　　ア．日時：平成 27 年 12 月 7 日（月）
　　イ．場所：東京プリンスホテル
　（ 6）埼玉県看護協会主催医療安全大会へ出席した。
　　ア．日時：平成 27 年 12 月 12 日（土）
　　イ．場所：大宮ソニックシティ
　（ 7） 両副会長へ医師会主催新春の集いへの出席を依頼した。
　（ 8） 熊谷女子高等学校からの放射線特別授業の申し込みを

受けた。
　（ 9） 専門医療通訳養成コースに関する講師派遣について報

告した。

2．副会長（堀江）
　（ 1） 東京三菱 UFJ ファクターの後藤氏と面談し、手数料返

金に関して交渉した。また次年度より会費コンビニ支
払期限を月末にせず、1日早めることとした。

　　ア．日時：平成 27 年 11 月 6 日（金）
　（ 2）財務会議に出席した。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 16 日（月）
　　イ．場所：技師会事務所
　（ 3） 埼玉県医療整備課に「本会の財務状況の改善計画につ

いて」を送信した。
　（ 4）北関東会長会議に出席した。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 28 日（土）
　　イ．場所：大宮ソニックシティ
　（ 5）技師会事務所パソコンを発注し、設定した。
　　ア．日時：平成 27 年 12 月 8 日（火）
　　イ．場所：技師会事務所

3．総務（結城）
　（ 1） 日本診療放射線技師会「永年勤続表彰候補者（30 年）」

対象者を日本診療放射線技師会へ申請した。

4．情報・編集（八木沢）
　（ 1） 平成 28 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会につい

て以下の作業を行った。
　　ア．学術大会事前参加登録返信メールを変更した。
　　イ．学術大会タブの色を変更した。
　　ウ． 日本診療放射線技師会へ大会ポスターへのロゴ使用を

申請した。
　　エ．ホームページからの各登録期間の設定を行った。
　　オ． 各種大会ポスターの印刷を依頼し、ホームページに掲

載した。
　（ 2） 会誌およびホームページについて以下の作業を行った。
　　ア．学術データベースを更新した。
　　イ．広告バナー募集を依頼した。
　　ウ．2年間分の会誌見積もりを望月印刷に依頼した。
　　エ． 特定非営利活動法人　医学中央雑誌刊行会へ会誌 1年

分を寄贈した。
　　オ．各種大会ポスター作成

5．編集・情報（清水）
　（ 1）Web サイト　掲載および更新を行った。（会員用）
　　ア． 第 40 回埼玉 CT Technology Seminar@川越開催案内
　　イ．第 320 回定例会　循環器画像技術研究会
　　ウ．第 28 回埼玉臨床画像研究会
　　エ．第五支部情報交換会のお知らせ
　　オ．業務拡大に伴う統一講習会におけるプログラム変更
　　カ．第 35 回ソニックCTカンファレンス
　　キ．第三支部新年会のお知らせ
　　ク．会誌 238 号バックナンバー掲載
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　　ケ．第 47 回埼玉消化管研究会開催
　　コ．第 7回ADCT研究会
　　サ．第 4回 Freed セミナーのご案内（更新）
　　シ．第 2回第一支部勉強会お知らせ
　　ス．第四支部ページに合同勉強会お知らせ
　　セ．第 34 回 SAITAMA MRI Conference のご案内
　　ソ．Smic（Saitama medical information conference）
　　タ． 平成 27 年度第 2 回救急撮影ケーススタディーお知ら

せ
　（ 2）Web サイト　掲載および更新を行った。（一般用）
　　ア．会誌 238 号バックナンバー掲載
　（ 3）メールマガジンについて以下の作業を行った。
　　ア．会誌 238 号バックナンバー掲載
　　イ．No.71 配信

6．学術（今出）
　（ 1） 関東甲信越診療放射線技師学術大会実行委員会を開催

した。
　　ア．第 5回
　　　（ア）日時：平成 27 年 10 月 21 日（水）
　　　（イ）場所：技師会事務所
　　イ．第 6回
　　　（ア）日時：平成 27 年 12 月 8 日（火）
　　　（イ）場所：技師会事務所
　（ 2）平成 27 年度MRI 基礎講習会を開催した。
　　ア．日　　時：平成 27 年 11 月 8 日（日）
　　イ．場　　所：さいたま赤十字病院
　　ウ．参加人数：17 人
　（ 3）業務拡大に伴う統一講習会を開催した。
　　ア．日　　時：平成 27 年 10 月 11 日（日）12 日（月）
　　イ．場　　所：さいたま赤十字病院
　　ウ．参加人数：36 人
　（ 4） 診療放射線技師基礎技術講習「一般撮影」を開催した。
　　ア．日　　時：平成 27 年 12 月 6 日（日）
　　イ．場　　所：上尾中央総合病院
　　ウ．参加人数：26 人

7．学術（岡田）
　（ 1）平成 27 年度胸部認定講習会を開催した。
　　ア．日　　時：平成 27 年 12 月 6 日（日）
　　イ．場　　所：上尾中央総合病院
　　ウ．参加人数：28 人

8．公益（佐々木）
　（ 1）放射線特別事業を行った。
　　ア．上尾高校
　　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 6 日（金）
　　　（イ）講師：佐々木健、矢島慧介、大河原侑司（見学）
　　ア．寄居城北高校
　　　（ア）日時：平成 27 年 11 月 27 日（金）
　　　（イ）講師：成田麻美、芦葉弘志
　（ 2）第 2回公益委員会を開催した。

　　ア．日時：平成 27 年 12 月 17 日（木）
　　イ．場所：埼玉県診療放射線技師会センター　2階
　（ 3） JART レントゲン週間の実行委員 2 名を選出、派遣し

た。
　（ 4）第 2，3，4，6支部合同勉強会で講演した。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 14 日（土）
　　イ．場所：ホテルヘリテイジ
　（ 5） 第 31 回全国診療放射線技師学術大会にて放射線特別授

業に関して発表した。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 21 日〜 23 日
　　イ．場所：国立京都国際会館
　（ 6） 平成 28 年度関東甲信越学術大会での市民公開講座に関

する進捗状況を報告した。

9．財務（潮田）
　（ 1）顧問税理士と月次会計調査を行った
　　ア．日時：平成 27 年 12 月 24 日（木）

10．第二支部（大西）
　（ 1）第 2，3，4，6支部合同勉強会で講演した
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 14 日（土）
　　イ．場　所：森林公園　四季の湯温泉　ホテル・ヘリテイジ
　　ウ．参加者：101 人
　　エ．内　容
　　　（ア）「読影力を磨いてスキルアップ！」
　　　　ａ．コメンテーター　上尾中央総合病院　館林正樹
　　　　ｂ．座長　所沢ハートセンター　柴　　俊夫
　　　　　　　　　埼玉医科大学病院　　戸谷　雅人
　　　　　　　　　熊谷総合病院　　　　吉田　　敦
　　　　　　　　　指扇病院　　　　　　石川　直哉
　　　　ｃ．四肢領域（第三支部）　埼玉医科大学病院
 高橋　　忍
　　　　ｄ．頭頸部領域（第六支部）　上尾中央総合病院
 金野　元樹
　　　　ｅ．胸部領域（第四支部）　小川赤十字病院
 高井　太市
　　　　ｆ．腹部領域（第二支部）　イムス三芳総合病院
 小田島明子
　　　（イ） 「みんなで創ろう！『やりがいのある仕事』〜チー

ム医療と診療放射線技師の役割〜」
　　　　ａ．座長　埼玉医科大学総合医療センター
 市川　賢一
　　　　ｂ．講師　上尾中央総合病院 佐々木　健
　（ 2）第 6回勉強会開催
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 26 日（木）
　　イ．場　所：国立障害者リハビリテーションセンター
　　ウ．参加者：49 人
　　エ．内　容
　　　（ア）製紹介　「シーメンスMRI の最新技術情報」
　　　　 シーメンス・ジャパン㈱
　　　　MRビジネスマネージメント部　石川啓介
　　　（イ） セッションⅠ「アルツハイマー型認知症治療にお
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ける現状と展望」
　　　　ａ．座長　防衛医科大学校病院 新井　眞二
　　　　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター
 河原　　剛
　　　　ｂ．アリセプト　エーザイ㈱ 猪俣　　亭
　　　　ｃ．リバスタッチパッチ　小野薬品工業㈱
 鈴木　　隆
　　　　ｄ．メマリー　第一三共㈱ 原田　芳幸
　　　（ウ） セッションⅡ「認知症における画像診断の役割に

ついて」
　　　　ａ．座長　埼玉医科大学総合医療センター
 河原　　剛
　　　　ｂ．CT　小川赤十字病院 寺内ゆかり
　　　　ｃ．MRI　埼玉医科大学病院 小川真理子
　　　　ｄ．SPECT　済生会川口総合病院 城處　洋輔
　　　　ｅ．PET　東京ベイ先端医療・幕張クリニック
 光本　拓也

11．第三支部（渡部）
　（ 1）第 29 回川越市健康まつりに参加した。
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 1 日（日）
　　イ．場　所：ウエスタ川越
　　ウ．参加者：10 人
　　エ．内　容：医療画像展
　（ 2）第 2，3，4，6支部合同勉強会で講演した
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 14 日（土）
　　イ．場　所：森林公園　四季の湯温泉　ホテル・ヘリテイジ
　　ウ．参加者：101 人
　（ 3）第 4回地区役員会を開催した。
　　ア．日　時：平成 27 年 12 月 21 日（月）
　　イ．場　所：埼玉医科大学病院　会議室
　　ウ．参加者：6人

12．第四支部（齋藤）
　（ 1）第 2，3，4，6支部合同勉強会で講演した
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 14 日（土）
　　イ．場　所：森林公園　四季の湯温泉　ホテル・ヘリテイジ
　　ウ．参加者：101 人
　（ 2）第 4支部忘年会を開催した。
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 27 日（金）
　　イ．場　所：キングアンバサダーホテル熊谷
　　ウ．参加者：73 人
　（ 3）行田市健康フォーラム 2015 に参加した。
　　ア．日　時：平成 27 年 12 月 20 日（金）
　　イ．場　所：行田市「みらい」ホール
　　ウ．来場者：150 人
　　エ．内　容：骨密度測定、パネル・モニター展示等

13．第五支部（矢崎）
　（ 1）地区情報交換会を開催した。
　　ア．日時：平成 27 年 11 月 26 日（木）
　　イ．場所：春日部市市民活動センター 4F会議室 1

　　ウ．内容
　　　（ア） 当院における術前頭部 3D-CT の現状　越谷市立病

院　村本　圭祐
　　　（イ） 肺動脈血栓塞栓症の CT 撮影法と当院の工夫　越

谷市立病院　関根　貢
　　　（ウ） CT 検査の被ばく線量推定（WAZA-ARIv2）の使

用経験　越谷市立病院　矢部　智
　（ 2）親睦ゴルフコンペを開催した。
　　ア．日時：平成 27 年 12 月 6 日（日）
　　イ．場所：トミーヒルズゴルフクラブ栃木
　（ 3）越谷市民祭りにおける収支について報告した。

14．第六支部（高嶋）
　（ 1）第 2，3，4，6支部合同勉強会で講演した
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 14 日（土）
　　イ．場　所：森林公園　四季の湯温泉　ホテル・ヘリテイジ
　　ウ．参加者：101 人
　（ 2）彩の国いきいきフェスティバルに参加した。
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 15 日（日）
　　イ．場　所：埼玉県県民活動センター
　　ウ．参加者：12 人
　　エ．内　容：パネル展示、被ばく相談、骨密度測定等
　（ 3）第六支部忘年会を開催した。
　　ア．日　時：平成 27 年 11 月 26 日（木）
　　イ．場　所：コリアンダイニング　クオンズ大宮
　　ウ．参加者：40 人

第 3．審議・承認事項
1． 新井俊吉氏の名誉会員への推薦について審議し承認した。

（議案書番号：理 -37）（承認）
2． 技師会事務所の修繕について審議し承認した。（議案書番

号：理 -38）（承認）
3． 第 19 回秩父市保健センターまつりでの医療画像展開催に関

して、予算および骨密度装置、展示パネル等の貸出につい
て審議し承認した。（議案書番号：理 -39）（承認）

4． 第 5 回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会開催
について審議し承認した。（議案書番号：理 -40）（承認）

5． 新入会員について審議し承認した（議案書番号：理 -41）
（承認）

配布資料（メール配信を含む）
（ 1）会長資料
（ 2）副会長資料
（ 3）編集・情報委員会資料
（ 4）学術委員会資料
（ 5）公益委員会資料
（ 6） 各支部資料（第一支部、第二支部、第三支部、第四支部、

第五支部、第六支部）
（ 7）議案書
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求人広告掲載申し込み FAX 用紙

施設名

住所

担当者氏名

TEL

FAX

E-mail アドレス

募集対象者

雇用形態

業務内容

待遇

勤務時間

休日

募集人員

宿舎の有無

社会保険など

応募方法

その他

FAX 送信先

電子メールアドレス

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
FAX 番号　048-664-2733
sart@beige.ocn.ne.jp
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平成 27・28 年度役員名簿
役職名 氏　名 勤　務　先 勤務先電話 技師会メール

会　　　長 田中　　宏 埼玉県病院局 048-758-1852 h-tanaka@sart.jp
副　会　長 堀江　好一 JCHO さいたま北部医療センター 048-663-1671 k-horie@sart.jp
副　会　長 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp
常務理事（総　　務） 平野　雅弥 埼玉医科大学病院 049-276-1264 m-hirano@sart.jp
常務理事（総　　務） 結城　朋子 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-yuuki@sart.jp
常務理事（財　　務） 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
常務理事（学　　術） 今出　克利 さいたま市民医療センター 048-626-0011 k-imade@sart.jp
常務理事（編集・情報） 八木沢英樹 JCHO 埼玉メディカルセンター 048-832-4951 h-yagisawa@sart.jp
常務理事（公　　益） 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
理　　事（学　　術） 栗田　幸喜 済生会栗橋病院 0480-52-3611 k-kurita@sart.jp
理　　事（学　　術） 城處　洋輔 済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp
理　　事（学　　術） 岡田　智子 さいたま赤十字病院 048-852-1111 s-okada@sart.jp
理　　事（編集・情報） 清水　邦昭 深谷赤十字病院 048-571-1511 k-shimizu@sart.jp
理　　事（公　　益） 芦葉　弘志 丸山記念総合病院 048-757-3511 h-ashiba@sart.jp
理事 （総務） 第一支部 双木　邦博 さいたま市立病院 048-873-4111 k-namiki@sart.jp
理事 （総務） 第二支部 大西　圭一 所沢ハートセンター 042-940-8611 k-onishi@sart.jp
理事 （総務） 第三支部 渡部　進一 埼玉医科大学病院 049-276-1264 s-watanabe@sart.jp
理事 （総務） 第四支部 齋藤　幸夫 深谷赤十字病院 048-571-1511 y-saito@sart.jp
理事 （総務） 第五支部 矢﨑　一郎 春日部市立病院 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
理事 （総務） 第六支部 高嶋　　豊 丸山記念総合病院 048-757-3511 y-takashima@sart.jp

　監事・顧問

　総務・財務委員会

役　　職　　名 氏　　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
監　　　事 橋本　里見 JCHO 東京新宿メディカルセンター 03-3269-8111 s-hashimoto@sart.jp
監　　　事 鈴木　正人 埼玉県県会議員 m-suzuki@sart.jp

役　　職　　名 氏　　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
顧問税理士 増田　利治 増田利治税理士事務所 048-649-1386

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委　員　長 平野　雅弥 埼玉医科大学病院 049-276-1264 m-hirano@sart.jp
副委員長 結城　朋子 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-yuuki@sart.jp
副委員長 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
委　　員 堀江　好一 JCHO さいたま北部医療センター 048-663-1671 k-horie@sart.jp
委　　員 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp
委　　員 双木　邦博 さいたま市立病院 048-873-4111 k-namiki@sart.jp
委　　員 大西　圭一 所沢ハートセンター 042-940-8611 k-onishi@sart.jp
委　　員 渡部　進一 埼玉医科大学病院 049-276-1264 s-watanabe@sart.jp
委　　員 齋藤　幸夫 深谷赤十字病院 048-571-1511 y-saito@sart.jp
委　　員 矢崎　一郎 春日部市立病院 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
委　　員 高嶋　　豊 丸山記念総合病院 048-757-3511 y-takashima@sart.jp
委　　員 田中　達也 小川赤十字病院 0493-72-2333 t-tanaka@sart.jp
委　　員 矢部　　智 越谷市立病院 048-965-2221 s-yabe@sart.jp
委　　員 佐々木　剛 埼玉医科大学病院 049-276-1264 tsuyoshi-sasaki@sart.jp



役 員 名 簿
埼玉放射線・Vol.64　No.2　2016

巻
頭
言

会

告

お
知
ら
せ

学
術
特
集

寄

稿

連
載
企
画

技
術
解
説

総
会
資
料

本
会
の

動

き

各
支
部
勉

強
会
情
報

各
支
部

掲
示
板

議
事
録

会
員
の

動

向

求

人

コ
ー
ナ
ー

役
員
名
簿

Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
書

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

216  （107）

　学術委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委　員　長 今出　克利 さいたま市民医療センター 048-626-0011 k-imade@sart.jp
副委員長 栗田　幸喜 済生会栗橋病院 0480-52-3611 k-kurita@sart.jp
副委員長 城處　洋輔 済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp
副委員長 岡田　智子 さいたま赤十字病院 048-852-1111 s-okada@sart.jp
委　　員 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp
委　　員 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
委　　員 尾形　智幸 さいたま赤十字病院 048-852-1111 t-ogata@sart.jp
委　　員 大森　正司 さいたま赤十字病院 048-852-1111 s-omori@sart.jp
委　　員 中根　　淳 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 j-nakane@sart.jp
委　　員 土田　拓治 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-tsuchida@sart.jp
委　　員 近藤　敦之 埼玉医科大学病院 049-276-1264 a-kondo@sart.jp
委　　員 滝口　泰徳 上尾中央総合病院 048-773-1111 y-takiguchi@sart.jp
委　　員 伊藤　寿哉 埼玉石心会病院 04-2953-6611 t-ito@sart.jp
委　　員 柴　　俊幸 所沢ハートセンター 04-2940-8611 t-shiba@sart.jp
委　　員 志田　智樹 レインボークリニック 048-758-3891 t-sida@sart.jp

　編集・情報委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委 員 長 八木沢英樹 JCHO 埼玉メディカルセンター 048-832-4951 h-yagisawa@sart.jp
副委員長 清水　邦昭 深谷赤十字病院 048-571-1511 k-shimizu@sart.jp
委　　員 栗田　幸喜 済生会栗橋病院 0480-52-3611 k-kurita@sart.jp
委　　員 宮崎　雄二 北里大学メディカルセンター 048-593-1212 y-miyazaki@sart.jp
委　　員 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
委　　員 菅野　方仁 大宮中央総合病院 048-663-2501 m-sugano@sart.jp
委　　員 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
委　　員 大友　哲也 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 t-otomo@sart.jp
委　　員 吉田　　敦 熊谷総合病院 048-521-0065 a-yoshida@sart.jp
委　　員 豊留　章裕 西大宮病院 048-644-0511 a-toyodome@sart.jp

　公益委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

委　員　長 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
副委員長 芦葉　弘志 丸山記念総合病院 048-757-3511 h-ashiba@sart.jp
委　　員 西山　史朗 久喜総合病院 0480-26-0033 s-nishiyama@sart.jp
委　　員 志藤　正和 済生会川口総合病院 048-253-1551 m-shito@sart.jp
委　　員 矢島　慧介 上尾中央総合病院 048-773-1111 k-yajima@sart.jp
委　　員 市浦　京子 上尾中央総合病院 048-773-1111 k-ichiura@sart.jp
委　　員 眞壁　耕平 久喜総合病院 0480-26-0033 k-makabe@sart.jp
委　　員 小山　　恵 防衛医科大学校病院 04-2995-1511 m-koyama@sart.jp
委　　員 内海　将人 済生会栗橋病院 0480-52-3611 m-uchiumi@sart.jp
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正 会 員 入 会 申 込 書

 　　年　　月　　日

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　　会長殿

私は貴会の目的に賛同し、下記により入会したく会費を添えて申し込みます。

フリガナ
性　別

男・女

　　生　　　年　　月　　日

西暦　　　　年　　月　　日氏　名

1．2．それぞれに○をつけご回答ください

1．今回の入会は［□新入会　□再入会　□転入］

2．□日本診療放射線技師会＆埼玉県診療放射線技師会へ入会

　　□埼玉県診療放射線技師会のみ入会

転入前の
所属技師会

フリガナ TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

勤務先名

フリガナ 〒

勤務先住所

フリガナ 〒 TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

自宅住所

E-mail
（携帯不可）
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会誌送付先 ①　勤務先　　　②　自宅
所属支部（地区）

診療放射線
技師免許

国家試験 第　　　　　　　回　　　　　　合格

登録 第　　　　　　　号　　　　　年　　　月　　　日　　　登録

免許取得の
学歴

入学年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

卒業年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

学校

関連分野の
最終学歴

学位 ある　　　　　　　　　なし

学位記番号

授与年月

授与機関
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公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
〒 さいたま市北区宮原町

退会届

年 月 日

会員番号

日本診療放射線技師会

埼玉県診療放射線技師会

会員名 印

退会理由

退会希望日 年 月 日

会費納入状況 年度分まで納入済み

注 規程により、埼玉県診療放射線技師会を退会すると日本診療放射線技師会も同

時に退会となります。

決算処理

埼放技

日放技



FAX申込書
埼玉放射線・Vol.64　No.2　2016

巻
頭
言

会

告

お
知
ら
せ

学
術
特
集

寄

稿

連
載
企
画

技
術
解
説

総
会
資
料

本
会
の

動

き

各
支
部
勉

強
会
情
報

各
支
部

掲
示
板

議
事
録

会
員
の

動

向

求

人

コ
ー
ナ
ー

役
員
名
簿

Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
書

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

220  （111）

会員異動届

ファックス送信票
下記の通り送信いたしますので、よろしくお願い致します。

受信者

送信者

ふりがな
届出会員名
技師会番号

①転出者は正確にご記入ください

②変更した項目をご記入ください

〒　　－
TEL　　　－　　　－

TEL　　　－　　　－
〒　　－

支部名 支部

平成　　　年　　　月　　　日

FAX番号：048－664－2733
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

氏　　名

施 設 名

施設住所
＊郵送の場合
　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町２丁目51番地39
　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　電話：048－664－2728

〒

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　会員登録変更届

転出先 （　　　　　）県へ転出 技師会費を（　　　　　　）年度まで納入

変

　更

　項

　目

○印
ふ　り　が　な

自 宅 住 所

ふ　り　が　な

勤 務 先 名

ふ　り　が　な

勤務先住所

ふ　り　が　な

改 　 　 姓

支 部 変 更

連絡先変更

第（　　）支部を第（　　）支部に
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平　成　28　年　度

埼玉県診療放射線技師会 年間スケジュール表日本診療放射線技師会等
平成 28 年度 （5-7） 予定

5 月 埼放技 日放技等 6 月 埼放技 日放技等 7 月 埼放技 日放技等
1 日 1 水 1 金
2 月 2 木 第 2 回　理事会 2 土
3 火 3 金 3 日
4 水 4 土 4 月
5 木 5 日 5 火
6 金 6 月 6 水
7 土 7 火 7 木 第 3 回　理事会
8 日 8 水 8 金
9 月 9 木 9 土
10 火 10 金 10 日
11 水 11 土 11 月
12 木 第 1 回　理事会 12 日 12 火
13 金 13 月 13 水
14 土 平成 28 年度関東甲信越

診療放射線技師学術大会
14 火 14 木

15 日 15 水 15 金
16 月 16 木 16 土
17 火 17 金 17 日
18 水 18 土 定期総会 18 月
19 木 19 日 19 火
20 金 20 月 20 水
21 土 21 火 21 木
22 日 22 水 22 金
23 月 23 木 23 土
24 火 平成 27 年度監査 24 金 24 日
25 水 25 土 25 月
26 木 26 日 26 火
27 金 27 月 27 水
28 土 28 火 28 木
29 日 29 水 29 金
30 月 30 木 第 2 回　常務理事連絡会 30 土
31 火 31 日

平成 28 年度 （8-10） 予定
8 月 埼放技 日放技等 9 月 埼放技 日放技等 10 月 埼放技 日放技等

1 月 1 木 第 4 回　理事会　 1 土
2 火 2 金 2 日
3 水 3 土 3 月
4 木 第 2 回　常務理事会 4 日 4 火
5 金 5 月 5 水
6 土 6 火 6 木 第 3 回　常務理事会
7 日 7 水 7 金
8 月 8 木 8 土
9 火 9 金 9 日
10 水 10 土 10 月
11 木 11 日 11 火
12 金 12 月 12 水
13 土 13 火 13 木
14 日 14 水 14 金
15 月 15 木 15 土
16 火 16 金 16 日
17 水 17 土 17 月
18 木 18 日 18 火
19 金 19 月 19 水
20 土 20 火 20 木
21 日 21 水 21 金
22 月 22 木 22 土
23 火 23 金 23 日
24 水 24 土 24 月
25 木 第 3 回　常務理事連絡会 25 日 25 火
26 金 26 月 26 水
27 土 27 火 27 木 第 4 回　常務理事連絡会
28 日 28 水 28 金
29 月 29 木 29 土
30 火 30 金 30 日
31 水 31 月
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—編　集　後　記—

埼玉放射線　第 244 号
印　刷　　平成 28 年 5 月 19 日
発行日　　平成 28 年 5 月 25 日
発行所　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町 2－51－39
　　　　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　　　　Eメールアドレス
　　　　　　sart@beige.ocn.ne.jp
発行人　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　　　　会　　長　　田　中　　　宏
　　　　　編集代表　　八木沢　英　樹
印　刷　　〒338－0007　さいたま市中央区円阿弥 5－8－36
　　　　　望　月　印　刷　株　式　会　社
　　　　　　　電話　048－840－2111

事　務　所
　〒331－0812
　さいたま市北区宮原町 2丁目 51 番 39
　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　電　話　048－664－2728　FAX　048－664－2733
　Eメールアドレス　sart@beige.ocn.ne.jp

事務局長　　渡　辺　　　弘
事 務 員　　植　松　敏　江
勤務時間　　 9：00〜12：00
　　　　　　13：00〜15：00

　わたしは 5月生まれで、この編集後記が読まれる頃には、ついに 30 歳の大台に乗ります。知っていまし
たか？くるみの開花時期は 5月なのです。実のなる時期もあれば花を咲かせる時期もあるという話です。
　しかし、それを 30回も繰り返すと体力も落ちてきますし、おなかもちょっと出てきています。でも最近
は少しぽっちゃりしたぐらいが好きって人もいますしね、ダイエットは明日からにします。実家に帰ればお
母さんから、そろそろ孫の顔がみたいと言われますが、仕事が楽しくて親孝行出来そうにありません。
　とうとう諦めモードのわたしの週末は、読書をすることが多いです。今は「葉桜の季節に君を想うという
こと」という本格ミステリーを読んでいます。内容を書くとネタバレになる可能性がありますが、元探偵で
女好きの男が、同じジムに通う女性のために悪徳商法に立ち向かうお話。お花見シーズンは大人気の桜で
すが、花が散ったあとは世間からお払い箱なのです。しかし、今も濃い緑の葉を茂らせていて秋になれば
その葉は紅く染まり、冬に枝だけになれば、その木が桜だと認識する人は非常に少ないと思います。わたし
は今更になって、両親の有り難みや友人の大切さ、そして先輩達の凄さに気付き始めました。こうやって気
づけた今、これまで多くの誤解していた事を謝りたいです。多分〇〇って事だ、という安易な解釈はひとつ
間違えば、自分が損をするだけでなく相手まで傷つけてしまう場合があります。日本には、語らぬままに察
する事が美徳とされる哲学がありますが、それが勘違いを生む危険性もある事に注意しなければなりませ
ん。あまり意識し過ぎるのも疲れてしまいますが、仕事中は命にかかわりますからその重要さをひしひしと
感じなければなりません。恋愛においては、ちょっとした勘違いは物語を面白くさせる要素かと思いますが、
そもそも相手がいないので勘違いも出来ませんね。さて、どこかにいいひといないかな。
 （くるみ）
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